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第一章　彼女の所有物







　天地がひっくり返った。




　あっ、と思う間もなく背中からアスファルトに叩たたき付つけられ、一いつ瞬しゆん呼吸が止まった。

　直後、夜空を見上げる俺の視界に、ぬっ、と女の子の顔が現れる。

　まるで子猫を思わせるようなピーナッツ型の瞳が、じっと俺を見つめている。

「……常磐ときわくんは、あたしの所しよ有ゆう物ぶつなんだよ？」

　彼女の顔が近付いてくる。栗くり色いろの髪の先端が俺の鼻に微かすかに触れる。

「……………………ひ」

　俺は彼女の身体からだの下から無む我が夢む中ちゆうで逃げだそうと試みるが、すぐさま腕を摑つかまれる。

「い……いでででででぇっ!?」

「……逃げないで欲しいな？」

「わ、わかった！　とにかく逃げない！　逃げないから！　だから、落ち着いて話し合おうっ！」

「……常磐くんにあたしと話し合いをする権利なんてないよ？」

「え…………」

「……あたしの所有物である以上、常磐くんにはあたしに協力してもらわなくちゃいけない」

「じょ、冗談じゃない！」

「……いやなの？」

「いやに決まってるだろ！　あんな話を聞いたあとじゃ、なおさらだっ！　俺は平へい穏おんな生活を送りたいんだっ！」

「……そう。そんなに、いやなんだ……。そうしたら、仕方ない。あんまりこれは使いたくなかったんだけど」

　そう言いつつ彼女がポケットの中から取り出したものを見て、俺は言葉を失った。

　なんで……、なんで、そんなものを持っているんだ……!?

　呆ぼう然ぜんとする俺に向かって彼女はもう一度問い掛かけてきた。




「常磐くん……、あたしのモノになってくれる？」
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　ことの発ほつ端たんは今日きようの夕方まで遡さかのぼる。

　風呂を沸わかそうとしたところ給きゆう湯とう器きが壊こわれていることに気づき、隣町にある銭せん湯とうに行くはめになった。若じやつ干かん遠いものの、六月も中旬で湯ゆ冷ざめをする心配もないのがせめてもの救いだ。

　銭湯は隣の駅から歩いて五分のところにある。そこは近年改装された、サウナとかジャグジーとかの最新設備を備えたスーパー銭湯と言われる類たぐいのところで、夜の七時を回った今の時間帯は近所の人たちでそこそこ混こみ合あっていた。

　三十分ほどで浴場から出た俺はロビー隅すみの売店にあるお目当てのものに向かう。

　ショーケースの中のビン入りコーヒー牛乳は残り一本。それを取ろうとしたとき、同時に隣から小さな手がにゅっ、と伸びてきて、俺の手首を摑つかんだ。

「いっ……？」

　驚いて手の主の方を振り向き、そして、あれ？　と思う。
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　──女の子。




　俺より頭一つ分ほど低いその子の顔は、どこかで見た記憶がある。

　セミロングにした柔やわらかそうな栗くり色いろの髪。小さな顔は透すき通とおりそうなくらい真っ白で、濡ぬれたような瞳が俺の顔を見つめている。

　そして、ほんのりと桜さくら色に染まった唇が小さく開き、淡々と言葉を紡つむいだ。

「……あ。常磐ときわくんだ」

　まるで路上に寝ね転ころんでいる野の良ら猫ねこを見て、「……猫だ」とでも言うような感じで。

　たしかこの子は隣のクラスの……

「……市いちの瀬せ凜りんだよ」

「いや名前くらい知ってるけど……」

「……ありがとう」

「はぁ……」

　なんで名前を知っているくらいでお礼を言われるんだろう？

　そもそも、彼女を知らない人なんてうちの学年にはいない。いつも定期試験の成績優秀者として掲示板に名前が張り出される有名人なんだから。

「……ところで……」

　市瀬さんはいつの間にか残り一本のコーヒー牛乳を両手で握りしめていた。

　ガラス玉みたいな澄すんだ瞳が、俺をじっと見上げる。

　う……。

　表情がない分、妙みような迫力を感じる。

　どう考えても彼女に横取りされているとしか思えないのだが、断ことわったら後が怖いような気がする。食べ物（この場合は飲み物だけど）の恨うらみは恐ろしい、という言葉が一いつ瞬しゆん頭をよぎる。

「別にいいけどさ……」

　ため息とともにコーヒー牛乳を彼女に譲ゆずると、

「……ありがとう。代わりにこれ」

　なぜか『ミルクせんべい（カルシウム入り）』という丸文字と、微び妙みようにデッサンの狂ったコアラらしきものが袋にプリントされた駄だ菓が子しを手渡された。

　市瀬さんは牛ぎゆう乳にゆう瓶びんの紙製の蓋ふたを開けたときに指についた雫しずくを小さな舌で嘗なめ、こくこくこくと一気に飲み干していく。

「……美お味いしかった」

　空き瓶を売店に戻もどすと、ソファの上のあかぬけないデザインの藍あい色のトートバッグ（しかも、中身がぱんぱんに詰つまっている）を肩にかける。

　続いて、いきなり俺に視線を向け、

「……帰ろ」

　と言い、すたすたと歩き出した。

　半なかば呆あつ気けにとられていた俺は、出口の前に立ち止まり俺の方を見ている市いちの瀬せさんの姿に、さっきの言葉が一いつ緒しよに帰ろう、という意味だということにようやく気づく。そして、慌あわてて手に持ったままだったミルクせんべいを鞄かばんの中に放ほうり込こんで彼女を追いかけた。







　俺たちは駅前の広場を改札口に向かって歩いていく。

　頭一つ分ほど低い位置にある栗くり色いろの髪が夜風に吹かれ柔やわらかに揺ゆれていて、そのたびに白しろ肌はだのうなじをくすぐっている。服装は、白いシャツの上に柔らかな素材のヨット・パーカに、カットオフしたデニムのショートパンツというラフな格かつ好こう。

　市瀬さんは学年でも三本の指に入るくらいの美少女で、切れ長の瞳とか、長い睫まつげとか、すっと通った鼻はな筋すじとか、雪のような肌とか、素材の部分はとにかく抜ばつ群ぐん。あとは制服じゃなくてそれなりにコーディネートされた服を着ていれば読者モデルとかで雑誌に出ていてもおかしくないくらいの子だ。

　まさかその市瀬さんと隣町の銭せん湯とうで出会うなんて。その上、こうやって一緒に帰ることになるとは思ってもいなかったので正しよう直じき戸と惑まどってしまう。

　男としては可愛かわいい子と一緒に歩けるのはそれはそれで嬉うれしいんだが、その一方で、お世せ辞じにも愛想があるとは言えない彼女に、どう接すれば良いかわからない。

　とはいえこのままお互いに黙ったままというのもどうだろう。

　だから、

「あのさ」

　思い切って話しかけてみた。

「市瀬さんもここにはよく来るの？」

　と、市瀬さんが唐とう突とつに足を止め、じっと見上げてくる。

　真っ直ぐな目線に思わずたじろぐ。な、なにもまずいことは言ってないよな？

「……今日きよう、初めて」

「へえ、奇き遇ぐうだな。実は俺も今日初めてなんだ。家の風呂が壊こわれちゃってさ。ガス会社に電話したら、二、三日後に直なおしに来るって。参まいるよな」

「……安心して。修しゆう理り代だいはあたしが持つから」

「…………は？」

「……あたしが壊したの。夕方、常磐ときわくん家ちの裏庭に忍び込んで、給きゆう湯とう器きの中身を粉こな々ごなにしておいた。そうすれば常磐くんもここに来ると思ったから」

「な……、に？　どういうこと？」

　無言のまま、つい、と視線が外はずされる。そして俺が口を開くより前に、彼女は一人改札の向こう側に行ってしまう。

　慌あわてて追いかけ、そのままホームに滑すべり込こんできた下り方面の準急に乗り込む。

　うちの風呂を壊こわしたって、一体なんのためだよ？　というかそれって、本当か？

　次から次へと疑問が沸わいてくるが、彼女は一いつ切さいの質問を拒こばむかのようにじっと窓の外の暗くら闇やみを見つめたままで、声を掛かけるすきがない。

　そうこうしているうちに列車は隣駅に到着し、俺たちはお互いに無言のまま改札口を抜け、駅前ロータリーを横切り、シャッターの大半が閉まった人通りの少ない商店街へと入っていく。

　そこで、はたとあることに気づいた。

　なんで市いちの瀬せさんが俺の前を歩いているんだ？

　市瀬さんって、うちの近くに住んでいたっけ？

　……そんなはずはない。通学に同じ駅を使っているなら今まで何度か会っていてもおかしくないし。

　だとしたら、一体どういうつもりなんだろう。さっきの給きゆう湯とう器きの件も含めて、あまりにも不ふ審しんな行動が多すぎる。

　ええい。考えていても仕方ない。

　商店街の一番端はしにある薬局の前まで来たところで思い切って彼女の前に回り込んだ。

「……何？」

　ぴたりと立ち止まった彼女がトートバッグを肩に掛け直なおし、眉まゆ一つ動かさずに、大きな瞳で真っ直ぐ俺を見つめてくる。夜の闇やみの中で見る瞳はまるで本当の猫みたいで、思わずたじろいでしまう。

「い、市瀬さんの家って、こっちの方なの？」

「違ちがう」

　即答。あたりまえだ、とでも言わんばかりに。

「って……。じゃあ、なんで市瀬さんは俺と一いつ緒しよに歩いているのさ？」

「……あたしがこれから常磐ときわくんの家に行くからだよ」

「……………………………………………………は？」

　呆あつ気けにとられた俺は馬ば鹿かみたいに口をぽかんと開けたままその場に固まってしまった。

「……泊まるための道具も持ってきた」

　そう言ってトートバッグの口を開ける。中身は洗面用具にバスタオル、文庫本に勉強道具、パジャマに、それに……。

「まさかとは思うけど、市瀬さん、今日きよう、うちに泊まるってこと……？」

「……今日だけじゃない。明日あしたも明後日あさつても。そのあともずっと」

「な……そ、そんなこと言われても、俺一人暮らしだし、そんなの無理……」

「……だって、常磐ときわくんはこれからあたしの所有物になるんだよ？　所しよ有ゆう物ぶつを守るためにはずっとそばにいる必要がある」

「しょ、所有物？」

「……そう。そして、これからあたしはキミを所有するための儀ぎ式しきを行う。そのために外に出てきてもらったの」

　俺はこめかみを手で押さえ、ため息をつく。駄だ目めだ、一体何を言っているのかわからない。

　そのとき、どこからか、ピピピッ、ピピピッ、と小さなアラーム音が鳴りはじめ、彼女はポケットの中の携帯を取り出して呟つぶやく。

「……『解禁時間』が来た」

　直後、市いちの瀬せさんがさらに、ぐっ、と顔を近づけてきて、いきなり俺の左手を摑つかむ。

「……これが、あたしの所有物である証あかし」

「…………………………………は？」

　あっ、と思う間もなく、薬指に何かがはめ込まれた。

「…………わっ!?」

　まるで静電気のようなぴりっ、とした刺激に、弾はじかれるようにして彼女から離れ、自分の左の薬指を見る。

　そこにはシンプルな形状のリングがはめ込まれていた。エメラルドグリーンに輝き、表面には文字らしきものが刻きざまれている。

　よくわからないけど、これがとんでもなくやばいものだということだけは直感的にわかった。

　慌あわてて引き抜こうとぐいぐいと引っ張るが、

「ぬ、抜けないっ!?」

「……うん、抜けないよ。それを抜くことができるのは『ソール』だけ」

「えっ……、って、熱あつっ!?」

　そのうち指ゆび輪わがぼんやりと熱を帯おび始はじめる。と、唐とう突とつに強きよう烈れつな光を発し、指輪そのものが消え失せてしまった。

　恐る恐るあらためて自分の薬指を見ると、さきほどまで指輪がはまっていたところの皮ひ膚ふが指輪の形と同じようにエメラルドグリーンに染まっている。同時に指輪に刻まれていたのと同じよくわからない文字も浮かび上がっていた。

「ちょっ……、ちょっと……、なんだよ、これ……」

　と、市瀬さんが自分の左薬指を突つき出だしてきて、そこに巻かれた絆ばん創そう膏こうを外はずすと、そこには俺と同じように緑色に発光する指輪が現れた。

「……この二つの指輪は常磐くんとあたしが契約を結んだ証。それがある限り、常磐くんは『スコル』としてあたしのために役立ってもらう必要があるの」

　そう言いながら、不ふ意いにその手が俺の左手を摑む。

「うわっ!?」

　ひやりとした感覚に驚いて仰のけ反ぞった拍ひよう子しに、右手が薬局の前に鎮ちん座ざしているカエルの人形に触れてしまう。

　[image: さんてん][image: さんてん]ブゥゥゥゥゥンンンン[image: さんてん][image: さんてん]

　一いつ瞬しゆん、体の中を得体の知れない何かが通り過ぎた。焦あせってカエルに触れた右手を引っ込めるが、その直後、異変が起こった。カエルがぶるぶるっ、と震ふるえながら、みるみるうちに巨大化しはじめたのだ。

　足が、手が、腹が、頭が均等に大きくなっていく。腕が電線をぶった切り、火花が散ちるとともに、辺あたり一帯が一いつ斉せいに停電する。闇やみ夜よの中、二階建ての家屋の高さにまで達し、それでもなお巨大化していくミドリガエルの異様な姿が月明かりに照らされて浮かび上がる。

「な……、なな……、な……」

　俺はぺたり、と道路の上に尻しり餅もちをつき、じりじりと後退する。あり得ない光景をただただ呆ぼう然ぜんと見上げるしかない。

「……すごい……」

　市いちの瀬せさんがやや上うわ擦ずった声で呟つぶやく。

「……すごいよ……。最初から、いきなりこんな力が出せるなんて……」

　上じよう気きした顔で俺の前にくるりと回り込み、俺の左手を両手でぎゅっ、と握りしめ、大きく開いた瞳で見つめてくる。

　突然のことに愕おどろいてその手を振りほどこうとするが、小さくて柔やわらかい掌てのひらの感触にふにゃふにゃと力が抜けていってしまう。

　と、そのとき、めきめきっ、と頭上から何かが壊こわれるような激しい音がした。

　見上げると──巨大ガエルに押され、変圧器を載のせた電柱が大きく傾かたむきかけている光景が目に飛び込んできた。ばらばらとコンクリートの破片を飛とび散ちらせながら、俺たちの上に倒れかかってくる。

「なっ…………!?」

　市瀬さんの手を引っ張って逃げようとするが、彼女は倒れてくる電柱を見つめたままその場を動こうとしない。

　そればかりか、俺の手を振りほどくといきなり電柱に向かって走り出す。

　だめだ、押し潰つぶされる！

　──その瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん、ごぉ、という音とともにつむじ風が巻き起こり、フラッシュを焚たいたときのように周まわりが明るくなった。

　唐とう突とつに宙に二本の銀ぎん色いろの光──短剣が現れる。

　市瀬さんは勢いよく地面を蹴けって体を宙に躍おどらせると、短剣を左右それぞれの手で摑つかみ取り、そのまま落下してくる電柱に飛びかかっていく。

「はぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに電柱は粉こな々ごなに砕くだかれ、小石大の破片となって周囲に降ふり注そそいだ。

　もはやその場を動くことができなかった。

　そして、市いちの瀬せさんは俺の前にすとん、と着地すると、顔を覗のぞき込こんできながら、

「……大丈夫？」

　と訊たずねてくる。

　その背後には相変わらず巨大化したカエルの姿。

　さっきよりもずいぶん大きくなっていて、そればかりか──

「……ねえ、大丈夫？」

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、やや困ったような表情でもう一度訊ねてくる。

　そして──カエルの体が徐じよ々じよに透すけはじめていた。向こう側に見える月と星の輝きが段々と増していき、そしてついにはすうっ、と消え失せる。

　理解を超えた事態の連続に、ついに俺の頭の処理が追いつかなくなった。俺は意識を失い、その場に昏こん倒とうした。







「……これ、飲んで」

　とんとん、と肩を叩たたかれる感覚にうっすらと目を開くと、目の前に俺の顔を覗き込むように、紙パック入りの飲み物を差し出している市瀬さんの姿があった。近くのコンビニで買ってきてくれたのだろう。猛もう烈れつに喉のどが渇かわいていることを意識した俺はずきずき痛む頭を抱かかえながら上半身を起こし、震ふるえる手で冷たい紙パックを受け取る。アスファルトの上にあぐらを搔かき、パックにストローを挿さそうとするものの手が震えてなかなか上う手まくいかない。

「……貸して」

　いきなりパックを奪うばい取とられ、ストローが挿し込まれると再び手渡される。

「あ、ありがとう……」

　ちゅううー、と一気に吸い上げ、

「──ぶはっ！！！！！！」

　盛大にむせた。危あやうく鼻から吹き出しそうになり、一気に正しよう気きに戻される。

「な、なななな何、これっ……？」

「……牛乳」

「そ、それはわかるけど、普通、こういうときは烏龍ウーロン茶チヤとかそういうさっぱりした……」

「……飲まないの？」

「いや、飲むけどさ……」

　せっかく買ってきてもらったわけだから飲まないわけにはいかないだろう。

「それにしても、なんでまた牛乳なの？」

　市いちの瀬せさんは困ったような顔をして、

「……買い慣れているし、好きだから、つい」

　なぜか胸を搔かき抱いだいて、ふう、と小さくため息。

「……ところで、少しは落ち着いた？」

「あ、ああ」

　落ち着いたと言うよりかは、鼻から牛乳を吹き出しそうになったことで、さっきの衝しよう撃げきが上書きされたというかなんというか。

「……じゃあ、行くよ」

　トートバッグを手に立ち上がろうとした彼女を、慌あわてて止める。

「って、ちょっと待ってくれ。頼むから、ちゃんと説明してほしい……。さっきからわけが分からないんだ」

　彼女は目をしばたたかせ、何かを考えるような顔をしたあと、こくりと頷うなずき、再び腰を落ち着かせる。

「……常磐ときわくんは『スコル』と呼ばれる者」

「は……？」

「……『スコル』とは、この世の森しん羅ら万ばん象しようの一部を歪ゆがめ、隠かくす力を持つ者の意。さっき常磐くんはあの人形の実像を歪めて、それを消してみせたけど、やろうとするならば常磐くんはあれを思うがままに作り変えることも出で来きる。そして、その森羅万象を自由に作り変えることが出来るスコルは、あたしたち『ソール』によって所しよ有ゆうされ、あたしたちの求めに応じてあらゆるものを武器に作り変えるという役割を持つ」

　歪める、隠す？　所有、武器、作り変える？

　何を言っているのかさっぱりわからない。

「……一方で、あたしは『ソール』と呼ばれる者」

　市いちの瀬せさんは手に握った剣をふわり、と手品のように俺の目の前に浮かべてみせる。

「……『ソール』とは、この世から隠された森羅万象を照らし出す力を持つ者の意。たとえば、普段は隠されているこの剣──〈疾風はやて〉も、あたしが照らし出すことでこの世に実体を伴ともなって現出することができる。つまりソールはスコルを所有することで、いわば自分専用の倉庫にたくさんの武器を隠しておくことができるようになり、その結果、いつでも好きな時にこの世界に呼び出すことができるようになる。さっきのカエルも、常磐くんが隠してくれたから、これからはいつでも呼び出して使うことが出来るようになった。……武器として使えるどうかは分からないけれど」

「ええと……、とにかく、市瀬さんは四よ次じ元げんポケット、みたいなものを持っていて、そのポケットに新しい物を入れることが出で来きるのが俺だ、と考えればいいの？」

「……そう考えた方が分かりやすいなら、それでもいい……」

「じゃあ、ソールとかいう人たちはその武器を無限に持てる能力を使って普段は何をしているんだ？」

「……お仕事。……いろんな」

「いろんな？」

　彼女は少し眉まゆを寄せ、困ったな、という感じで、右耳の上の髪をさわさわと撫なでる。

「……ソールたちは、各国の政府や大きな企業とか、そういったところから仕事を請うけ負おうことが多いの。組織が表だって出来ないようなことを代わりに行うことが多い。たとえば、あたしのお姉ねえちゃんは海外でお仕事をしている。ここ二年くらい日本に帰ってきていない。この前、電話が掛かかってきたときには、マフィア同士の抗こう争そうが増えてきたから当分帰れそうにないって言ってた」

「そ、そうなんだ……」

　なんだかよく分かったような、よく分からないような。でも、今の一いち連れんの説明を聞いて一つだけはっきりしたことがある。

　それは、市いちの瀬せさんにこれ以上関わってはいけないということ。

「なんとなく、事情は分かった。でも、もし俺が本当にそのスコルとかいうものだったとしても、できれば俺以外の人をあたってくれないか？　なんていうか、その、正しよう直じき、俺には荷が重いというか」

「……それが無理なの」

「は？」

「……スコルはもともと稀き少しような存在で、ソール五人に対して、スコルは一人という割合でしか生まれない。それに加え、ここ三年もの間、一人として新たなスコルは発見されていなかった」

「…………」

「……つまり、常磐ときわくんは三年ぶりに現れた貴重なスコル。もちろん、あたし以外にもキミを手に入れようとしているソールはたくさんいるから、自然とソール同士での奪うばい合あいになる。あたしたちはそれを『争奪戦クラ』って呼んでいる」

「………………」

「……あたしはあたしの常磐くんを守るために、これから他のソールと戦うことになる。そのためにはいつもキミのそばにいなくちゃいけないし、もちろん、キミにも力を貸してもらうことになる」

　頭がくらっ、とした。

「……もともと常磐くんに選せん択たく肢しはないんだよ」

「あ、あのさ。俺、こう見えても色々やらなきゃいけないことがあるし。それに、たぶん、きっと近々別の、俺なんかよりもずっと適てきした奴が出てくるって。だからそれまで待った方がいいと思うぞ、うん。──じゃあ、そういうことで」

　荷物を手に立ち上がると彼女の脇わきをすり抜け、足早に歩き出す。冗じよう談だんじゃない。一いつ刻こくも早くここから立ち去らなければ。

　けれど、そのとき。

　俺の頭上をなにか黒い影が飛び、その直後、天地がひっくり返った。







　そうして気がつくと、アスファルトの上で、俺は市いちの瀬せさんに組くみ伏ふせられていたというわけで。

　そして、俺の目の前には赤い携帯のディスプレイが突つき付つけられていたわけで。

　さらにはそこには、あり得ない画像が映うつし出だされていたわけで。

「……これ、常磐ときわくん、だよね？」

「……!?」

　言葉を失う。

　ディスプレイには、背の高いロッカーがずらりと立ち並ぶ部屋──学校の女子更衣室の中、やや猫ねこ背ぜ気ぎ味みに歩いている一人の男子生徒の姿。

　その画像はえらく鮮せん明めいで、侵しん入にゆう者しやである男子生徒の顔をはっきりと映し出していて、その顔は──俺。

「……これはシャッターをきっても音は出ないようになってる」

「な…………」

「……あのとき、あたしもあの部屋にいたんだよ。そしたら、いきなり常磐くんが入ってきて、あたりを注意深く見回しながら部屋の奥まで歩いていった。そのときに撮とったの」

　喉のどが一いつ瞬しゆんにしてからからに干ひ上あがる。

「い……、い、いやっ！　こ、これには深ーい、深い理由があるんだっ！　べ、別にやましい目的があって入ったわけじゃ……！」

「……別に理由はどうでもいいんだよ。ただ、常磐くんがあたしの言うことをきいてくれさえすれば、この写真を学校にばらまくことはやめようと思っている」

　こ……、こんなものをばらまかれたら一瞬にして身の破は滅めつだ……。

　全身の力が抜け、そのまま動けなくなる。

「……ごめんね。でも、あたしもこうするしかないんだよ」

　市瀬さんはちょっと寂さびしそうにそう言いながら、ショートパンツの下に覗のぞくか細い白い膝ひざの上に両手を乗せてちょこんとしゃがみ込んだ。そして、俺の目を覗のぞき込こんで再び問とい掛かける。

「……常磐ときわ祐ゆう樹きくん」

「………………」

「…あたしの『スコル』になってくれる？」

　この状況下でどうして断ことわることが出で来きるだろうか。

「………………はい………………」

「……良かった……」

　彼女は心底ほっとしたように、右手で前髪を搔かき上げながら立ち上がる。そして、ちょっとはにかみながらこう言った。

「……これから、よろしくね」




　こうして俺は、はた迷めい惑わくなソールたちによる争奪戦クラに巻き込まれることになったのだ。













第二章　争奪戦クラ、はじまる







「た、頼むから、もうちょっとゆっくり走ってくれっ！」

「……無理。このままだと、遅ち刻こくする」

　学校へと続く急坂をぜぇぜぇ息を切らせながら駆かけ上のぼる俺の前方から、市いちの瀬せさんの淡々とした声が聞こえる。

「そんな……こと……言われても、もう……限界……」

　崩くずれるようにガードレールにもたれかかり、呼吸を整えていると全身から一いつ斉せいに汗が噴ふき出でてきた。睡眠不足もあいまって、ぐらぐら揺ゆれる視界が気持ち悪い。

　と、目の前に白い手が差し出された。

　顔を上げると、市瀬さんが仕方ないな、という感じで俺を見下ろしている。

「……摑つかまって」

「え？」

「……早く」

　言うなり、手首を摑つかまれ体が強制的に引っ張られていく。

「うわああっっ!?」




　結局、昨夜ゆうべ、あのまま俺の家に押しかけてきた市いちの瀬せさんは、ソールの力だとかいうもので居間にセミダブルベッドを出現させると、さっさと寝てしまった。

　一方で俺はと言えば、隣の部屋に女の子が寝ているという事態にほとんど一いつ睡すいもできず、ようやく一眠りしたかな、と思ったときにはすでに遅刻確定の時間だったというわけだ。

　左カーブの先、白い校舎が姿を現すと同時に八時十五分を告つげる予よ鈴れいが聞こえてくる。ここから校門まで百メートルの直線。校門の前には遅刻チェックの教師と、腕わん章しようをつけた生徒会役員が立っているのが分かる。

「……もっと早く」

「も……、もう、む、無理……」

　つないだ手がつるりと離れ、市瀬さんはそのままの勢いでゴールイン。やや遅れて俺ももんどりうつように校門の中へ飛び込み、そのままコンクリートの上にひっくり返る。

「はあっ、はあっ、はあっ──っ！　ま、まに……あった……」

　深呼吸で肺いっぱいに酸素を取り入れる。心臓は胸を突つき破やぶりそうなくらいばくばく鳴り続け、視界いっぱいに広がる青い空はぐらぐら揺ゆれている。

「ふふふっ。残念ですが、時間切れですわ。あと五秒早かったらセーフだったんですけどね」

「…………へっ？」

「常磐ときわさん、今日きようも遅刻ですわ」

　青空をバックに、唇に人差し指を当て、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた女の子が俺の顔を覗のぞき込こんでいた。

　白はく磁じのようななめらかな白い肌はだに、長い睫まつげに切れ長の青い瞳、すっと通った鼻、小さな口、そしてなによりも目立つ、流れるような金きん色いろの長い髪を持つ彼女の名前は、華か泉せん礼れい美み奈なさん。俺の同級生で、テニス部のエースにして、学級委員長兼、緑みどりが丘おか学がく園えん高校生徒会副会長。

　スポーツ万能、才さい色しよく兼けん備びであるだけでなく、世界四大コングロマリットの一つ、カセンレイ・フィナンシャル・グループ会長の孫娘、つまり、財ざい閥ばつ令れい嬢じようというプラスアルファの要素まで兼かね備そなえたスーパーお嬢様。

　彼女は右手に持ったペンで名簿にチェックを入れると、そのまま左腕に巻いた生徒会の腕章をくいっ、と持ち上げ、首を微かすかに傾かたむけながらにっこり微笑ほほえむ。

「おめでとう。これで記念すべき十回目の遅ち刻こくですので、明日あしたから早朝登校練習をお願いいたしますわ」

「は……？　何かの間ま違ちがいじゃないか？　まだ九回目くらいだったと思うんだけど」

「いいえ、ここには間違いなく、十回分のチェックが入っていますわ。なんなら確認なさいますか？」
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　差し出された名簿を見ながら、自分の顔が青ざめていくのがわかる。確かに、一回目から九回目の記入欄にはずらりと日付が埋うまり、今日きよう、六月十八日の日付が記入されているのは十回目の欄だ。

「それでは明日あしたから二週間、始業一時間前の七時二十分には、生徒会室までいらしてください。もちろんご存じかとは思いますけれど、途中、一回でも時間に間に合わないことがあったら、そこからまた改めて二週間の早朝登校になりますからお気をつけて」

　つまり朝の貴重な睡眠時間が毎日一時間ずつ削けずられるというわけだ。

「って、何逃げ出そうとしているんですの？」

「い、いや、べつにそんなつもりは。はは」

　二の腕を摑つかまれて引き戻され、満面の笑えみで迫せまられる。

「諦あきらめてはいかが？　クラスの不良生徒を立りつ派ぱに更こう正せいさせるのも生徒会副会長としての仕事ですわ。さあ、私と一いつ緒しよに行きましょう。生徒会室で入室許可証を発行しますわ」

「はあ……」

　抵抗する間もなく、俺はそのまままるで罪人のように引っ立てられていく。

　生徒会室は三階の廊ろう下かの突つき当あたりにある。遅刻者は生徒会室で入室許可証なるものを発行してもらうことで教室に入ることが出で来きる仕組みになっているため、俺のような遅刻の常じよう習しゆう犯はんは華か泉せん礼れいさんたち役員の生徒や顧問の教員たちにはしっかり顔と名前を覚えられてしまっている。

「それにしても、六月で十回の遅刻とは、ちょっとペースが速すぎませんこと？」

　華泉礼さんが扉とびらの鍵かぎ穴あなに鍵を挿さし込こみながら少し呆あきれたように言う。

「そうか？　中学生のときは、四月の終わりには二十日間分は遅刻してたけどな」

「それって、毎日遅刻していた、ということですわよね？　……とにかく、明日あしたからは常磐ときわさんはもっと早くに起きるべきだと思いますわ」

「それが出で来きれば苦労しないって。正しよう直じき言って、朝は苦にが手てなんだ」

「そうですか……」

　鍵の開く音がした後、彼女はくるり、と体を俺の方に向ける。その頰ほおはなぜかほのかに赤くて、

「あの……、常磐さんさえよろしければのお話なんですが……、明日から、朝、私がお迎えに行く、というのはいかがでしょう？」

「……へっ!?」

「いえ、その、私も朝、生徒会の仕事がありますから、そのついでに、と思いまして」

　耳まで真っ赤にして、顔を俯うつむかせる。

「……その必要はないよ。なぜなら、これからは毎朝あたしが常磐くんを起こすことになるから」

「いっ!?」

　背後の声に振り向くと、そこに市いちの瀬せさんの姿。どうしてかはわからないけど、真っ直ぐ教室へは向かわずに、俺たちの後をついてきていたらしい。

「い、市瀬さん、毎朝起こす、とは、どういう意味ですの？」

「……そのままの意味だと思うけど。明日からはあたしが常磐くんをちゃんと起こすようにするから、遅刻はなくなる」

「それは、登校途中にモーニングコールを入れる、ということ……かしら？」

「……ううん。そうじゃない」

「ええっと、あの。市瀬さん？　早く自分の教室に戻ろう、な？」

　慌あわててその言葉を遮さえぎり、肩を押しながらまわれ右をさせようとするものの、彼女は頑がんとして動こうとはせず、俺だけに聞こえるような声で囁ささやく。

「……駄だ目め。昨日きのう言ったよね？　あたしは、常磐くんのそばにいなくちゃいけない」

「いや、そういうことじゃなくて。あの、せめて学校では発言内容には気をつけてほしいんだけど……」

「……なんで？」

　きょとんとした表情で見上げてくる。駄目だ、意味が通じていない。

　その一方で、眉み間けんに皺しわを寄せ、難しい顔をした華か泉せん礼れいさんは、

「うう……、一体どういうことかしら……？」

　とぶつぶつ呟つぶやいている。

　まずい、これ以上突つっ込こまれたら確実にばれる。

「と、ところで、早く中に入れてほしいんだが！　授業始まるし！」

　その言葉に彼女は、一いつ瞬しゆん、虚きよを衝つかれたような顔をし、ゴホン、と咳せき払ばらいして、

「ああ、そうでしたわ！　私としたことが……」

　と、横開きの木製の扉とびらを開き──

　──ぴしゃん！

　いきなり勢いよく扉を閉め、そのまま固まってしまった。

「どうしたの？」

「い……、いえっ！　な、なんでもありませんわ！」

　扉を背にこちらを振り向いた顔はまるで幽ゆう霊れいでも見たかのように真っ青で、頰ほおは引きつっている。

「……あの、華泉礼さん？　入室許可証がないと、俺、授業に出られないんだけど……」

「そ、そうですわね。あは、ははは……」

　ぎこちない動きで再び俺たちに背を向け、恐る恐る扉の取とっ手てに手を掛かける。

「ちょ、ちょっとここでお待ちいただけます？」

　扉の隙すき間まから素早くその身を滑すべり込こませたかと思うと、ばん！　と扉が閉められ、直後、中から「ああ、もう！」とか「待ちなさいってば！」とかいう言葉に混じり、ばたばた走り回る音や、がたがた椅い子すの動く音、ばさばさ本が崩くずれ落おちる音などが次々に聞こえてくる。

「どうしたんだろう？」

「……さあ」

　しばらくして再び扉が開き、不自然な笑顔が覗のぞいた。

「お待たせしました。どうぞお入りになって」

　生徒会室は教室くらいの大きさで、中には真まん中なかに置かれた大きな机と、壁かべ際ぎわに寄せられたコピー機、いくつかの書棚が置かれているだけだ。びっくりするほどゆったりした空間になっている。けれど、今日きように限ってはなぜか床の上に段ボール箱が不自然に積み重ねられており、なんとなく違い和わ感かんを覚えた。この部屋はいつも華泉礼さんの手で整せい理り整せい頓とんが行き届いているというのに。

「では、ここにクラスと名前、今の時間と、遅ち刻こくの理由を書いていただけます？」

　副会長席についた彼女は引き出しから書類を引っ張り出し、ペンと一いつ緒しよに差し出してくる。改めてため息とともに、それを手に取った瞬しゆん間かん。

　──わんっ！

「わん？」

「ごほっごほごほっ！」

　突とつ如じよ、華か泉せん礼れいさんが、激しく咳せき込こんだ。

「大丈夫？」

「ごほっ、ごほっ……、昨日きのうからちょっと喉のどの調子がおかしいんですの」

「風か邪ぜ？」

「いえ、ちょっと喉が腫はれているくらいですわ」

　──わん、わんわんっ！

「へ？」

　直後、本棚の脇わきから茶ちや色いろい物体が転ころがるように飛び出してきて、椅い子すに座った華泉礼さんの足にまとわりついた。

「い、犬？」

「……犬だ」

　小さな柴しば犬いぬがはっはっ、と舌を出しながら、遊んで、とばかりに後ろ足で懸けん命めいに飛とび跳はねる。相当なつかれているみたいだ。

「華泉礼さんそれって……」

「あ……、これはっ、その……、なんと言いますか……」

「今度は犬か……」

　俺が既き視し感かんを覚えていると、椅子から立ち上がりおろおろ立ち尽くしている彼女の足下で、茶色い小動物は尻尾しつぽを振り振り、くうん、くうん、と甘えた声を上げた。そのつぶらな瞳は慕したうべき相手の顔に真っ直ぐ向いている。

「ああ、もうっ！　大人おとなしくしてなさいって、あれほど言ったのに……」

　ふうっ、と大きなため息とともに仕方なさそうに抱だき上あげると、子犬は遠えん慮りよ無しにべろべろ彼女の顔をなめ回しはじめた。

「ええ……と！　とにかく、先に教室に行ってくださるかしら？　私もすぐに向かいますわ。……って、くすぐったいですわ！」

「……校舎内で動物はまずいと思うんだけど。どういうことなのかな、副会長さん？」

　市いちの瀬せさんの言葉に、彼女は呻うめきながら困ったように眉まゆを寄せる。

「う……うう……、だ、だって、仕方ありませんのよ！　この子、道に棄すてられていたんですのよ？　見過ごすわけにはいかなかったんですもの」

　微かすかに顔を俯うつむかせ、右手で犬の顎あごの下を撫なでてやると、柴犬は気持ちよさそうに目を瞑つむる。

「今日きよう一日だけこの部屋で過ごしてもらって、あとは我が華泉礼家でお世せ話わをする予定だったんです。……でも、確かにこれは生徒会役員としてあるまじき行為ですわね。あとで教頭先生に申し出て処しよ罰ばつをいただくことにしますわ」

「俺はそこまで真ま面じ目めに考える必要は無いと思うけど」

「いいえ、学園生徒の風紀を守る立場の者が自分だけを特別扱あつかいするなんてあってはならないことですわ。さあ、そんなことよりも早くここに名前とクラス、遅ち刻こくの理由をお書きいただけませんこと？」

　と机の上の用紙を指し示され、俺はしぶしぶペンを手に取る。ええと、学年とクラス、名前に遅刻理由……。

　と、突とつ然ぜん、用紙を押さえていた左手首がすごい力で摑つかまれた。

「いっ!?」

「ちょっと、これ……」

　見上げると、そこには信じられない、とばかりに目を真まん丸まるに大きく見開いた華か泉せん礼れいさんの顔。

「な、何、どうしたの？」

「常磐ときわさん、この手、一体、どうなさったの？」

「え？」

「その薬指ですわ」

　俺の左の薬指には絆ばん創そう膏こう。この下には昨日きのう、市いちの瀬せさんに埋うめ込こまれたエメラルドグリーンの指ゆび輪わがある。

「あ、ああ、ええと、これ？　昨日、ちょっと包丁で切っちゃってさ」

「うそ……」

　小さく呟つぶやくとなぜだかわからないが、きっ、と市瀬さんを睨にらみ付つける。対する彼女もわずかに目を細めて睨み返し、二人の間に奇き妙みような緊張が生まれる。

「えと、あの？」

「市瀬さん、これはどういうことです？」

「……見てのとおりだよ」

「見てのとおり、って、なんであなたが……」

　と、華泉礼さんが摑んでいる俺の腕を払いのけた市瀬さんは、そのままきゅっと俺の手を握って廊下に連れ出す。

「……常磐くん、行くよ」

「お、おい、いきなりどうしたんだよ!?」

　彼女は何も答えずに教室に向かってただ黙もく々もくと足早に歩き続けた。
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「はぁ……」

　二限目が終わり、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの俺は机に突つっ伏ぷして、大きくため息をつく。今け朝さ、校門までひたすら走り続けたときのダメージで、体を動かすたびにあちこちの関節が悲ひ鳴めいをあげる。

「ため息をついた分だけ～、幸せは逃げていくのさ～♪」

　ぽろん、とウクレレがかき鳴らされた。

　ギターならともかく、普通、ウクレレを持って学校に来る高校生はそうそういない。

　百歩譲ゆずってウクレレを持ってくるのはいいとしても、友人の話に合わせていちいち即そつ興きようで演奏する奴はいない。しかも人が真剣に悩んでいるっていうのに。

　こいつの名前は、杉すぎ山やま弦げん太た。縦に細長い体つきに、やや骨ほね張ばった顔、そして、将来が心配というよりはもう諦あきらめろとしか言いようが無い、すでに後退しかけている額ひたいの生はえ際ぎわ。そうしてついたあだ名が「ゲンパク」。ターヘルアナトミアを翻ほん訳やくした偉い人じんさんの名前と肖しよう像ぞう画がにいたく似ているかららしい。

「はあぁ……」

　ため息もう一つ。

　三時限目の英語の前の中休みはただでさえ怠だるいというのに、今日きようの俺はそれに加え、あの大問題に頭が占せん拠きよされている。

　今さら言うまでもないあのことだ。

「どうしたのさぁ～♪　我が愛いとしのゆーきくん～♪　しけた面つらがぁ～♪」

「……やめてくれ、気き色しよくわりぃ」

「なんでもぉ～♪　話してごらん～♪」

「どうしたもこうしたもさ……」

　もそもそと顔を上げると、にやにや笑いをするゲンパクと目が合った。

　駄だ目めだ、あんなわけわからんこと、こいつに相談できる内容でもない。仮に相談したとしても、夢か何かを見ていたんだろうと言われて、鼻で笑われるのがオチだ。

　再び机に顔を突っ伏す。

「おーい」

　いや、笑われるのならまだしも、ゲンパクのことだ。きっと明日あしたあたりには、──常磐ときわが市いちの瀬せさんに告こくったところ、彼女はあろうことか真しん性せいのドＳで、包丁と鞭むちを振りかざしながら「代わりに自分の奴ど隷れいになれ」とか言い出してしまったが、元々Ｍ気き質しつのあった常磐はまんざらでもないようだ、……ってな感じの話が流る布ふされていることだろう。

　それに大体、市いちの瀬せさんがうちに押し入ってきたなんてことは、まかり間ま違ちがっても他人に言えるようなことじゃない。

「おーい、常磐ときわくん～」

　それどころか、昨日きのうの彼女の話が真実であるならば、今この瞬しゆん間かんにも俺を狙ねらって世界各地からソールとかいう人たちが集まってきているのだ。

「おーい、常磐！」

　って、なんだよ、さっきから？

「……今、お話ししても、いい？」

　…………………？

　ようやく顔を上げたところ。

「い……、市瀬さん？」

　窓から差し込む陽光を受けた彼女の白い肌はだがやけにまぶしく見える。小こ柄がらな体を制服に包んだその姿は、どこかのお屋や敷しきから抜け出してきた可か憐れんな人形のような佇たたずまい。

　彼女は相変わらずの無表情のまま、大きな黒い瞳で瞬まばたき一つせずに俺を見下ろしていた。

「……『争奪戦クラ』のことなんだけど……」

「いや、うわっ、ちょっ、と！」

　いきなり他人に聞かれちゃいけないことを、しかもよりによってゲンパクの前でためらうこともなく話し始めた。

「ほう……？」と興味深そうに身を乗り出したゲンパクに「な、なんでもない！」と言いつつ、市瀬さんの口をむぐっ、とふさいで廊ろう下かへと押し出す。

「……痛い」

「ご、ごめん。……で、なんの話？」

「……うん。言い忘れていたことがある」

「…………？」

「……他のソールが常磐くんのことを狙ねらっていることは、話した通り」

「あ、ああ」

「……だから、学校でもなるべく、あたしと一いつ緒しよにいてほしい」

「え。いや、そんなこと言われても、授業中はどうするんだよ？」

「……うん。だから、指ゆび輪わ」

「指輪？」

　自分の左の薬指に巻いた絆ばん創そう膏こうを見る。

「……それはあたしと常磐くんの契約の証あかし。それをつけている間は、お互いの状態がある程度は分かる。だから、もし常磐君が授業中に襲おそわれたとしても、隣の教室だしすぐに行けると思う」

「でも、さすがに学校で襲おそわれる可能性は少ないよな？」

　彼女はゆっくりと首を振る。

「……現時点では、学校内が一番危険」

「は？」

　俺は言葉を失う。

　ちょうどそのとき、三時限目の開始を告つげるチャイムが鳴った。

　市いちの瀬せさんは少し顔をしかめながらスピーカーを見上げ、

「……あ、それと……」

「何？」

「……今日きようの放課後、買い物につきあってほしい。それじゃ」

　一方的に言うと、あとは一度も振り返らずに自分の教室に戻って行ってしまった。

「え。ちょ、ちょっと、買い物って？」

　彼女の立ち去った廊ろう下かを見つめながら自然とため息が出る。なんかカンペキに振り回されているよなあ。

　と、そのとき。

　──ぽこんっ！

「っ痛!?」

　後頭部を何かで叩たたかれた。

「チャイムが鳴りました、って、何度言えば分かってくださるのかしら？」

　むすっ、とした顔の華か泉せん礼れいさんがプリントの束たばを片手に立っていた。

　青い瞳に睨にらまれ思わず首をすくめる。俺より背が低いのに、なんでこんなに威い圧あつ感かんがあるんだろう。

「あ、わるい、よく聞こえなかった」

「まったく。おしゃべりに夢中になるのもいいですが、時間は守っていただかなくては困りますわ。今け朝さも遅刻なさったわけでしょう？」

「そ、そうだな。分かった。肝きもに銘めいじとく」

「本当にお分かりいただけましたの？」

　疑わしそうな目に、思わず顔を逸そらす。

「……む。まあいいですわ」

　そのまま背を向け歩き出し──、そして、何かを思い出したかのようにいきなり立ち止まり、こちらを振り返ると、

「ところで、今日の放課後は空あいていらっしゃいますか？」

「へ……？」

　何やらすごく真剣な顔で尋たずねてきた。

「い、いや、今日きようは用事が出で来きたんだけど……」

「それって、市いちの瀬せさんですの？」

「え？」

　思わず言葉を失うと、彼女は唇に人差し指を当て、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる。

「ふふふっ、そのことでしたら大丈夫ですわ。ちゃんと私の方で調整いたしますので」

「…………え？」

　今、なんて言った？

　だけど聞き返そうとする前に彼女は教室に入ってしまい、

「さ、みなさん席に座って！」

　プリントを配りはじめてしまったので、俺も渋しぶ々しぶ自分の席に戻るしかなかった。
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　半分寝ぼけたまま周まわりを見渡す。どうやらまだ授業時間は終わっていないようだった。

　授業と言っても、四時限目は急きゆう遽きよ自習になっていたので、気き兼がねなく両腕を大きく掲かかげて伸びをする。

「……そこまで出で来きたらあとは左辺の〝ｙ〟を右辺にもってきてあげればいいの。そして、〝ｘ〟にさきほどの値あたいを代入すれば……」

「あっ、出で来きた!?　華か泉せん礼れいさんの説明はやっぱりわかりやすいです！　私、解説を一時間かけて読んでもわからなかったのに」

「確かにちょっと難しいかも知れませんね。でも、このパターンの問題は類るい題だいをいくつかこなせばいずれ簡単に解とけるようになりますわ。私もそうでしたもの。あともう一息、頑張ってくださいね」

「うん！　華泉礼さん、本当にどうもありがとう！」

　クラスの後方には人だかりがあり、その輪の中心にいる華泉礼さんをクラスメイトたちが尊そん敬けいの眼まな差ざしで見つめている。自習時間は華泉礼さんがみんなの教師役になる、そんないつもの光景。

「華泉礼さん、僕も教えてもらいたいところがあるんだけど、いいかな？」

「ええ、もちろんですわ。見せていただけます？」

　やがて昼休みを告つげるチャイムが鳴ったものの、未いまだに解散しない人だかりを尻しり目めに、俺はいつも通り別棟の購買でパンと牛乳を買い中庭へ向かう。

　木こ陰かげのベンチに腰こし掛かけ、青い空にぽっかりと浮かぶ白い雲を仰あおぎ見みながら大きくため息。いろんなことが一度に起こりすぎて、なんだか気き疲づかれする。どうしたものだろう。

「……一人で行動しないでほしいな？」

「いっ!?」

　いきなり目の前に逆さかさになった市いちの瀬せさんの顔が現れ、思わずベンチから滑すべり落おちそうになった。

「……常磐ときわくんは狙ねらわれているんだよ？　あたしのそばにいてもらわなくちゃ困る」

　そう言うと彼女は俺の右隣にちょこんと腰掛ける。購買の袋からハムカツサンドを取り出し、小さな口でひと齧かじりすると、パック牛乳にストローを挿さし、ちゅうー、と吸い上げる。

　何も言えずに俺もまた購買で買ったコロッケサンドを齧る。

　そもそも、狙ねらわれていると言われても、いまいちピンと来ない。俺を狙って銃じゆう弾だんが飛んできたりするのか、はたまた誘ゆう拐かいしようと誰だれかが付け狙っていたりでもするのか。

　なのに、市瀬さんは俺を守るためだと言って、昨日きのうからずっとそばに張り付いている。いや、別に一いつ緒しよにいることがイヤだっていうわけじゃないんだが。

　と、そのとき。

「私も一緒に良いかしら？」

　木こ陰かげからランチボックスを手にした華か泉せん礼れいさんが現れた。

　木こ洩もれ日びを受けてきらきらと輝く柔らかなストレートヘアーに、指先にまで神経の行き届いた立ち姿は、正しよう真しん正しよう銘めい、優美かつ清せい楚そなお嬢様のもの。

「ああ、もちろん」

「ありがとう。市瀬さんも良いかしら？」

「っ……」

　なぜかぴくり、と反応してパンを口に運ぶ手を止め、しばらくじっと華泉礼さんを見つめた後、つい、と目線を逸そらし「……どうぞ」と呟つぶやく。

「生徒会の仕事の方はいいのか？」

「ええと……、お天気も良いことですし、一緒にランチを、と思いまして」

　風に靡なびく髪を手で押さえ、にっこりと微笑ほほえんで見せる。

　すると、ひょこっ、と手元のバッグの中から今け朝さの子犬が顔を出し、わん！　と小さく吼ほえた。

「あ、その犬」

「さきほど教頭先生に申し出たところ、『命より大事な規則は無い』と、特別に許可してくださったんですの」

「へえ、すごいな」

　彼女は俺の左隣に座ると、膝ひざの上にランチボックスを置く。

「あ、もしよかったら一ついかがかしら？　ちょっと私には量が多くて」

　中身はサンドイッチ。といっても、そこらへんの普通のサンドイッチとはわけが違ちがう。そもそものパン生き地じからして褐かつ色しよくで、挟はさまれている具もなんだか全体的に光こう沢たくを帯おびていて、見るからに高級そうな食材ばかり。

「えーと、いいのか？」

「もちろんですわ。市いちの瀬せさんもどうぞ」

「……あたしはいい」

　淡々とした答えとともに、食べかけのパンが口の中に放ほうり込こまれる。

「どうした？　体調でも悪い？」

「……別に」

　にべもない答えに二の句が継つげない。

「うーん、そうしたら『キナコ』は食べるかしら？」

「きな粉？」

　柴しば犬いぬが身を乗り出し、差し出されたサンドイッチをぱくりと咥くわえ、はぐはぐ平たいらげてしまう。

「『キナコ』って、もしかしてその犬の名前……？」

「そう、きな粉色だから、キナコ。どうかしら？」

　薄うす茶ちや色いろの尻尾しつぽが嬉うれしそうにぱたぱた振られる。
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「なんていうか、美お味いしそうだな」

「キナコは食べ物ではありませんわ」

　華か泉せん礼れいさんが眉まゆ根ねを寄せ、キナコを抱だきかかえると、幸せ者（？）の柴しば犬いぬはハッハッとベロを出しながら、首を振ってご主人様と俺とを交互に見つめる。

　確かに可愛かわいい。

　ふさふさした毛並みの顎あごをくすぐってやると、気持ちよさそうに大あくび。

「ところで常磐ときわさん、さっきの授業、大丈夫でしたの？」

「何が？」

「ずいぶん気持ちよさそうに寝てましたけど、課題はどうなさいますの？」

「へっ？　課題……？」

「やっぱり、そんなことではないかと思いましたわ」

　困りましたね、と苦笑される。

「四時限目の最初にいらした教頭先生が出された課題、次の数学の時間までに解といておくようにっておっしゃってましたわよ」

「言ってたっけ、そんなこと？　すぐ寝ちゃったから覚えてないな」

　背中を冷たい汗が流れる。まずい。全然解ける気がしない。

「ふふっ。もしよろしかったらこの後、図書室に行きませんこと？　出で来きる範囲でお教えしますわ」

「え、昼休みなのに？」

「もちろん。常磐さん、次の時間まで数学の教科書はお持ちにならないつもりでしょう？　だったら今日きようしかありませんもの」

「休み時間に勉強させられるのは勘かん弁べんしてほしいんだけど」

　と、いきなり市いちの瀬せさんが席を立った。

　手元の牛乳パックをぐしゃっ、と潰つぶすと、パンの袋と一いつ緒しよに遠く離れたゴミ箱へのホールインワンを成功させる。

「……常磐くん、行くよ」

「へ……？」

　彼女は冷たい目線で俺を、いや……、華泉礼さんを見下ろして、

「……あたしは、常磐くんを守らなくちゃいけないから。それじゃ」

「お、おい？　いきなり、どうしたんだよ……？」

　ぐいっと二の腕を摑つかんできた手には、さすがに逆さからわざるを得ない。

　その瞬しゆん間かん、鋭い目線が俺の目を射い貫ぬく。瞳に微かすかに怒りの色が見て取れる。

「うっ!?」

「……常磐くんは今、自分が置かれている状況がまるで分かっていないよ」

「置かれている状況って……何？」

　と。

「いやですわ。なんかそれじゃ、まるで私が悪者みたいですわ」

　華か泉せん礼れいさんがじゃれついてくるキナコをあやしながら、困ったような顔で笑った。

「……別に悪者扱あつかいはしてないつもり。でも、あなたのその回りくどいやり方は好きじゃない。そんな風に探さぐりを入れたとしても何も出てこないよ？」

「そんなつもりはなかったのですけど……。ただ、いつ切り出そうか迷っていただけで」

「……だったら、早く時間を指定してほしい」

「そんなにおっしゃるんでしたら、分かりましたわ」

「二人とも、さっきからなんの話をしてるのさ？」

　いきなり生しようじた険悪な雰ふん囲い気き。俺は完全に置いてけぼりだ。

　華泉礼さんは膝ひざの上のランチボックスを退どかすと、居い住ずまいを正し、顎あごを引き、市いちの瀬せさんの顔を正面から見つめる。

「では、今日きようの放課後ではいかがかしら？」

「……無理。常磐ときわくんと買い物に行く予定があるから」

「──その予定はキャンセルされることになるわけですが、予定がある以上仕方ありませんわ。それでは、譲じよう歩ほして五時限目というのはいかがです？」

「……っ！」

　その瞬しゆん間かん、二人の間に見えない火花が飛とび散ちる。

　一瞬、寒気を感じた。この二人、止めないとまずいことになるんじゃないか？　本能的な危き機き感かんを覚え、口を挟はさもうとした、そのとき。

　視線を逸そらしたのは華泉礼さんの方だった。

　そして彼女は、ランチボックスとキナコをバッグの中にしまうと、席を立って俺に微笑ほほえんでみせる。

「それでは、常磐さん、五時限目は遅れないように気をつけてくださいね。数学の課題はまたにいたしましょう」

「…………」

　そっと市瀬さんの顔を窺うかがうと、彼女は難しい顔をして華泉礼さんが去っていった方を見つめている。

　一体、今のはなんだったんだ？

　まださきほどの奇き妙みような寒気を感じていた俺は、ぶるり、と体を震ふるわせた。
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「常磐ときわっ！　貴き様さま、さっきのあれは一体なんだ！　釈しやく明めいを求める！」

　華か泉せん礼れいさんが教師の指示で教材を取りに実験室を出た途と端たん、ゲンパクが試験管の先端を俺の額ひたいに突つきつけてきた。怒りのせいか、奴の太い眉まゆ毛げがぴくぴく痙けい攣れんしている。

「な、なんのことだよ……？」

「くうーっ!?　まだしらばっくれるつもりか、この裏うら切ぎり者！　よもや、貴様、我が、『緑みどりが丘おか学がく園えん条じよう約やく』の存在を知らなかったとは言うまい！」

「み、緑丘学園条約……？」

「その名の通り、稀き少しような存在を保護するために、我々男子生徒は己おのれの利益を追い求めてはならない、という崇すう高こうな精神を持つ条約のことだ！　それを、それを貴様という奴はっ！」

「その稀少な存在ってのはなんだ？　全然意味が分からないんだが……」

「あああああああっっっっ！　もういいっ！　おまえがそういう態度をとる以上、ここではっきり分からせてやる！　さっきの昼休み、貴様の両りよう脇わきにいたのは誰だれだ!?」

「だ、誰って……、市いちの瀬せさんと華泉礼さんだけど」

「くうぅ～！」

　奇き妙みようなうなり声とともに、ゲンパクが頭を抱かかえて床にしゃがみ込む。

「ずいぶんと気安くその名前を口にしやがって……！」

「は？」

「左手には『気け高だかき黄金こがね色いろの薔ば薇ら』と称される、我が学園の誇ほこる才さい色しよく兼けん備びの生徒会副会長、そして、右手には一部学園の男子の心を盗ぬすみ去さった『銀ぎん世せ界かいの天使』！　このお二ふた方かたを同時に侍はべらせてランチですと!?　我らが緑丘学園条約にはこうある。毎年一回、学園生徒の投票によって認定された保護すべき生徒は、以後、神聖にして不ふ可か侵しんな存在とし、なんぴとたりとも私的な接触を持ってはならない。万一、本協定を破やぶった者は、死をもって罪を償つぐなうべし！」

「は、初はつ耳みみなんだが」

「ええい！　うるさいっ！　おまえは協定違反を犯おかしたのみならず、硝子ガラスの如ごとき繊せん細さいな思春期男子女子の心に一生癒いえることのない傷をつけたのだ！　その罪は万ばん死しに値あたいする！」

　ばあんっ！　とゲンパクが実験台を叩たたき、ガラス製の器具類が今にも割れそうな勢いで音を立てて揺ゆれる。

　ふと気づくと、クラスの男子十二人全員の視線が俺一人に集中していた。二十四の瞳は、どれもこれもが「常磐、殺す」と語っている。

　いや、それ以外にも数名の女子の殺気。──なんでだ？

　思わず仰のけ反ぞった途と端たん、殺気が一段と増し、実験中にも拘かかわらず、俺の周まわりにオール男子プラス数名の女子がわらわら集まってくる。

「常磐ときわぁ、どういうことが説明してもらおうか、あん？」

「俺が負おったこのトラウマ、どう落とし前をつけてくれるつもりだ？」

「一人のみならず二人も同時に毒どく牙がにかけるとはいい度胸をしてやがる……！」

「私たちの『気け高だかき黄金こがね色いろの薔ば薇ら』様を返してよっ！」

「お、おい！　ちょ、っと……っ!!」

　と、そのとき、

　……ごぽごぽごぽごぽっ！

　怪あやしげな音とともに、アルコールランプに掛かけられたフラスコの中身から毒どく々どくしい色をした液体が沢たく山さんの泡とともに溢あふれはじめ──、

　──ぶっしゃああああっ！

　間かん歇けつ泉せんのように熱湯が天てん井じように届かんばかりに吹き上がった。

「ぎゃああああ───っ!!」

「な、なんだぁっっっっ!?」

「あつ、あちぃっ──!!」

　実験室中がパニックに陥おちいる。

　そのとき、どさくさに紛まぎれて誰だれかが、「くそうっ、常磐あああっ！　天てん誅ちゆうっっっっ!!」──ドン、と俺の背中を押した。

　飛とび散ちる飛沫しぶきが顔に、喉のどに、手にかかり、

「熱っ!?　あちぃ────っっっっ!?」

　よろけた拍ひよう子しに、腕がアルミ製のクランプ台にあたって台ごとアルコールランプが転倒し、炎がノートに引火。あっという間にめらめらと燃え上がり、火柱が天井にまで達する。

「み、水っ！　水っ!!　はやくっ！」

　ばしゃーんっ、とバケツの水が俺の頭からぶっ掛けられた。







「はあ──────っ」

　搔かき集あつめた床の上の試験管の破片を袋の中に入れながら、深いため息。

　結局、今日きようの実験は中止になり、そのうえ、すべての原因は常磐祐ゆう樹きにあると主張する男連中の讒ざん言げんによって、俺は一人、残り時間で掃除そうじをさせられる羽は目めになった。

　実にやるせない。昨日きのうから本当に散々だ。一体俺が何をしたって言うんだ。

「しかしまあ、ずいぶんと派手にやりましたわね」

　目の前にいつの間にか呆あきれ顔の華か泉せん礼れいさんが立っていた。

　原因の十分の一くらいは華泉礼さんにあると思う、という言葉をぐっと飲み込み、

「どうしてこんなところに？」

「様よう子すを見に来ましたの。一人できちんと掃そう除じなさっているかしら、って」

「俺って、そこまで不ふ真ま面じ目めに見える？」

「ええ。普段の行いが悪いですもの」

「な……」

「でも……、ふふっ、まあ、一人だけっていうのは少し酷こくだと思いますわ」

　そう言うと突とつ然ぜん、腕をまくり、

「ちょっとだけお手伝いいたします」

　手つかずのビーカーやフラスコを集め、流しの蛇じや口ぐちを捻ひねる。

「い、いいって。そんな」

「生徒会副会長たるもの、困っている生徒がいたら率そつ先せんして手を差し伸べるべきだと常々思っていますの。手伝わせていただけませんこと？」

「まあそれはありがたいが……」

　華泉礼さんの助力を得ればさすがに早い。五分くらいですべての器具は棚に収おさまり、最後にすべての実験台を雑ぞう巾きんがけして終了。

　ふう、とため息をつきながら、雑巾をロッカーにしまう。

「すごく助かった。ありがとう」

「いいえ、お礼には及びませんわ。……その代わりとは言ってなんですが、常磐ときわさん、少しだけよろしいかしら？」

「？」

　彼女は金きん色いろの髪を翻ひるがえしながら、すっと俺の真正面に立つと、真剣な大きな青い瞳でまっすぐに見つめてくる。微かすかに震ふるえる長い睫まつげ、通った鼻はな筋すじ、淡い紅べに色の唇。

「常磐さんに、ひとつ確認させてもらいたいことがあります」

「え？」

　そして、いきなり俺の左手を握る。

「この薬指のことなんですけれど」

「…………!?」

「もう──、契約してしまわれたのですね？」

　──一いつ瞬しゆん、刻ときが止まった。

「そしてその相手は市いちの瀬せさん。昨日きのう、常磐さんは、市瀬さんにスコルの証あかしであるリングをはめられた。違ちがいますか？」

　いつの間にか喉のどがからからに干ひ上あがっている。

　どうして。

　どうして華か泉せん礼れいさんの口から、契約なんて言葉が出てくるんだ？

　硝子ガラス細ざい工くのような指が俺の指の絆ばん創そう膏こうを引きはがし、草原の色をしたエメラルドグリーンのリングが露あらわになる。

　俺はただただ、呆ぼう然ぜんと彼女の顔を見つめるほかない。

「常磐ときわさん、相談がありますの」

　すうっ、と大きく息を吸うと、彼女は言った。

「私と────、契約を結むすび直なおしませんこと？」

「…………………………え？」

　水をすくうように両手が俺の前に差し出される。そして、一いつ瞬しゆん、ぼうっ、と光を放はなったかと思うと、掌てのひらの上にコバルトブルーに光る指ゆび輪わが現れる。

　俺はよろめくように後あと退じさりする。何かが決定的に起こってしまう。そんな予感に背中を冷たい汗が流れる。

「このリングをはめていただけませんこと？」

「華泉礼さん……？」

「驚かせてしまってごめんなさい。なかなか言い出せなくて……」

　淡い青色の光に照らされた彼女は申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「私も市いちの瀬せさんと同じくソールと呼ばれる者の一人。そして、水の属性を持っている『水のソール』。ですから、スコルたる常磐さんには、市瀬さんとの契約を破は棄きして、改めて私と契約を結んでいただきたいの」

「いきなりそんなこと言われても……」

「もちろん、彼女への気き兼がねもわかりますわ。でも、このままでは常磐さんの身の安全は保証されませんの」

「ど、どういうことさ？」

「ここ数年、新たなスコルが現れなかったこともあって、今回の争奪戦クラは実に三年ぶりの開催。かつてないほどの激戦が予想されていますわ。それにくわえ、ソールたちの互ご助じよ組そ織しきであるリネージの中には、あらゆる手を使ってでも常磐さんを獲かく得とくしようとしているところもあります。だから、この激戦の中、常磐さんが無事でいられるという保証は誰だれにも出で来きませんの」

　なんか想像していた以上の事態に巻き込まれていないか……？

　ようやく理解が追いついてきて、ごくりと唾つばを飲み込む。

「言い方は悪いかも知れませんが、市瀬さんに常磐さんを守るほどの力があるとは思えません。ですが、私なら華泉礼家の誇ほこりをかけて、あなたを全力で守ってみせますわ！」

　そんなことを言われてもすぐに答えが出せるわけがない。仮にもし俺が華泉礼さんと新たに契約を結ぶということは、それはつまり、市瀬さんとの契約を破棄するということ。

　ふと、市いちの瀬せさんの顔を思い出した。昨日きのう、俺が契約なんかするもんか、と言ったときの寂さびしそうな顔。契約を承しよう諾だくしたあとのほっとしたような、そしてはにかんだ顔。

　そのとき。

　視界が急に赤みがかった。まるで蛍けい光こう灯とうに赤いセロファンを張ったかのように、目に映うつるものすべてが全体的に赤みを帯びる。目がおかしくなったのかとなんども瞬まばたきするものの、視界はますます赤みがかっていく。

「『シアター』が形成されましたわね」

　華か泉せん礼れいさんの顔が緊張にこわばる。

「シ、シア……？」

「伏ふせてっ!!」

　直後、ごう、と耳をつんざくような音と衝しよう撃げきに、部屋全体が大きく揺ゆれ、突とつ風ぷうというよりもっと激しい、竜巻が俺を吹ふき飛とばした。

「──うわああああああっっっっ!?」

「くっっっっっ!?」

　俺の体は宙へと舞い上がり、実験室中の椅い子すやら、本棚の中身やら、凶きよう器きとしか思えないガラス製の実験器具と一いつ緒しよくたになってぐるぐると攪かく拌はんされる。

「いでっ、いででででででっ!?」

　本の角に額ひたいを割られ、椅子の脚にエルボーを喰くらわされ、戸棚の天板に頰ほおを引っぱたかれ、重そうな分ふん銅どうに後頭部を殴なぐりつけられる。

　満まん身しん創そう痍いになって間もなく三さん途ずの川が見えようかというころ、突然、風が止やんだ。ほっとしたのもつかの間、天てん井じよう近くからそのまま垂直落下、床に背中を打ち付けた。

「ぐは」

　あまりの痛みに床に仰あお向むけに転ころがって動けないでいると、ひょい、と真上から市いちの瀬せさんが顔を覗のぞかせた。そして、エメラルドグリーンに光る指ゆび輪わをかざしながら、

「……もう大丈夫。助けに来た」

「助けに来たって……。危あやうく死ぬところだったんだけど」

「……そうなんだ？」

「お待ちしていましたわ、市瀬凜りんさん──『風のソール』」

　華泉礼さんの声に、市瀬さんが俺を庇かばうように前に出る。

「……このスコルは、あたしのもの。もし、あなたが常磐ときわくんをあたしから奪うばいたいのなら、争奪戦クラのルールに則のつとり、ここであたしを倒すしかないよ」

　そう言うなり、双そう剣けん・疾風はやてを生せい成せいし華泉礼さんに対たい峙じする。

「仕方ありませんわ。私も華泉礼家のソールとして常磐さんを獲かく得とくしなければいけない以上、相手をして差し上げますわ！」

　華か泉せん礼れいさんの両手が優ゆう雅がに宙を泳ぎ、ぱちんと指が鳴らされると同時に、彼女の背せ丈たけよりも遥はるかに長さのある大おお鎌がまが現れた。死神が持つ鎌を思わせるその刃先はぎらぎらと光っていて、手でちょっと触れるだけでも、あっという間に切きり裂さかれてしまいそうだ。

「……それがあなたの武器？」

「そう。我が華泉礼家に代々伝わる武器『サイズ』ですわ。さあ、争奪戦クラのルールに則のつとり、いざ、勝負ですっ！」

「……望むところ」

　見るからに破は壊かい力りよくのありそうな大鎌と、先端の鋭く尖とがった双剣が対たい峙じする。

　狼狽うろたえた俺は二人の間に割って入る。

「ちょ、ちょっと待てよ！　二人とも落ち着けっ！」

「……常磐ときわくん、そこを退どいてほしい」

「怪け我がなさらないように、常磐さんは物もの陰かげに隠かくれてくださいませ！」

　二人に睨にらみ付つけられるが、なんとかその場に踏ふみとどまる。俺にだって男の意地がある。

「……常磐くんは、華泉礼さんの所しよ有ゆう物ぶつになりたいの？」

「そ、そういう問題じゃなくて！　ここは冷静に落ち着いて話し合いを……！」

「……これはソール同士の神聖な儀式。スコルに止める権利はないよ」

「力の強い者が勝ち残る。それが争奪戦クラ。言葉による話し合いなど不要！　さあ、そこをお退きなさい！」

　サイズが振り下ろされ、慌あわてて横に飛んで避ける。直後、ガキン！　ガキン！　と金属同士がぶつかり合う激しい音が立て続けに響く。

　双方の武器によって生み出される風が実験室の中を吹ふき荒あれ、二人の少女の髪と服を激しく乱した。

　華泉礼さんが裂れつ帛ぱくの気合いを込めて、実験台の上に立っている市いちの瀬せさんの頭めがけサイズを再び振り下ろす。市瀬さんが右後方に飛んで回避すると、刃先はそのまま実験台を両断し、壊こわれた水道管から吹き出した水が床を水みず浸びたしにした。

「うっ……うおっ、真っ二つ……!?」

「……大丈夫。ここは争奪戦クラのために作られた『シアター』。いくら壊そうが、本当の教室に影響は及ぼすことはない。それよりも常磐くんはちゃんと隠れて？」

　市瀬さんはいつも通り淡々と言ったつもりだろうが、その言葉には若じやつ干かんの焦あせりが感じられる。

　あの大鎌を前にしては、リーチの面でも破壊力の面でも、短剣を得え物ものとする彼女にとっては極きわめて不利な状況だ。

「ふふふ！　やはり、力の差は歴れき然ぜんとしていますわね！　市瀬さん、降こう参さんなさるのなら今のうちですわ」

　迫せまり来くるサイズを左に飛んで回避するものの、

「っ……！」

　返す刃やいばが襲おそいかかり、彼女はさらに左方に向かって転ころがる。

　サイズが振り下ろされる度たびに、派手に水みず飛沫しぶきがあがり、破は壊かいされたリノリウム製の床の破片が四方八方に飛とび散ちる。

　華か泉せん礼れいさんの攻こう撃げきは、市いちの瀬せさんの攻撃とは対照的に使い手の技ぎ巧こうよりかは武器の威い力りよくを重視したもので、それは間ま違ちがいなく相手を圧倒していた。

「……うっ……」

　実験室の隅すみに追い詰められた市瀬さんの顔に焦あせりの色が浮かぶ。

「逃げ場が無くなったようですわね？」

　サイズがブンッ、という風を切る音とともに迫り、

　ギィンッ！

　疾風はやてが真下から受け止め、金属同士の擦こすれる嫌いやな音があたりに響く。

　市瀬さんの顔が苦痛に歪ゆがむ。今まで彼女が見せたことの無い表情だ。

　水の床を転がり回ったせいで、髪の毛からぽたぽたと雫しずくが落ちている。制服はぐっしょり濡ぬれて肌はだに張り付き、見るからに動きにくそうだ。

　肩で息をする様よう子すから、相当に疲ひ弊へいしていることが見て取れた。強ごう引いんに押しこんでくる大おお鎌がまの力に、次第に小さな体が押おし潰つぶされていく。

「そんな体勢で、いつまで耐えられるかしら？」

　きっ、と顔を上げ華泉礼さんを睨にらみ付つけ、そして、次の瞬しゆん間かん、全身の力を抜き一気に体を沈しずめた。

　力比べをする相手を無くしてたたらを踏ふんだ相手の背後に一気に回り込み、勢いよくその背中に疾風を突つき立たてる──。




　──キィンンンッッッ！




　甲かん高だかい音が辺あたり一帯に響いた。

　それは、疾風が弾はじけ飛ぶ音。疾風が宙を回転しながら放ほう物ぶつ線せんを描いて飛んでいく。

　華泉礼さんは相手の姿が目の前から消えた瞬間、得え物もののリーチの長さから体を反転させながら迎げい撃げきすることは不可能と判断し、咄とつ嗟さにサイズの長い柄つかを後ろに突つき出だし、疾風を弾はじき飛とばしたのだ。

「ぐ、はぁっ…………っ!?」

　続いて、華泉礼さんの靴が市瀬さんの腹に蹴けり込こまれ、小さな体が宙を舞い、派手な水飛沫を立てて床の上に崩くずれ落おちた。

「市いちの瀬せさんっっっ!?」

「チェックメイト、ですわ」

　喉のど元もとに大おお鎌がまの刃先が突つき付つけられる。

「大丈夫。命までは取るつもりはありません。争奪戦クラでの命の奪うばい合あいは御ご法度はつとですもの。でも、あなたがソールとして再起できないようにすることはできますわ」

「…………」

「最後にもう一度だけチャンスを差し上げます。常磐ときわさんを私にお譲ゆずりなさい」

　市瀬さんはきっ、と華か泉せん礼れいさんを睨にらみ付つけ、

「……断ことわる」

「そう……。それではあなたのソールの証あかしであるリングをいただいていくことにしますわ」

　その言葉と同時に左手が捻ひねりあげられる。

「……くぅっ!?」

　まずいっ！　とにかく二人を止めないと！

　その一心で俺はいつの間にか走り出していた。

「──────きゃああああああっっっっっっっっっ!?」

　どおんっ！　という音とともに、俺は華泉礼さんに飛びついた。ただし、ラグビー選手のタックルというよりかは、女子に抱だきつくセクハラ親父おやじといった感じで。

「ひ、ひゃああああああ────────!?　な、何をなさるんですのっ!?」

　体の下で暴あばれる華か泉せん礼れいさんに全体重をかけて懸けん命めいに水みず浸びたしの床に押さえつける。

「ぐはっ!?」

　鳩みぞ尾おちになにかが入った。

　一いつ瞬しゆん、意識が遠のき、ごろごろと自分の体が転ころがったかと思うと、

　じゃきん！

　目の前に鈍にぶい光を放はなつ大鎌の切きっ先さきが突き付けられた。

　その先には、眉まゆ尻じりを吊つり上あげつつ、目に涙を溜ため、顔を真っ赤に染めた華泉礼さんが、ぜえぜえ肩で息をしながら俺にサイズを向けている。

「こ、これはソール同士の神聖な戦い、って何度言えば分かっていただけますのっ!?」

「そ、それは分かっている……」

「分かっているなら、なぜ、あなたは市瀬さんを庇かばうのですか!?」

「べ、別に市瀬さんだから庇うわけじゃないぞっ！　どっちに所しよ有ゆうされようが俺の境きよう遇ぐうに大した違ちがいはなさそうだし！　と、とにかく、学内での暴力絶対反対っ！」

「だから、これは暴力じゃなくて神聖な……」

「理由はどうあれ、生徒会副会長が一般生徒を襲おそうなんて、言ごん語ご同どう断だんだろっ！」

「うっ……、そ、それは……」

　言葉を失った彼女は、ややあって「………………そうですか……」と呟つぶやき、ふーっ、と大きくため息をつくと、少し哀かなしげに目をしばたたいて、ゆっくりと鎌かまを下ろした。

「……いいですわ。そこまでおっしゃるなら、今回は常磐ときわさんに免じて助けて差し上げましょう」

　その言葉と同時にサイズが音も無く青の鱗りん粉ぷんをまき散ちらしながら宙に霧む散さんする。

　どうやらとどめを刺さすのは諦あきらめたらしい。

「……ただし」

「……？」

　きっ、と目の端はしを吊つり上あげ、人差し指を突つき付け、

「その条件として、常磐さんには現在の市いちの瀬せさんとの契約を解除していただき、改めて私の所しよ有ゆう物ぶつになっていただくということでどうかしら？」

「へ…………？　なんでいきなりそうなる……？」

「無理だとおっしゃいますの？　さきほど、『どちらに所有されようが境きよう遇ぐうに大差はない』と常磐さんご自身がおっしゃったではありませんか？」

「いや、だ、だからと言って、そんな簡単に決められることじゃ……!?」

「………………そう」

　腕をゆっくり下ろすのと同時に、顔を俯うつむかせる。

　やがて、肩がぷるぷる震ふるえ始はじめ、

「あ、あの、華か泉せん礼れいさん……？」

「……やっぱり……、常磐さんは……、私と契約するのが嫌いやなんですのね……？　市瀬さんは良くて、私では駄だ目めな理由があるわけですね……!?」

「い!?　そ、そういうことじゃなくてだな……!?」

「──あああああっっっっ！　もう、いいですわっ!!　こうなったらやぶれかぶれですわっ！」

　切れた。

　華泉礼さんは床の上に溜たまった水の中にちゃぽんと手を突つっ込こむと、中からじゃらりと手て錠じようを取り出し、その勢いのまますかさず俺の右腕を摑つかもうとしてくる。

「なななななんっ！」

　目が完全に据すわってしまっている彼女から泡を食って逃げだそうとするものの、バランスを崩くずし、ばしゃあんと水みず飛沫しぶきを立てて転倒。その背中に「ぐえっ!?」──踵かかとが振り下ろされる。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですわよ、常磐さんっ!!　さぁ、おとなしく私の所有物になりなさいっ!!」

「う、うわわわわっ!?」

　身動きが取れなくなった俺の両手首に、ガチャン！　ガチャン！　と手錠が掛かけられる。

「ちょ、ちょっと、外はずしてっ！　外してくれっ!?」

「駄だ目めですわ！　このまま我が華か泉せん礼れい家にお連れするのですからっ！」

　手て錠じようの鎖くさりを摑つかみ、俺の体を仰あお向むけにずるずる引きずりながら出口に向かって歩き出す。

「ぐええっ!?」

「……常磐ときわくんっ……！」

　市いちの瀬せさんが足を摑つかんできて、俺の体を使った綱引きが始まる。

「ええいっ！　争奪戦クラに勝ったのは私ですのよ！　その手を放はなしなさいっ!!」

「さ、裂さけるっ！　体が裂けるっ!?　二人ともやめろっ！　は、放してくれぇ─────っ!!」

　そのときだった。
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　唐とう突とつに、昨日きのうと同じ、あの感覚が、来た────！

　そして、次の瞬しゆん間かん、

　──床が消えた。

「……わぁあああっっ────────!?」

「……っ!?」

「………！！！」

　ふわりと体が浮いたと思ったのは一瞬。

　直後、実験台や椅い子すと一いつ緒しよに俺の体は下の階へと落下し、「ぐえっ!?」再び背中を派手に床に打ち付ける。

　崩くずれた天てん井じようのパネルが大きな水すい槽そうを砕くだき、大量の水が流れ出す。激痛の中、そうか、下は生物実験室だったんだっけ、と思うのと、

「──ぐはっ!?」

　顔面に何かが降ってきたのは同時だった。

　感かん触しよくはなんか微び妙みように柔らかくてふにふにしていた。息苦しくてふさがれた口と鼻をもごもご動かすと、

「ひっ……」

　悲ひ鳴めいが漏もれ聞きこえた。

　──も、もしかすると、これは……。

「い……、いやああああああぁぁぁ──────っ!!」

　──パアアアンッ！

　頰ほおを思いっきり叩たたかれた。

　目の前には、目に涙を溜ため、胸を搔かき抱いだく華泉礼さん。

「い……、いや、こ、これは、そのっ！　なんて言うかっ！」

　と、

「……常磐くん、そこを退どいて！」
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　唐とう突とつに市いちの瀬せさんの声が響いたその直後、頭上になにかが現れる気配。

　ふと上を見上げて絶句。あれは、たしか──昨日きのうの晩、夜の街に突とつ如じよとして現れた──巨大なミドリガエル。

「あなたはしばらく気絶していて」

　市瀬さんがそう言うなり、巨大ガエルはあたかも天てん井じようから吊つるしていた見えない糸が切断されたかのように、華か泉せん礼れいさん目指し垂直に落下していく──。

　考えるよりも前に、自分の体だけが勝手に動いていた。

　直後。

「ぎゃあああああ─────っっっっ!?」

　俺の悲ひ鳴めいが教室に響き渡る。

「…………あれ？」

「…………え？」

　激突の寸前、俺は華泉礼さんを突つき飛とばし、そして身代わりとして自分で作った巨大ガエルの下した敷じきになった。
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「い、……いででででぇ────っ!?」

「あともう少しだから、我が慢まんなさって」

　消毒液に浸ひたした脱だつ脂し綿めんが、ポンポンポン、と容よう赦しやなく傷口を蹂じゆう躙りんする。

　華か泉せん礼れい家けの大型リムジンの後部座席に寝かされた俺は、華泉礼さんから傷の手当てを受けていて、そのそばでは市いちの瀬せさんと柴しば犬いぬのキナコが心配そうな顔で見守ってくれている。

「……常磐ときわくん、大丈夫？」

「ああ、なんとか……」

　その言葉に華泉礼さんが、ふう、と大きくため息をつきながら、市瀬さんを睨にらみつける。

「全然、大丈夫じゃありませんわ。見てください、常磐さんのこの痛々しい青あお痣あざを！　そもそも、あなたがあんなヘンテコなものを出さなければこんなことにはならなかったんですのよ!?」

　む、と口を尖とがらせる市瀬さん。

「……あのまま華泉礼さんが大人おとなしく押しつぶされていれば問題なかったんだけどな？」

「なっ……、それを言うなら、そもそもあなたがはじめから大人しく常磐さんを引き渡していれば良かったんですわ！」

「……無む闇やみに人のものをほしがるのは良くないと思う」

　さて、傷の手当ても終わったみたいだし、前方の信号も赤になっている。実に丁ちよう度ど良いタイミング。

　俺はドアを開けて車を降り、二人に向けて軽く手をあげた。

「それじゃ、俺はこの辺で……って、うおっ!?」

　車内から二人の手が伸びてきて、がっしりと腕を摑つかんでくる。

「お待ちなさい。どこに行かれるの？」

「て、手当が終わったから家に帰るだけなんだけど!?」

「……常磐くん、買い物につきあってくれるって約束したよ、ね？」

「頼むから、もう、帰らせてくれ……」

　信号が変わり、後方からけたたましいクラクションの音が鳴り響く。

「……常磐くんはあたしのスコル。勝手な行動は許さないよ？」

「何をおっしゃいますの？　常磐さんは事実上、もう私のもの。私の買い物にご同行いただきますわ！」

「だ、誰だれか、助け───っ!?」

　車の中に引っ張り戻される否いなや、リムジンは急発進。シートの上に転ころがされた俺はそのまま両手両足をシートベルトで固定、拘こう束そくされる。

「うう……、なんで俺がこんな目に遭あわなきゃいけないんだよ……」

　ぽつりと漏もらした言葉に答えたのは「わんっ！」キナコ一匹。

　そのままリムジンは走り続け、やがて大型百貨店の地下駐車場へと吸い込まれていく。




　平日にも拘かかわらず駐車場は満車だったけれど、いつの間にか現れた店員と思われる人たちが『華か泉せん礼れい様専用』と書かれた駐車スペースに案内してくれた。

　エレベータで売り場に向かうと、時間帯的にブランドもので身をかためた奥様方が多いものの、俺たちのような学校帰りの学生も結構見かける。

　そして、彼らは俺たちとすれ違ちがう度たびに一いち様ようにくすくす、と笑い出す。

「なあ、頼みがあるんだが」

「……何？」

「なんでしょう？」

「二人とも手を放はなしてくれないか？」

　両りよう脇わきからそれぞれ俺の腕をがっちり拘こう束そくしている二人が同時に首を振る。

「……駄だ目め。また逃げ出そうとされても困る」

「駄目ですわ。今日きようは最後までしっかりとつきあっていただかないと。……とはいえ、市いちの瀬せさんは放してもいいと思いますが」

「……華泉礼さんこそ、手を放してよ。常磐ときわくんの所しよ有ゆう者しやはあたしだよ？　それに争奪戦クラに負けた以上は大人おとなしく引き下がってほしいな」

「さっきは実質的に私の勝ちですわよね？　常磐さんが見かねて介かい入にゆうしたからあなたは助かったようなものでしょう？」

「……争奪戦クラにおいては、契約したスコルの力をいかに引き出すかも重要な要素。あたしはそれを実じつ践せんしたにすぎない」

「な……っ！　そこまでおっしゃるのなら、もう一度、ここで戦っても良いんですのよ？」

　二人が立ち止まる。

　俺を間に挟はさんでバチバチ飛とび散ちる火花。

　ああ、頼むからこんなところでおっぱじめないでくれ。

「で……、えーと、それで？　二人はこれから何を買いに行くんだっけか？」

「……『マテリアル』」

「『マテリアル』、ですわ」

「何それ？」

「争奪戦クラを勝ち抜くために必要な素材のことです。ついてきていただければすぐにお分かりいただけますわ」

「お、おい、ちょっと……」

　そう言いながら華か泉せん礼れいさんは、俺の腕を引っ張ってずんずん先へと進んで行く。

　床が絨じゆう毯たん敷じきになっているフロアに入り、目の前に現れたのは、いかにも一いち見げんさんお断ことわりという雰ふん囲い気きの店。何せ重じゆう厚こうな作りの扉とびらの周まわりには店の名前を示すような看板などは一いつ切さい無く、言われなければそこが店とは気づかない。

　中に入り思わず息を吞のむ。天てん井じようからは大きなシャンデリアがぶら下げられていて、豪ごう華かな作りのテーブルやソファ、ベッド、椅い子す、本棚といった家具類がずらりと並べられている。部屋の中央に置かれたショーケースの中には、精せい巧こうに作られた数え切れないほどの硝子ガラス細ざい工くや水晶が、照明に照らされて光り輝いている。

「これらはみな、『透とう明めい性せい』という水の属性を持つマテリアルとして用いられる素材ですわ。この素材を使って私たちが争奪戦クラに勝ち残るための武器を進化させます」

「はあ……。なんだかよく分からんが……」

　そこへ奥から縁ふちなし眼鏡めがねを掛かけ、ダークグレーのスーツを着込んだ男性が揉もみ手てをしながら出てきた。

「これはこれは、華泉礼様！　お忙しい中、ようこそお越しくださいました。さあさ、こちらへ、奥の方へ。先日、ご依頼いただいたお品物が入荷しております」

「早さつ速そく、見せていただけます？」

「はい、もちろんです」

　すぐさま台車の付いたショーケースが運ばれてくる。ケースを覆おおう赤い布が取り払われると、その下から光に煌きらめく数あま多たのダイヤモンドやらサファイアやらが現れ、思わず息を吞のむ。

「はい、これを手にはめてくださる？」

「へ？」

　差し出されたのは白い手袋。

「俺はどうすればいいの？」

　自みずからも白い手袋をはめた華泉礼さんが、手にしたダイヤモンドの一つをルーペで覗のぞき込こむ。色々な角度に傾かたむけてみたり、光に透すかしてみたりしたあと、「はい」といきなり手渡してくる。

「うおっ!?」

　何万、何十万、いや何百万するか知れないものが掌てのひらに載のっているという事実に、思わず冷ひや汗あせが流れる。

「いかがですか？」

　真剣な大きな瞳が覗き込んでくる。

「いや、いかが、って言われても……」

「何か感じませんの？　スコルとしての常磐ときわさんの感覚をお伺うかがいしたいんですが」

「そんなこと言われても……。うーん、特に変わったところは無い、と思う……」

　彼女はこくり、と頷うなずくとそれをケースの中に戻し、今度は別の一粒を手にとって再びルーペで覗のぞき込こむ。

　しばらくして、またもや俺の掌てのひらにそれを移し、顔をまじまじと覗き込んでくる。あまりにも顔が近いせいで、ふわりとした黄金こがね色いろの髪がなんども俺の頰ほおをくすぐってくる。それだけじゃなくてあとちょっとで鼻同士がこつん、とぶつかりそうな気もする。

「あ、あの……、華か泉せん礼れいさん？」

「ん……、やっぱりこれも駄だ目めですか」

　その儀式を十数回繰り返した後、彼女は、ふう、と小さくため息をついた。

「うーん、この中には使えそうなのがありませんわね。他には？」

「では、直接、金庫の中をご覧になりますか？」

　店員の案内に頷き、

「常磐ときわさんは、ここで少しお待ちいただけますか？　すぐに戻りますから」

「あ、ああ」

　華泉礼さんは店の奥に行ってしまった。

　緊張から解放され、大きくため息をつくと、くいくい、と制服の袖そでが引っ張られる。

「はい？」

　顔を向けると、さっきまで手持ち無ぶ沙さ汰たな様よう子すで辺あたりを見て回っていた市いちの瀬せさんがそばに立っていた。

　ちょっとばかり目が吊つり上あがっているように見えるのは気のせいだろうか。

「……行くよ」

「え？」

「……買い物する時間がなくなる」

　そう言うなり、俺の腕を摑つかんで強ごう引いんに外に連れ出す。

「ちょ、ちょっと待てよ？　華泉礼さんはいいの？」

「……忘れた？　常磐くんはあたしの所しよ有ゆう物ぶつ。勝手な行動は許さないから」

「いで……!?　いでででっ!?」

　ぎゅううっ、と力を込められた手に、俺は引っ張られていく。

　そのまま連れて来られたのは、二階下のフロアにあるインポート雑貨を扱あつかうショップだった。店内に所ところ狭せましと並べられた商品群は、大半が日用雑貨ではあるけれども日本ではあまり見かけない形状のものばかり。

「へえ……こりゃまた、ユニークな店もあるもんだな」

　遊び心溢あふれるインテリア小物から、使い勝手が悪そうな文房具まで多種多様な品しな揃ぞろえ。

「ふーん、『天才犬養成ボール』？」

　店頭にセール品として積んであったのは、一定の法則で転ころがすと中からドッグフードが出てくる仕組みのパズルボールで、これを転がして遊んだ犬はとても賢かしこくなれるらしい。気品を求められる華か泉せん礼れい家けの一員となった柴しば犬いぬにはいいかもしれないな、と思わず手にとる。

　と、その隣に置かれた別の品物に目が留まり、思わず市いちの瀬せさんを呼び止める。

「……何？」

「この『テストに最適！　サイコロ消しゴム』って良いと思わないか？」

「……？」

「……『一見すると普通のサイコロですが、素材は消しゴム。テストのときに窮きゆう地ちに陥おちいったあなたを徹てつ底ていサポートします！　ただし、使えば使うほど出る目の確率が変わりますのでご注意を』」

「……成績が上がる保証はないと思う」

「いや、今よりはましになるかな、と思って」

「……それなら、空あいた時間にあたしが常磐ときわくんの勉強を見た方がいい。……そんなことより、これ持ってくれる？」

　いきなり買い物カゴを押しつけられたかと思うと、その中に次から次へと色々な品物が放ほうり込こまれはじめた。ホノルルの空気の缶かん詰づめ、死海の沈ちん殿でん物ぶつだという黒い泥、オーストラリアで採取したという鉱物の入った瓶びん。

「うおっ!?　お、重い」

　急激に重さを増したカゴを抱かかえ、よたよたと彼女のあとをついていく。

「いったいこんなに買い込んでどうするつもり？」

「……さっきも誰だれかが言ってたけど、武器を進化させるために使う」

「そもそも、その、進化っ、てなんだよ？」

「……あとで説明するから」




　店の奥の方には、あまり売れてなさそうな商品が天てん井じようすれすれまで積み上げられていて、半なかば倉庫代わりとして使われているみたいだ。

　市瀬さんはその上の方を指さし、

「……右から三番目の羽はね飾かざりを取ってくれる？」

「あ、ああ」

　商品は思ったより高い位置にあり、俺の背でもまだ届かない。懸けん命めいにつま先立ちをし、震ふるえる手を精せい一いつ杯ぱいに伸ばす。

「うぉっ……？」

　指先は目的の品物をかすめ、となりに鎮ちん座ざしていたペンギンのぬいぐるみのお尻しりを叩たたいてしまう。ぐらりと傾かたむいたペンギンは体を半回転分捻ひねりながら、両手の羽根で周まわりの雑貨を道連れに落下を開始。

「!?」

　ペンギン、人形、造ぞう花かの鉢はち、そしてなぜかサボテン等々が次々に俺の顔を叩たたいた後、四方八方に散ちらばる。

「いでででで……」

　他の客の視線を浴びながらも、周囲に散らばった品物を一つ一つ回収する。幸いにして壊こわれたものはなさそうだ。

「えーと、あと残っているものは……」

「はい、これ」

　と。女の子の声とともに、目の前にペンギンのぬいぐるみが差し出された。

「あ、ありがとう。─────っ!?」

　顔を上げた途と端たん、西洋人形を思わせる翠すい玉ぎよくのような青い瞳と目が合った。その射い貫ぬくような視線になぜか一いつ瞬しゆん、恐怖を感じる。少女の口の端はしがにいっ、と笑うように歪ゆがむ。

　気け圧おされながらも思わずペンギンを受け取ったそのとき。

「……っ！　下がって！」

　唐とう突とつに、俺と少女の間に市いちの瀬せさんが割り込み、厳しい表情で少女を睨にらみ付つける。

「い、市瀬さん……？」

　一方の少女は市瀬さんの顔を下から上に嘗なめるようにして眺ながめると、赤あか茶ちや色いろのツインテールを微かすかに揺ゆらし、黒いフリルのたくさんついた袖そで口ぐちから覗のぞく白い小さな手で口を押さえながら、くすくす笑う。

「ふうん。これじゃあ、お嬢様も形かた無なしですねえ」

「お嬢様……？」

　そして、彼女はポケットの中から携帯を取り出すと誰だれかに電話を掛かけはじめた。

「もしもし、美み奈なお嬢様でいらっしゃいますか？　ユウリです。──お客様を見つけましたよ」







「ひどいですわ。二人だけでどこかに行くなんて。ずいぶん探さがしたんですのよ？」

　恨うらみがましい目で睨んでくる華か泉せん礼れいさん。

「ご、ごめん……」

「この神聖なる争奪戦クラにおいて、常磐ときわさんはあくまで中立的な立場をおとりになるんじゃなかったですの？」

「いや、中立、とか言われても」

「違ちがうんですの？」

「い、いや、違くはないんだけど、その……」

「……あたしが自分の所しよ有ゆう物ぶつをどこに持って行こうが、他人にどうこう言われる筋すじ合あいはないよ。もしそれが不満だったら、常磐ときわくんと契約すればいいだけだと思う。違ちがう？」

「ふん、分かりましたわ。ここで第二戦というわけですね？」

「……いいよ」

　袋に入れた品物を整理する手を止めて、華か泉せん礼れいさんの真正面に立つ市いちの瀬せさん。

「ああ、もう、二人とも落ち着いてくれ……」

　そこで口を挟はさんだのは、西洋人形のような少女だった。

「お話し中申し訳ございませんが、お嬢様、そろそろお屋や敷しきにお戻りいただく時間です。次の予定のご準備をお願いします」

「次の予定？　なんですの、ユウリ？」

　華泉礼さんは憮ぶ然ぜんとした表情で、髪を搔かき上あげ、ユウリと呼んだ少女に向き合う。

　ユウリはスライド式小型キーボードがついたビジネス仕し様よう携帯の小さな画面を数回タッチしてスケジュール表を呼び出し、

「お忘れですか？　本日午後六時からはロンドンオフィスの誠せい一いち郎ろう様とテレビ会議のスケジュールが入っております。それまでにはお屋敷にお戻りいただく必要があります」

「お兄にい様と……？　ああ、でしたら、そのスケジュールはパスさせていただきます。適当な理由をつけてキャンセルしておいてくださる？」

「それはできません。本日の会議は、誠一郎様がＣＥＯを務められるカセンレイ・フィナンシャル・ヨーロッパの今後の投資計画について議決する場と聞いております。グループ企業の代表の一員として、お嬢様にもご参加いただく必要があります」

　華泉礼さんが苦にが々にがしい顔になり腕組みをする。

「議決といっても、形だけのこと。すでに役員たちには根回し済みなのでしょう？　お祖じ父いさまを議決権のない相談役に体ていよく追いやってお兄様が実権を握った今となっては、私の出席は、茶ちや番ばん劇げきを正当化させるだけのものでしかないわ」

「お嬢様？　お嬢様といえど、誠一郎様への中ちゆう傷しようは許されませんよ？　このユウリが、誠一郎様の特使として派は遣けんされているという事実をお忘れ無きよう」

　そう言いながら、ユウリはなぜか俺に視線を向け、冷たい笑えみを浮かべる。

「ああそうそう、それと、本日の会議はあの件に関する進しん捗ちよく状じよう況きようをご報告する場でもあるんですよ？　お嬢様は、今の状況をどのようにご説明されるおつもりですかねえ？　この状況を踏まえて考えるに、誠一郎様にご報告を入れないなどというご選択は、お嬢様ならびにそれに連なる方々のお立場をさらに悪くするだけの愚ぐ行こうかと存じますが……？」

「くっ……」

　華泉礼さんの顔が珍しくこわばって紅こう潮ちようし、拳こぶしが握られる。何かを言おうとして、しかし、口をつぐむ。

「それではユウリは先に車まで戻っていますので」

　ユウリは俺たちに一礼すると、スカートを翻ひるがえらせながら立ち去っていく。

　なにを話したらいいのか戸と惑まどっていると、華か泉せん礼れいさんは大きなため息をつき、ちょっと困ったように苦笑した。

「申し訳ありません、見苦しいところをお見せして」

「い、いや……」

「お聞きになった通り、今日きようはこれで失礼させていただくことになりましたわ。常磐ときわさん、色々とすいませんでした」

「いや、俺は別に。にしても、学校があるのに家の仕事もやらなきゃいけないなんて大変だな」

「いいえ、慣れていますから。お気き遣づかい感謝いたします」彼女はにっこりと笑い、「それと、市いちの瀬せさん。明日あしたこそは常磐さんをいただきます」

「…………」

「それでは、また明日、学校でお会いしましょう。ごきげんよう」

　金きん色いろの髪を風に靡なびかせ、背を向けて歩いて行く。

　あ。

「……って、ちょっと待った！」

　足を止めた彼女のもとへ歩み寄り、その手に包み紙にくるまれた箱を押しつける。

「危あやうく忘れるところだった」

「これって……？」

「ああ、キナコへのプレゼント。さっきなんとなく買っちまった。これを使えば頭が良い犬になれるらしいぞ？」

　彼女の瞳がいつもよりさらに大きく見開かれ、ほんのり頰ほおを赤く染め、

「そう……ですか。ありがとうございます。キナコに渡しておきますわ」

　箱を両手で大事そうに包んで一礼すると、やや急ぎ足で車へと向かって行った。




　彼女の車が行ってしまうと、不ふ意いに市瀬さんが別の方向に向かってすたすたと歩き出す。

「あれ、市瀬さん？」

「……買い物はまだ終わっていないよ」

「まだ買うのか？」

「……うん。それと……」

「何？」

　市瀬さんが立ち止まり、くるりと振り返る。

　心なしか、目め尻じりが少し吊つり上あがっているような気がする。

「……荷物持ちはお願いしていいんだよね？」













第三章　頑張りすぎるのは良くない







　美み奈なとユウリを乗せたリムジンは、国道を逸それ、ゆるゆると高台へと続く坂を登っていく。両側には木々が迫り、緑で出で来きたトンネルを通っているかのような錯さつ覚かくを覚える。

　後部座席に座った美奈は、ふう、と大きなため息をついた。どうしてこうも上う手まくいかないのか。

「……本日の出席者のうち、カセンレイスチールの山やま原はらは、ＣＥＯとしては今回が初の出席となり、昨さつ今こんの為替かわせレートの大幅な変動に伴ともなう今期業績の下方修正についての報告を行うとのことです。事前に送られてきた資料に記された修正計画値こそ、現実的な数値が記き載さいされていますが、誠せい一いち郎ろう様はさらなる下振れ要因が潜ひそんでいるのではないか、と問いただす方針でいらっしゃいます。次に……」

「月次報告で概がい況きようは把は握あくしていますわ。悪いけど、今は考えごとをさせてくれないかしら？」

　気け怠だるそうに再びため息をつく。

「くぅん」

　とそこへキナコが擦すり寄よってきて、彼女は苦笑しながら抱だきかかえる。

　坂を登り切ったところにある華か泉せん礼れい家けの鉄門に至ると、すでに今日きようの会議に出席するグループ企業の経営陣を乗せた黒くろ塗ぬりの車がセキュリティチェックを受けるために列をなしており、二人の車も最後尾につける。

「毎回毎回、こんなに大勢集まるなんて、本当、時間の無む駄だですわね。どうせほとんどはお兄にい様のご機き嫌げん伺うかがいが目的でしょうに……」

　思わず眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやく。

　やがて車列が進み、他の車に続いて美奈たちを乗せた車も大だい邸てい宅たくへ続く並木道を進んでいく。




　美奈は一いつ旦たん、二階にある自室に立ち寄ってキナコを放はなすと、制服を脱いで備え付けのシャワールームに入った。

　いつもより温度を高めに設定したお湯で汗を洗い流した後、最後に冷水を浴びると身も心もひきしまったような気がする。

　紺こんのスーツに着替えた後、クローゼットの中にしまっていたバラのブローチを取り出して胸にとめ、そのまま姿すがた見みの前に移動する。

　形かた見みのブローチに手をかざしながら、

「それでは、行って参りますわ、お母かあ様」

　鏡の中の自分に向かって頷うなずくと、甘えてくる柴しば犬いぬの顎あごの下を撫なでながら部屋で待っているように言い、書類を手に部屋を出る。

　別館三階の南端に位置する大会議室に入ると、円卓にはすでに約三十名ほどの男たちが席に着いていて、美み奈なを認めるなりばらばらと立ち上がって頭こうべを垂たれる。

　思わず顔に出そうになった嫌けん悪おの表情を押おし隠かくし、男たちに軽く頭を下げる。そして、会議室の奥に向かって歩きながら目だけを素す早ばやく動かし目的の人物を見つけ出すと、顔をぱっ、と輝かせた。

「お祖じ父い様、遅くなりました」

「ああ、美奈。お帰り」

　柔にゆう和わな顔つきをした車くるま椅い子すの老人──祖父・権ごん之の助すけの穏おだやかな声がそれに応こたえる。

　華か泉せん礼れい権之助は一代でカセンレイグループを世界有数の企業へと育て上げた名経営者として、その名が全世界に知れ渡っている。昨年暮れに、美奈の兄・華泉礼誠せい一いち郎ろうのクーデターによって、カセンレイホールディングスの会長職を辞じして相談役に退しりぞくことになったとはいえ、未いまだグループ内部での存在感は十分であり、彼を信奉する者も多い。もちろん美奈もその一人だ。

　美奈が権之助の隣に着席すると執しつ事じの一人が大会議室の壁全面に貼はり付つけられた巨大スクリーンのスイッチを入れた。スクリーン上にはまた別の会議室が映うつし出だされ、部屋が一気に倍の広さになったかのような不ふ思し議ぎな光景が生まれる。

　そして、その向こうには縁ふちなしの眼鏡めがねをかけた三十代前半の男性が座っていた。

『みな様、本日はお疲れのところ本会議にご出席いただきありがとうございます。ときにお祖父様、お体の調子はいかがですか』

「うむ……。まあ、悪くはないよ。誠一郎くんの方こそどうだね？　最近はとても忙しいと聞いておるが、体を壊こわしては元も子もないからね。自分の体は十分にいたわってやりなさい」

　権之助は穏やかに微ほほ笑えみながら答える。

『ご心配いただきありがとうございます。仕事が楽しいせいか、ここ一年風か邪ぜ一つひいていませんよ。それに体調管理も仕事のうちですからね』

「そうか、それならよかった」

　と、誠一郎は今度は自分に目線を向けてくる。

『美奈の方はどうだい？　ちゃんと勉学には励はげんでいるのかい？』

「ご心配には及びません。華泉礼の名に恥はじぬよう、日々、文武両道において研けん鑽さん、鍛たん錬れんしていますわ」

　大きなお世話だ、とばかりにキッ、と睨にらみ返してやると、モニタの向こうの兄はやれやれといった様よう子すで肩をすくめて見せた。

　挨あい拶さつ代わりの雑談が終わったタイミングを見み計はからってユウリが会議の開催を宣言する。

「……それでは早さつ速そく、審議に入ります。お手元に配布している議事進行表に記き載さいしてある通り、本日の議案は九つとなっております」

『ユウリ、ちょっといいかい？』

「なんでしょう、誠せい一いち郎ろう様」

『少し順番を入れ替えよう。私としては六号議案の状況が知りたい』

　その言葉に会議室の空気が一気に張はり詰つめ、美み奈なもまたハッ、と背せ筋すじを伸ばした。

「……争奪戦クラのことか？」

「誠一郎様は本件についてかなり気にされているというのは本当だったのか」

「美奈様は他のソールに先を越されたと聞いているが」

　会議卓を囲む男たちが囁ささやきあう中で、ユウリがモニタ上に投影された資料を差し替え、ゆっくりと美奈に視線を移す。その表情には微かすかに嘲あざけりの色が浮かんでいた。

「それではお嬢様、早さつ速そくですが争奪戦クラを巡めぐる状況についてのご報告をいただいてもよろしいでしょうか」

　美奈は震ふるえる拳こぶしを抑おさえながら立ち上がって、一度、室内の面々を睥へい睨げいしたのち、誠一郎を真正面に見み据すえる。

「本争奪戦クラについては、すべて順調です。水のソールたる私は、数日以内にこの度たび発見が報告された新たなるスコルとの契約を取とり交かわす予定です」

『そうか。それは頼もしいな。とはいえ、獲かく得とく対象であるスコルは既すでに風のソールと契約を結んでしまっているんだろう？　大丈夫なのかい？』

「ご心配は無用です。此こ度たびの風のソールは……こう言ってはなんですが、能力があまり高くない者。私の敵ではありません」

　誠一郎は顎あごを撫なでながらふうむ、と唸うなると、今度はユウリに視線を移す。

『ユウリはどうだ。順調と聞いて一応は安心したが、何か君から報告すべきことはあるかい？』

「そうですね。正しよう直じきに申し上げてユウリはやや不安に感じています。ターゲットのスコルはすでに風のソールとある一定の信頼関係を築きつつありますので。このままの状態が続くと、今後、お嬢様がスコルを奪だつ取しゆする際の障害になるかと思われます」

　そう言ってユウリは美奈に向かって口の端はしを歪ゆがめてみせる。

「なっ……」

『そうか、ありがとう。あれは我が水のリネージとしてはどんな手段を使ってでも、獲得しなくてはならないものだ。ユウリ、面めん倒どうをかけるが、美奈のサポートをよろしく頼む』

「かしこまりました。全力でお嬢様のお手伝いをさせていただきます」

　気づくと、会議卓を両手で叩たたいていた。

「私一人の力で十分ですわ！　お兄にい様がたの手を煩わずらわせるまでもありません！　ユウリも余よ計けいな手出しは無用です！」

『美奈』

　誠せい一いち郎ろうが今までの穏おだやかな表情から、一いつ切さいの感情をそぎ落とした面おもてへと一変させ、場の空気が凍こおり付つく。

『我々の世界においては結果がすべてだ。結果を出せなければ意味が無い。逆に言えば、結果さえ出せればその間のプロセスは一いつ切さい問われない。それは我が妹とて例外ではない。ましてや、今回、キミは私の許可無く、自分でリネージ本部へスコルの獲かく得とくに名乗りをあげるというルール違反を犯おかした。そして、キミのこの行動によって私は自分の計画に大きな修正を加えなければいけなくなったんだ。とても苦労したよ。もちろん、結果が出せるならば、水に流してもいいと考えているが、もし仮に失敗した場合にはそれなりの責任をとってもらうことになる。美み奈なにはそれだけの自信と覚かく悟ごがあるということだね？』

「くっ……」

　両の拳こぶしを強く強く握りしめる。

「と、当然ですわ！　心配なさらなくともスコルは必ずや私自みずからの手で獲得して参ります！」

『そうか、そこまで言うのなら期限を設もうけよう。明あ日す、日付が変わるときまでにスコルとの契約を結ぶんだ。万一、そのときまでに契約が成立していなければ、水のリネージとしては別のソールを派は遣けんすることとする』

「そ、そんな……！」

　思わず前に乗り出した体がテーブルを揺ゆらし、卓上のミネラルウォーターのボトルがゴトン、と音を立てて倒れる。

『美奈には自信があるんだろう。だったらそんなに心配する必要はないんじゃないか？　それとも、もしかすると、美奈はそのスコルを水のリネージには引き渡さずに、華か泉せん礼れい一族のものにしたいなどと考えているわけではないよね？　なにせ、最近、華泉礼の一族はリネージ本部の方針に対して反抗的だというのが、内部での専もつぱらの評判だしね。私も華泉礼家の一員として、肩かた身みの狭せまい思いをしているよ』

「ぐっ……」

　そのとき、今まで沈黙を守っていた権ごん之の助すけが口を開いた。

「誠一郎くん、ちょっといいかね」

『どうぞ、お祖じ父い様』

　華泉礼家の重じゆう鎮ちんはテーブルの上に置いた両手を組くみ直なおし、やや体を前に乗り出す。

「これは隠いん居きよの意見だから参考程度に聞いて欲しいんだが、わしの経験上、あまりリネージには深入りしない方が良い。たしかに、カセンレイグループの発展には政財官と深いつながりを持つリネージの力が欠かせなかったことは事実だ。現在のリネージはスコルの互ご助じよ組そ織しきという性格以上に、圧力団体としての色合いの方が濃いわけだしね。だが、一企業にすぎないカセンレイがその力に頼り過ぎるあまり、健全な企業体としての姿を失うことは最も避けるべきことだとわしは思う。ここに列れつ席せきしている者の中にもそのことを懸け念ねんしている者は多い。今回の美奈の行為も、彼女なりの懸け念ねんが行動として表れてしまったものではないか、と思うがね」

　誠せい一いち郎ろうは眼鏡めがねの奥の目をすっと細め、微かすかな笑えみを浮かべながら深く頷うなずく。

『お祖じ父い様、そのことは十分に心得ております。とはいえ、昨さつ今こんの激しい企業間競争において、持てる手札は多ければ多い方が良い。そしてリネージの力は、不ふ透とう明めいな経済情勢下においては以前にもまして必要不ふ可か欠けつなものになっていると考えております』

　権ごん之の助すけはゆっくりと頷うなずく。

「意識さえしてくれているならば、それで良い」

『ご理解いただきありがとうございます。ただし、一つだけ申し上げますと、今回のスコルの獲かく得とくについては、リネージ本部からはくれぐれも失敗することの無いように厳げん命めいを受けております。万一、美み奈なが獲得に失敗した場合、お祖父様にもそれなりの責任をとっていただくことになるということ、努ゆめ々ゆめお忘れ無きよう』

　誠一郎が頭を下げたことで、争奪戦クラに関する議題が終わる。

「──それでは次の議案に移ります」

　ユウリの声とともに、会議室内にせわしなく書類をめくる音が響きはじめる。

　唇を嚙かみしめながらゆっくりと席に着く美奈の手の上に、不ふ意いに権之助の手が重ねられた。顔を上げると、祖父の柔にゆう和わな目が自分に向けられている。

「美奈、これからはなにがあろうとも己おのれの信じた道を進みなさい。わしのことを気にするあまり己の信念を曲げることだけはあってはならん。後で後悔しないためにもな」

「お祖父様……」

　美奈は権之助の顔をしばし見つめた後、小さく頷いた。




　会議を終えて自分の部屋に戻ると、キナコはベッドのそばで丸まって寝ていた。彼女もまた、そのままベッドにばふん、とうつぶせになる。

「……」

　ゆっくりと仰あお向むけになると右の掌てのひらを額ひたいにあて、白い天てん井じようを見上げながら、大きなため息をつく。

「一体、どうしたものかしら」

　そのとき、部屋の隅すみに置かれたクマのぬいぐるみが両手をぱたぱたと振りはじめ、パソコンにメールが届いたことを告つげた。モニタに映うつし出だされた送信者の名前を見て、思わず表情を和やわらげる。

『美奈ちゃんへ。あまり無理をしないでね。一人でなんでも抱かかえ込こまないで、なにかあったら相談してね』

　母親のかつての親友で、今はイタリアの水のリネージ本部から美奈を見守ってくれているライザ・ランドール博士からのメッセージ。先の会議の様よう子すをオンラインで見ていてくれたのだろう。

　彼女もまた、権ごん之の助すけや美み奈なの母親と同じく、カセンレイグループがリネージと過度に結びついていく現状を憂ゆう慮りよしている者の一人。それゆえ、今回、美奈が誠せい一いち郎ろうの意向を聞かずに、自みずからスコルの獲かく得とくに乗り出すという内乱を陰かげで支援してくれている。

　ランドール博士からのメッセージに、沈しずんでいた気持ちが少しだけ軽くなったような気がした。自分独ひとりが戦っているわけではない。母親と同じ意志を持った人が見守ってくれているという事実は、自分を限りなく勇気づけてくれる。

　博士に感謝の言葉を綴つづった返信を送るために、ベッドから起き上がってデスクの前に座る。

　落ち込んでいる暇は無い。これからどうするか考えなければ。

「タイムリミットは、明あ日すの二十四時ということですか」

　先の誠一郎の言葉を思い出す。

　この度たび新たに発見されたスコルが水のリネージにとって必要不ふ可か欠けつな存在である以上、どのような手段を使ってでも手に入れなければならないと彼は言う。そして、もし美奈が一人でスコルを獲得出で来きないときには、直接、獲得に乗り出すとも。

　もしそうなった場合、カセンレイグループにおける誠一郎の勢力はますます強まり、そして、祖父の権之助が懸け念ねんしているようにリネージのグループへの浸しん食しよくの勢いが増していくことになる。

　もちろん、それは今回の美奈の内乱が失敗に終わったことを意味し、権之助は窮きゆう地ちに立たされることだろう。

　ならば自分はなんとしてでも早く新たなスコルと契約を結び、誠一郎の企たくらみを阻そ止しする必要がある。それに、自分がスコルを手に入れソールとしての力をつけることは、誠一郎に対する牽けん制せいにもなるだろう。

　問題は──

　急に自分の顔が火ほ照てってくるのを感じ、犬みたいに頭をぶるぶるっと振った。

「よりによって……、なんで常磐ときわさんなんですの……」

　美奈は三ヶ月前の出で来き事ごとを思い出し、背もたれに背中を預け天てん井じようを仰あおぐ。







　学園に入ったばかりのころ、彼女はあろうことか学園内で足首をひねるという失態を演じた。

　雨上がりの日、校舎の軒のきの上に登って降りられなくなっている子猫を救い出そうと窓まど枠わくに足をかけたところ、足を滑すべらせてしまったのだ。しかも、落下したところには運悪く昨夜ゆうべの雨で出来た水たまり。

「う～、私としたことが……。みっともない……」

　泥どろ水みずで汚れた制服を指でつまみ、細ほそ眉まゆを八の字にして大きなため息をつく。右足首の痛みが段々増してくる。

　とはいえ、相変わらず軒のきの上からは子猫のみぃみぃ、という鳴き声が聞こえてきていて、早くなんとかしなければいけないと気持ちばかりが焦あせる。

「副会長さん？　そんなとこで何やってんだ？」

「…………!?」

　そのとき、偶然通りかかったのが同じクラスの常磐ときわ祐ゆう樹きだった。外見も性格も可もなく不可もなくといった感じの同級生だが、彼には大きな問題が一つ。それは、遅刻の常じよう習しゆう犯はんであるということ。毎朝、校門前でのチェックに引ひっ掛かかっては生徒会室に連れてこられるものだから、もうすっかり顔なじみだ。

「だ、大丈夫ですわ。ちょっと転ころんだくらいですから」

　手を地面について立ち上がろうとするが、

「……うっ!?」

　途と端たん、右足首に激痛が走り、バランスを崩くずして尻しり餅もちをつく。

「あのさ、ちっとも大丈夫そうには見えないんだけど……」

　遠えん慮りよがちに差し伸べられる手をじっと見つめて、結局、助け起こしてもらう。他人に助けられるなんて自分らしくないな、と思いながら。

「お礼を申し上げますわ。お時間を取らせてしまって申し訳ありませんでした」

「いや、そんなことはないけど」

　彼は戸と惑まどったように頭をポリポリと搔かく。

　そのとき、再び、みゃぁ、と子猫のか細い鳴き声が聞こえた。

　さて。早くあの子を助け出さなくては。

　再び窓まど枠わくに取りつくと、ずきずき痛む右足を庇かばいながら、今度は慎しん重ちように外壁を昇って行く。

「何してるんだ？」

　下から同級生の戸惑う声がしたが、今はそんなことに構っている余裕は無い。

　ようやくの思いで軒の上に上がると、這はいつくばるようにして隅すみっこの方で座り込んでいる目的のキジトラを見つけ、そろりそろりと近付いて行く。子猫は自分の姿を見ると、尻尾しつぽを逆さか立だてて、じりっ、と後退する。しかし後ろが無いことに気づいたのか、にゃああ、とひときわ大きな声で情けなく鳴いた。

「怖がらなくてもいいですわ。もう大丈夫ですから」

　両手を差し出すと、キジトラは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたものの、やがてゆっくり歩み寄ってきて、自分の腕の中にすっぽりと納おさまってくれた。

　ほっと一安心した美み奈なは、そのまま子猫を連れて下に降りようとして、しかし、そこではたと気づいた。右足が使えない状態で、しかも子猫を手に抱かかえてどうやって降りればいいんだろう？　自分の迂う闊かつさに、思わず渋じゆう面めんを作る。

　と、

「あのさ、お節せつ介かいかもしれんが、何もそこから降りなくてもいいんじゃないか？」

「へ……？」

「後ろ見てみたら？」

　振り返ると、大きな窓。そこから二階の部屋へ入れるではないか。

「お、愚おろかしいですわね、私も」

　自じ嘲ちようする。そもそも最初からこの窓を使えば、わざわざ外壁を登る必要など無かったわけで。

「あの、常磐ときわさん。一つお願いできますこと？」

「ん？」

「申し訳ないんですが、向こう側から鍵かぎを開けていただきたいの」

「い……っ!?　そ、それは……」

　けれど、同級生はなぜか言葉を失ったままその場を動こうとしない。何をためらっているのか。

　その様よう子すについ、いらっときて、棘とげを含ふくんだ目つきで睨にらんでしまう。

「後ろから出られるとおっしゃったのは常磐さんですわ。それとも、拳こぶしで窓ガラスを割れとでもおっしゃるの？」

「う……っ!?　わ、わかった、今すぐ開けてくる」

　慌あわてて校舎内に駆け込んでいく彼の背中を見て、ふう、とため息をつく。

「まったくもう……」

　そう呟つぶやきながら、ふと何なに気げなく窓の中を見て──ぎょっ、とした。そして、なぜ彼が躊ちゆう躇ちよしていたのかを理解した。

　窓の向こうの部屋はロッカーがたくさん並んでいる──女子更衣室。







　鍵を開けてくれたときの彼の顔を直視できるわけがなく、それはまた向こうも同様のようだ。仕方のないこととはいえ、我ながらなんてことを頼んでしまったんだろう。くらくらする頭を抱かかえながら、彼の助けを借りて更衣室の床の上に降り立つ。

　が、右足が地面についた瞬しゆん間かん、

「痛っ……!?」

　激痛に思わずその場にへたり込んでしまった。

「大丈夫？」

「へ、平気、ですわ……」

　強がってはみるものの右足の痛みは段々ひどくなってきて、最も早はや自力では歩けない。

　と。

　常磐ときわ祐ゆう樹きが、いきなり背中を向けてしゃがみ込んだ。

「ど、どうしたんですの、いきなり……？」

　一足先にキジトラが背中を駆け上がって彼の頭の上に陣取り、みゃあ、と鳴く。

「いや、怪け我が人にんを保健室まで負おぶって行こうとしているだけなんだが……」

「そ、そんな恥はずかしいこと……、遠えん慮りよさせていただきますわっ！」

「とはいえ、副会長をここに置いてけぼりにするわけにもいかないだろ？」

　確かにその方法しかないのはわかる。

　けど、けど。

「た、頼むから早くしてくれ……。誰だれかに見られたら俺がまずいことになる」

「う……」

　大きく深呼吸をして、

「じゃあ、お、お願いいたします……」

　最後は観念し、自分の耳まで赤くなっていくのを自覚しながら、ゆっくりと同級生の背中に負ぶさる。

　両腕を首に回し、上半身を彼の背中にくっつける。両足を抱かかえられると、自然と心拍数が上がっていくのを感じ、それが相手に伝わらないか不安になってくる。




　校舎一階の保健室には幸いにして、他の生徒も、養よう護ご教きよう諭ゆもいなかった。ベッドの上に座らされた美み奈なは大きく安あん堵どの息をつく。

「今、先生呼んで来るから」

　そう言って出て行こうとした彼の背中に向けて、携帯を取り出しながら、動どう揺ようを隠かくしてなるたけ素そっ気けなく答える。

「家の者に迎えにきてもらいますから、大丈夫ですわ」

「そうか？　でも本当に大丈夫？　副会長、見かけによらずそそっかしいみたいだし」

「そ……、そそっかしいってなんですの!?」

　思わず色をなして立ち上がった、その瞬しゆん間かん、

「いっ！！？？」

　くじいた足に激痛が走り、美み奈なはベッドの上に倒れ込み、

「うう、なんだか今日きようは調子が狂くるいますわ」

　大きくため息をつく。

　駄だ目めだ。これ以上、彼の前にいると他にどんなボロを出すかわからない。

　身を起こした美奈はベッドの上にきちんと座すわり直なおし、コホンと咳せき払ばらい。

「その……おかげで助かりましたわ。あとのことは大丈夫ですから、私のことは気にせず帰宅なさって」

「そうか。それなら、えーと、最後に一つだけ言っておかなきゃいけないことがある」

「なんですの？」

「なかなか言い出しにくくて」

　恐ろしく真剣な眼まな差ざしで見つめられ、どぎまぎする。今まで男の子にこんな風に見つめられた経験なんてないし。

「クマさんが、見えてます」

「へ？」

　慌あわてて自分の下半身を見ると、プリーツスカートのお尻しりの部分が見事なまでに裂さけているのが目に入った。
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「なっ……!?」

　バッと両手で覆おおい隠かくし、自分でもわかるくらい真っ赤になった顔で前方を睨にらみ付つけると、もうそこには常磐ときわ祐ゆう樹きはおらず、代わりにキジトラがきょとんと自分を見上げているだけだった。







　それ以来、美み奈なは授業中でも休み時間でも、気がつくと彼の姿をいつも追いかけるようになっていた。

　なんでよりによって、新たに発見されたスコルが、彼だったのか。

　──誰だれにも、奪うばわれたくない。自分が、守るしかない。

　拳こぶしをぎゅっ、と握りしめる。

「私は必ずやこの争奪戦クラに勝利してみせます。それにはまずあの風のソールを引き離さなくては……」

　やおら椅い子すから立ち上がると、腕組みをして部屋の中をぐるぐる歩き出す。

　学校にいる間、常磐ときわ祐ゆう樹きのそばには市いちの瀬せ凜りんがまるでボディーガードのようにずっと張り付いていてなかなか手を出すことが出で来きない。今日きようもそれであえなく失敗したわけで。とすると、彼女を引き離すか、あるいは祐樹が一人きりでいるようなときがあれば、──って。

　はたと立ち止まり、慌あわててパソコンに向かう。そしてハードディスクの中からファイルを選択し、画面に表示させる。

「なんで私は、こんな大事なことを忘れていたのでしょう……？　常磐さんが一人暮らしだということはとっくに調べがついていたではありませんか」

　そこにはリネージからもたらされた新たなスコル──常磐祐樹に関する基本的な情報に加え、美奈が独自に家の者に命じて調べさせた詳しよう細さいなプロフィールが記しるされている。

「『家族構成は父親、本人とその妹の三名。ただし、現在は父親の仕事の関係で父と妹の二人は海外在住のため、本人は学校の近くに部屋を借りて一人で住んでいる。食事は基本的に自じ炊すい。学校帰りの二日に一回は地元の食料品専門のスーパーに立ち寄っているのが確認されている』……好物については調べていないのかしら？　趣味についての記き載さいも無いですわね……」

　とにかく、祐樹が一人暮らしだというなら話は簡単だ。彼が自宅にいるところを狙ねらえば良い。もちろん市瀬凜だって、彼の自宅の周まわりに結けつ界かいを張はり巡めぐらせるなど、何らかの術を施ほどこしてはいるに違ちがいない。だが、実力差を考えれば自分が打ち破るのはたやすいはずだ。

　気づいたら即行動に移さない手はない。

　今頃、百貨店から帰った祐樹は一人で自室にいることだろう。そこを訪れ、彼と契約を結ぶのだ。

　彼女は祐樹の様よう子すを探さぐるべく、部屋の中の姿すがた見みを数回撫なでて指を鳴らし、彼のアパートの外観を映うつし出だした。

　だが。

「なっ……………!?」

　美み奈なは自分が目にした信じられない光景に言葉を失い、膝ひざを曲げてその場にぺたんと座り込む。

「どうして、どうして……、こんなことになっているんですの……？」

　そこには、常磐祐樹と、あの市瀬凜が、一いつ緒しよに家に入っていく様子がはっきりと映し出されていたのである。
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　百貨店から帰る途中、昨日きのうの銭せん湯とうに寄って、家についたときには午後八時を回っていた。

　自分の体の二倍くらいの大きさはあるんじゃないかという大荷物を客きやく間まにおろして、そのまま仰あお向むけになってひっくり返る。

「お、重かった……」

　体の節ふし々ぶしが痛い。明日あしたは筋肉痛確定だ。

「……休んでいる暇はないよ」

「は？」

「……今からマテリアルを加工して武器を作ってもらうんだから」

「………………え」

　市いちの瀬せさんは床に正座すると、袋から買ってきたばかりの道具を一つ一つ丁てい寧ねいに取り出して順番に並べていく。そしてその中から、ホノルル産の空気の缶かん詰づめと袋詰めのトウガラシを手渡してくる。

「……さっきも説明したと思うけど、スコルと契約したソールは、自分専用の武器をスコルに作ってもらうことができる。だから、あたしも早さつ速そく、常磐ときわくんに作ってもらう」

「いきなりそんなこと言われても、やり方がわからないんだが」

「……昨日きのう、やったことをちょっとだけ応用すればいい」

「え？」

「……あのとき、常磐くんは手で触れたカエルの人形を大きくしてみせた。あれはスコルの力が人形を一時的に世界の干かん渉しようから外はずして粘ねん土どをこねるみたいに変形させたということ。今回はそれだけじゃなくて、柔らかくなった粘土に別の物質を混ぜて、一いつ緒しよにこねてあげればいい。それで武器が出で来き上あがる」

「そんなこと簡単に言われてもなあ……」

　空気の缶詰とトウガラシを前にうーん、と唸うなっていると、いきなり市瀬さんが左手を差し出してきた。

「……はい」

「は？」

　意い図とがつかめず白い小さな左手と彼女の顔とを交互に見つめる。

「……早く。常磐くんが力を出すにはあたしから力を供給する必要があるの」

　と、彼女が身を乗り出してきて右手を握ってきた。ひんやりとした小さな、でも確かに柔らかい手の感触に思わずびくりとした。

「うおっ!?」

「……常磐ときわくんもしっかり握ってくれないかな？　そうでないと、対象への干かん渉しようは上う手まくいかない」

「あ、ああ……」

　ええい、もうやぶれかぶれだ。大きく深呼吸して、彼女の手をぎゅっ、と握りしめる。

「……そう。そして、左手を対象に接触させる」

　缶かん詰づめとトウガラシに触れる。

「これでいいのか？」

「……うん。そうしたら、次に『コード』を紡つむぐ」

「コード？」

「……呪じゆ文もんのようなもの、もっと平ひらたく言えば自己暗示のようなもの。口に出して唱となえることで、自分の意識を武器の生せい成せいに集中させやすくなり、結果として術の成功率も高まる。それだけのこと。慣れればコードを紡がなくとも自由に物質を操作できるようになる」

「それは具体的にはどういうものなんだ？」

「……あたしに続いて唱えて」




──我、スコルたる常磐祐ゆう樹きは、

──風を治おさむる神々・アネモイに願う、

──我が従じゆう属ぞくせし風のソールたる市いちの瀬せ凜りんとともに、

──我の触れたる、この世に姿をかたどりし像を〈再び結むすび直なおす力〉を給たまうことを　──




　綺き麗れいな声をしているなあ、と思わず聞きき惚ほれていたら、くいくい、と右手を引かれる感触で我に返った。

「何？」

「……あたしに続いて唱えてくれないと、意味が無い……」

「あっ」

　ぼうっとしてた。

「わりい。そのなんか聞き入っちゃって、続いて唱えるってこと、すっかり忘れてた」

「…………」

　その言葉になぜかちょっと戸と惑まどったような顔を見せ、けれど、またすぐに真顔に戻り、再びコードを紡ぎ始める。

　今度は彼女が区切りを入れたところで、俺がそれを復ふく誦しようする。なんかまるで英語の授業みたいだ。彼女が先生役で俺が生徒役といった感じで。

　そうやって最後の節まで唱え終わったところ、
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　一いつ瞬しゆん、左手になにか質量のあるものが振動する感触を覚えた。

「うおっ!?」

　同時に、缶かん詰づめとトウガラシが強きよう烈れつな光を発しながら急速に膨ぼう張ちようを始める。

　──破は裂れつする!?

　両腕で顔を覆おおったその直後、唐とう突とつに光が消え失せた。

「……出で来きた」

「え？」

　両腕を下ろし、辺あたりを見回すが、さっきまで手元にあったはずの缶かん詰づめとトウガラシは影も形もなくなっている。

「何が起こったんだ？」

「……生せい成せいされた武器はそのまま『武器庫』にしまわれるの。ソールに呼び出されるまでは、ずっとその中で眠ることになる」

「はあ」

　なんだかよくわからない。それに、缶詰とトウガラシを混ぜ合わせたら一体どんな武器が出来上がるというんだろう？

「……ここまでは練習。次は、これ」

　言うなり、彼女は右手で空くうを撫なでると指を二回鳴らす。つむじ風が巻き起こり、二本の銀ぎん色いろに鈍にぶく光る短剣が出現する。

「これって、市いちの瀬せさんの武器、だよな？」

「……そう〈疾風はやて〉。そして、今度は疾風とこのマテリアルを掛かけ合わせる」

　目の前の品々の中から取り上げたのは紅あか黒ぐろく光る鉱石。

「……疾風は単なる武器じゃない。風のリネージに伝わる宝剣の一つ。あたしたちのリネージの中にはそんな特別な武器がいくつか受うけ継つがれているの。契約したスコルがマテリアルと混ぜ合わせることで、その形状はもちろん、能力値を自由に変えることが出来る。つまり、持ち主がスコルと契約することで、はじめて進化することが出来る武器であり、スコルと契約している間は常に進化し続け、強くなり続けることが出来る特別な武器」

　その話を聞いていて、ふと、頭に不安がよぎる。

「仮にそうだとして、契約したばかりの俺たちが、そんなすごいものを簡単に進化させることなんて出来るのか？」

　彼女は即そく座ざに首を横に振る。

「……疾風を進化させるにあたってはソールの方も多くの力を注そそぎ込こまなければいけない。正しよう直じき、今のあたしでは力不足。……でも、他のソールが常磐ときわくんを狙ねらっている以上、そんなにのんびりしていられないのも事実。あたしがこの争奪戦クラを勝ち抜くためには、この剣を強力に進化させる以外の方法はない。やるしかないの」

　まっすぐな視線に見つめられて思わず俯うつむくと、彼女の膝ひざの上に置かれた拳こぶしが固く握りしめられているのが目に入った。返す言葉を見つけられず、結局言われるがままに彼女の手をとりもう一方の手で疾風はやてと鉱石の入った瓶びんに触れる。

　とく、とく、とく……。

　右手を通じて、市いちの瀬せさんの鼓こ動どうが伝わってくる。その手に力が込められ、俺は大きく息を吸い込みコードを唱となえはじめる。

　けれど、先ほどと違ちがってコードを唱え終えても、何も起こらなかった。左手に触れた疾風が震ふるえる様よう子すもなく、また瓶に入れた鉱石にも見た目の変化は何も生しようじていない。

「……駄だ目め、だね……」

　市瀬さんは小さな口から、溜ためていた息をふう、と吐はき出だすと、

「……もう一度、頑張る」

　そう呟つぶやいて、背せ筋すじをぴんと伸ばして座すわり直なおすと、今度は左手だけではなく右手をも俺の手に重ね合わせてくる。息がかかりそうなくらいまで顔が近くに来て、俺の心臓がどくん、と跳はね上あがった。

　その瞬しゆん間かんだった。
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　唐とう突とつに、それは、来た。

　コードを唱えるよりも前に、俺の手を通じて物理的な力とはまた異なる、得えも言われぬ力が流入してくる。圧倒的かつ暴力的な力の奔ほん流りゆう。

　一瞬にして全身に鳥肌が立った。

　──まずい!?

　焦あせって左手を疾風と鉱石から離そうとしたその直後、パンッ！　という音とともに、鉱石の入った瓶が爆はぜ、体内を電流のような刺激が駆け抜けた。

　刹せつ那な、市瀬さんがいきなり仰あお向むけにぱったりと倒れる。

「ちょっ!?」

　疾風から手を離すとさっきの感覚はウソみたいに消失したが、彼女は倒れたまま。

　抱だき起おこして顔を覗のぞき込こむと、もともと白かった顔は青白く変わり、すっかり生せい気きが失われている。

「市瀬さんっ!?　しっかりしろよっ！」

　と……。

　長い睫まつげを微かすかに震ふるわせてうっすらと目が開く。唇が震える。

「……常磐ときわくん……、あたし……」

「ど、どうしたっ!?」

「……お腹が……」

「え!?」

　ぐぅ～～～。

　途と端たん、盛大にお腹の虫が鳴った。







「……美お味いしい」

　レンゲでスープを一すすり、それから細かく刻きざんだ野や菜さい炒いためとともに細ほそ麵めんを小さな口にちゅるりと流し込むと、市いちの瀬せさんは目を大きく見開き、そう呟つぶやいた。

「あり合わせのもので出で来きるのはそれくらいしかなかったんだけど……」

「……ううん、とても美味しい」

　小さな顔をどんぶりの中に突つっ込こむようにして、一いつ心しん不ふ乱らんに即席ラーメンを食していく。

　最後は両手でどんぶりを持つと、ずずーっ、とスープまで飲み干してしまった。

「……ごちそうさまでした」

　手を合わせて顔を上げた彼女と、はたと目が合う。

　目の前には二つのどんぶりとクラスメイトの市瀬さん。

　背景はいつもの我が家のキッチン。

　急に強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

　そういえば──、昨日きのう、市瀬さんがいきなり押しかけてきてから、この家でまともに向き合って一いつ緒しよに飯を食べるのって、これが初めてじゃないか？

　急に気き恥はずかしくなって慌あわてて立ち上がる。二つのどんぶりを流しへ運び、蛇じや口ぐちを勢いよく捻ひねって冷たい水に両手を浸ひたした。

　そのとき、後ろからぽつりと呟く声が聞こえた。

「……その……、心配かけて、ごめんね……」

「い……、いや、別にそんな謝あやまることはないと思うけど」

　肩かた越ごしにそっと市瀬さんの顔を覗のぞく。

　前髪の隙すき間まから覗く瞳は微かすかに揺ゆれていて、表情からは疲労の色が窺うかがえる。

「……ねえ、常磐くん。少し休んだらまたさっきの続き、お願いできるかな？」

「え？」

「……時間が無いの。これからもっとたくさんのソールがやってくる。だから、それまでには疾風はやてを進化させておく必要がある」

「………………」

　そんなこと言われても。

　さっき、市瀬さんが倒れたのは単に空腹だったからだけじゃないのは明らかだ。あのまま続けていたら、もっと大変なことになっていたかもしれない。

　ここはどうにかして休んでもらわないと。

　濡ぬれた手をタオルで拭ぬぐい、再びテーブルに着くと、ため息をつくように、

「わりぃ。今日きようはもう俺が限界なんだ」

「……そう……」

　目の前の顔は明らかに落らく胆たんの色を隠かくせず、目線は下を向き、微かすかに肩を震ふるわせ、テーブルの上においた両手がきゅっ、と握りしめられる。

　食卓に気まずい空気が流れる。

「あのさ、悪いとは思っているんだ。明日あしたは必ずつきあうからさ」

　頭こうべを垂たれると、市いちの瀬せさんがちょっと驚いたように目を見開き、そして、首を横に振る。

「……ううん。あたしの方が無理を言っているんだから気にしないで欲しい。……でも、明日はつきあってくれる？」

「ああ。とはいっても、あんまり頑張りすぎるのは良くないんじゃないの？」

　その言葉に彼女は泣きそうに眉まゆを寄せてくすり、と笑い、小さな手で前髪を直なおした。制服のリボンが微かに揺ゆれる。

「……あたしが、頑張りすぎってことはないよ。むしろ、まだまだ頑張りが足りないくらい。だって、あたしは落ち零れのソールだから」

「落おち零こぼれ？」

「……うん。あたしのお父とうさんとお母かあさんはね、風のリネージの中でも『伝説的なソール』と言われているの。昔から大きな企業やいろんな国の政府の仕事をたくさん請うけ負おって、そしてたくさんの実績を残してきた。だから、その子供であるあたしたち三人姉妹にも期待が集まるのは当然だった」

「………………」

　テーブルの上で両手を組み、視線を落としながら淡々と話す様よう子すは、意識して感情を抑おさえて話しているみたいだ。

「……そして、あたしのお姉ねえちゃんと妹はその期待に違たがわず、十歳になる前にはスコルと契約を交かわし、今ではリネージの中でも五本指の実力を持ったソールとして世界中を飛び回っている」

「でも、市瀬さんだって、俺から見ればすごいと思うぞ」

「……ううん。ソールとしては、あたしはどうしようもなく不器用。華か泉せん礼れいさんとの一戦でわかったと思うけど、疾風はやてをうまく扱あつかってあげることすらできない。以前からリネージの親戚の中では、あたしの力は他の二人に行ってしまったんだね、と言われ続けている。そればかりじゃない。この前、親戚同士で集まったときには、あたしの席だけが意図的に用意されていなかった。鈴すず──妹はそれこそ烈れつ火かのごとく怒ってくれて、そのままあたしたちだけ会合に参加せずに帰ってきたんだけれども、結局、あたしが名門一家の恥さらしになっている、という事実は変わらない」

　そして、すうっ、と大きく息を吸い込み、言った。

「あたしは強くなりたい。このまま争奪戦クラに勝ち続けて、ちゃんと仕事のもらえるソールになって、家族みんなを安心させてあげたい」

　口が真横に引き結ばれ、光の宿やどった大きな瞳が俺の目を真っ直ぐに見つめる。その視線の強さに俺は思わず目を逸そらす。

　それきり俺たちは黙り込んでしまい、キッチンでは時計の秒針のカチコチ動く音だけがやたらと大きく響いた。

　やがて、二十二時を告つげるポーンという時報を合あい図ずに、市いちの瀬せさんが小さくあくびを嚙かみ殺ころすのを見て、窺うかがうように言ってみる。

「もう、寝たら？」

「……うん」

　部屋から出て行く小さな背中を見届けながら、頭を搔かく。

　あんなふうに市瀬さんが自分のことを語るなんて初めてのことで、正しよう直じきどう反応すればいいかわからなかった。

　今までよくわからないまま振り回されてきたように思えたけど、あんな話を聞いた後だと、俺に泣き言をいう資格なんかないように思えてくる。実力だけでしか評価されない世界に生き続けるのって、いったいどんな気持ちなんだろう。

　彼女のどことなく思おもい詰つめたような表情が思い浮かぶ。なんとなく息苦しさを感じて、深くため息をついた。








[image: くぎり]









　体は間ま違ちがいなく睡眠を欲しているはずなのに、なぜか全然寝付けない。

「……ふう」

　凜りんはベッドの中、今晩何度目かの寝返りを打ったあと、ため息とともに目を開く。薄うす闇やみの中に見慣れぬ家具が浮かび上がってくる。やっぱり落ち着かない。胸がちくちく痛み、思わず手で押さえる。

　もう一度ため息をつくとベッドから滑すべるようにして降り、枕まくら元もとに置いた携帯を手にキッチンへと向かう。

　キッチンでは窓から射さし込こんだ月明かりが、家具一式や食器、それに水切りかごに入れられたラーメンのどんぶり二つを明るく照らし出している。冷蔵庫から取り出した牛乳をグラスに注そそぐとそれをこくこくと飲み干した。

　そして、人ひと心地ごこちがつくと、ゆっくりと椅い子すに座り、ぽつりとつぶやく。

「……やっぱり、常磐ときわくんは嫌いやがっているよね……」

　スコルである祐ゆう樹きと契約を結んで以来、彼女は学校でも家でもずっと彼のそばに張り付いている。きっと、彼は自分のことをよくは思っていないだろう。

「……嫌きらわれても、仕方無い」

　パカリと携帯を開くと家族みんなで撮とった写真が待ち受け画面に現れる。凜りんの両隣には姉と妹、そして後ろでにこにこ笑っているのが両親。

　みんなは言う。

　凜は凜のままでいいじゃない、無理をする必要なんてないよ。たとえソールとしての力がちょっとくらい弱くたって、それがどうしたって言うの？　凜は人よりもずっと頭が良いし、なにより可愛かわいい女の子。それで十分じゃないか、って。

──そんなことを言われれば言われるほど、自分がどんどん惨みじめに感じられてくる。これは自分自身が招まねいた結果。自分の心が弱くなければ、こんなことにはならなかった。みんなに迷惑をかけることなんてなかった。だから、これは自分で解決しなくちゃいけない。そう思って、だから自分は、この争奪戦クラに賭かけた。

　でも──。

　別の考えが頭をもたげてくる。

　だからと言って、自分の勝手な都つ合ごうで、これ以上、彼に迷惑をかけてもいいのか？　自分にそんな権利はあるのだろうか？

　凜は携帯の液晶をパタリと閉じ、組んだ掌てのひらの上に小さな額ひたいをちょこんと載のせる。

　……あたし、これからどうすればいいんだろう……。

　薄うす闇やみの中、月明かりが子猫のように震ふるえる凜の柔らかな栗くり色いろの髪の毛を優しく輝かせた。













第四章　ただ、不安なだけ







「体の方は本当に大丈夫なのか？」

　昇降口で靴を履はき替かえながら、ちら、と下げ駄た箱ばこの扉とびらを閉める市いちの瀬せさんの横顔を見る。いつも通りの感情の窺うかがえない顔。

「……別に平気」

「そんなことを言われても昨日きのうの今日きようだし、逆に不安になる」

「……本当に平気だから。それよりも、あんまり余裕ないから」

「ああ、それは分かっているんだが」

　時刻は朝の七時十分。今日はこれから二週間続く早朝登校練習の初日で、三階の生徒会室に行って夏休みのラジオ体操よろしくカードにスタンプをもらってこなくちゃいけない。一日でも遅れたらそこからさらに二週間分が継つぎ足たされる、というルールを持つ非常にシビアな罰ばつだ。

　三階まで駆け上がり、廊ろう下かの突つき当あたりにある生徒会室の横開きの扉とびらを開く。

「おはよう、……って、うっ!?」

　直後、こちらを向いて真正面に座っている人物──華か泉せん礼れいさんのただならぬ様よう子すに、数歩後あと退じさった。

　一見平静を装よそおってはいるものの、頰ほおは引きつっているし、目の下には微かすかにクマが出で来きていて、机の上で組んだ両手は怒りのためか震ふるえている。

　室内にいる他の数名の生徒会の生徒たちがどうしているかというと、さわらぬ神に祟たたりなしとばかりに、部屋の奥の方で忙しく立ち働いているふり。

　彼女はすっ、と席を立ち上がり、制服のプリーツスカートを翻ひるがえしながら、つかつかつかと近付いてくる。

　俺がなにか怒らせるようなことしたか？

　確かに昨日はいろんなことがあったけど、結局最後は一いつ緒しよにデパートに行って、いろいろ買い物をして、それで華泉礼さんは用事があるからって言って先に帰って……。

　思い当たるフシは、ない。

　そうこうするうちに、目の前で仁に王おう立だちになった彼女は切れ長の瞳を吊つり上あげ、一呼吸置くと、恐ろしく低い声で言った。

「常磐ときわさん、ちょっと廊下に出ていただけませんこと？」

「な、なんだよ？」

「いいですから。あと市瀬さんはそこでしばらくお待ちになって」

　一人廊下の壁かべ際ぎわに立たされ、腕組みをした彼女に無言で睨にらみ付つけられること数十秒。怒りのためかほのかに頰ほおを上気させた顔から目を逸そらせない。

「ええ……と、一体どうしたんだ？」

「どうした？　じゃありませんわ。いくら争奪戦クラの最さい中ちゆうといえど、やって良いことと悪いことの区別はつけるべきだと思います」

「へ？」

「私たちはまだ高校生です。普段の生活においても歳とし相そう応おうの振る舞いをするべきだと思いますが、いかがでしょう？」

　柳りゆう眉びがぴくぴくっ、と上下に動く。

　やばい。なんだか分からないが、多分、生命の危機だ。

「き、気きに障さわったことがあったんなら謝あやまる、悪い」

「……っ。常磐ときわさんはいったい何に謝っていらっしゃるのかしら？」

「いいや、全然分からん。けど、とりあえず謝る必要があると思ったから謝ったわけで」

「その場しのぎの謝罪はやめていただけませんこと？」

　ずい、と顔が近付いてくる。しまった。火に油を注そそいでしまったらしい。拳こぶしを鳴らす音が聞こえる。

「常磐さんはたしか一人暮らしをされているんでしたよね？　でしたら、なおのこと自みずからを厳しく律りつする必要がありますわ」

「一人暮らしって、なんで知ってるの？」

「えっ。……ええと、生徒会副会長として、と、当然のことですわ！」

「……別にあたしと常磐くんが一いつ緒しよに住もうが、華か泉せん礼れいさんには関係ないと思う」

「い!?　って、ちょっとそのことは……！」

　いつのまにか市いちの瀬せさんが俺の真横に立っていて、華泉礼さんから守るように俺の体の前に鞄かばんを差し出した。

「いいえ、関係なくはないですわ！　いくら争奪戦クラとはいえ、年頃の男女が同じ屋根の下で二人きりというこの状況。学内の風紀を守る生徒会の一員として見過ごすわけにはいきません」

「……見過ごせないならどうするの？」

「二人の契約を強制的に破は棄きし、常磐さんを私の保護下に置かせていただきますわ」

「……それじゃあ、代わりに華泉礼さんが常磐くんと一緒に住むということ？　あたしと変わらないよね」

「いいえ。確かに常磐さんのお部屋をご用意させていただきますが、我が家にはメイドも執しつ事じも多数おりますから、色々な意味で問題ありませんの。あなたとは違ちがいますわ」

「……あたしは自分が契約したスコルを華泉礼さんのような外敵から守るために、仕方なく一緒に住んでいるだけ。もっとも、華泉礼さんがこの争奪戦クラから降りるというのなら、やり方は少しだけ考かんがえ直なおしてもいいと思うけど」

「詭き弁べんですわ。それに、何かあってからでは遅いんですのよ？」

　その言葉に、市いちの瀬せさんが怪け訝げんそうな顔をする。

「……何か、ってなんのこと？」

「な!?　何かって……」

　そんな質問が来るとは思ってもいなかったのか、目を白黒させてひどく狼狽うろたえる華か泉せん礼れいさん。

「そ、それは、もちろん何かですわ！　想像できるでしょう!?」

「……それじゃわからないよ」

「うっ。そ、それは……その……、ひ、一つ屋根の下に年頃の男女が一いつ緒しよにいると、何かの拍子にですね、その……」

　しどろもどろになって、だんだん顔が赤くなっていく。手を組みかえたりして、落ち着きを失う。

「と、とにかく！　この状況は極きわめてよろしくないですわ！　早急に改善する必要があります。ですから、常磐ときわさん！」

「な、なんだよ？」

　彼女は真っ赤な顔でうー、と唸うなりながら、俺の顔をびしりと指さし、

「これは生徒会副会長としての命令ですわ！　学園生として男女二人暮らしなどもってのほか！　今すぐ市瀬さんとの契約を破は棄きしてください！」

「……そう、それなら」

　市瀬さんの掌てのひらにふわりと疾風はやてが出現。

「お、おい！　ここでそりゃまずいだろ!?」

　とそのとき、がらり、と扉とびらが開き、

「あのー、副会長？　そろそろミーティングの時間なんですが……」

　生徒会の一員らしい、気弱そうな男子生徒の顔が覗のぞいた。

「あ……」

　華泉礼さんがはっ、と我に返ったかのように硬こう直ちよくし、疾風が宙に搔かき消きえる。

「す、すぐに行きますわ。先に始めていてくださる？」

　男子生徒が引っ込むと、華泉礼さんはこほん、と咳せきをし、

「と、とにかく、常磐さん！　さっき言ったことには絶対に従したがっていただきますわ！　もし従えないと言うのでしたら、実力行使も辞じさない覚かく悟ごですわよ！」

　それだけを言い残し、生徒会室の中に入ってしまう。

「実力行使ってなんだよ……？」

　閉じられた扉とびらの前で呆ぼう然ぜんとしていると、いきなりくいくい、と右みぎ袖そでを引っ張られた。えらく真剣な市瀬さんの眼まな差ざしに、思わずどきり、とする。

「……さっきの華か泉せん礼れいさんの言葉だけど」

「？」

「……何かって、どういう意味？」

「へ？」

「……何かあってからでは遅い、っ言ってたけど、あれってどういう意味なのかな」

「まさかとは思うけど……、まさか、本当に何かの意味がわかっていなかった……とか？」

「…………？」

　小首を傾かしげる市いちの瀬せさん。そのまさか、らしい。頭にはてなマークがぺかぺかと点てん滅めつしているようにも見える。

「あ……、ああ！　そうだ、まずい！　英語の宿題やってくるの忘れたわ。ちょっと図書室行ってくるから、うん」

「……誤ご魔ま化かさないでほしいんだけど？」

　口をへの字に曲げる彼女から目を逸そらし、俺は慌あわてて廊ろう下かを駆け出した。まったく、華泉礼さんには同居生活のことがばれちゃってるし、本当にもう、これからどうすればいいんだよ……。
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　度の強い眼鏡めがねをかけた四十歳前後の英語の教師が、教科書を片手にかつかつと甲かん高だかい靴音を立てて机の間を歩いている。この教師、指名の方法にまったくもって規則性が無いうえ、予習をしていない生徒を容よう赦しやなく廊下に立たせるので、授業中の教室の空気はいつもピンと張はり詰つめている。

　だけど今日きようの俺はそんなことよりも何よりも、別のことが気になって仕方が無い。それは、後方に座った華泉礼さんのこと。

　教室の中ではいつも通りふるまっているように見えるものの、どうにも様よう子すがおかしいのだ。俺と目が合うと急に、ふん、と顔を背そむけてしまう一方、憂うれいを帯おびた表情で小さくため息をついていたり、気づいていないと思ってかどことなく思い詰めたような目で俺を見ていたりもする。

　朝からずっとそんな具合で、すっかり調子の狂くるってしまった俺は、全まつたくもって授業に身が入らない。

「えー、そうだな、ここのパラグラフは……、常磐ときわ、おまえに訳してもらおうか」

「いっ!?」

　急に教師に名前を呼ばれて反射的に教科書を持って立ち上がるものの、授業なんて端はなっから聞いちゃいない。

　ええ……と、今、どこを読んでたっけ？　何ページ……、何行目だ？

　視線をちらちらとやるが、小声でこっそり教えてくれるような奴はいない。このクラスは本当に薄情者ばかりだ。

「おい、常磐ときわ、どうした。早く読まないか。分からないなら廊下に……」

　そのとき左側から白い手が伸びてきて、教科書の真ん中あたりをとんとん、と指さした。

「十二行目、[image: ]All at once[image: ]からですわ」

　いつの間にか華か泉せん礼れいさんが隣に立っていて、やや呆あきれたような顔で俺を見下ろしていた。

「さ、さんきゅ」

「まったく、授業はちゃんと集中して受けるべきですわ」

「あ、ああ…………って、あれ!?」

　なんで横に華泉礼さんがいるんだ？

　周まわりを見回すと、英語の教師も他の生徒も誰だれもいなくなっていて、教室の中には俺と華泉礼さんの二人しかいない。

　まさか、と窓の外を見ると、昨日きのう、化学実験室で見たのと同じ血を流したような真っ赤な空が渦うずを巻いている。

「ちょ、ちょっと、これって、……え？」

　目線を戻すと、いつの間にか俺の左手にコバルトブルーに輝くリングがはめられようとしていた。

「さっき言ったでしょう？　常磐さんが自発的に契約に応じてくださらない以上、実力行使に出させていただくって」

「そ、そんなこと言われてもっ！」

　仰のけ反ぞった拍ひよう子しに椅い子すごと床に倒れ込みながら、這ほう々ほうの体ていで教室から走り出す。あちこちに躓つまずきながら校舎を飛び出し、グラウンドの外に向かってひたすら走る。

　でも、テニス部エースと帰宅部員とで、徒と競きよう走そうをしても結果は火を見るよりも明らかなわけで、みるみるうちに彼女の足音が近付いてくる。

「往おう生じよう際ぎわが悪いですわよっ！　お待ちなさいっ！」

　と、そのとき。

　突とつ如じよとしてびゅんびゅん、という風を切る連続音とともに、俺たちの右みぎ斜ななめ横方向から何か細長い物体が高速で回転しながら飛んできた。

「くっ……！」

　咄とつ嗟さに後転して躱かわした華泉礼さんの体すれすれの場所を通過し、疾風はブーメランの要領でプール脇わきにある樹じゆ木もくのそばに立っている人物の手の中へと戻っていく。
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「……やっぱりこうなると思ったよ」

　そこには、疾風はやてを両手に構えながら、華か泉せん礼れいさんを睨にらみ付つけている市いちの瀬せさんがいた。

　彼女の白くて眩まぶしい太ふと股ももの上を皮ひ膚ふに弾はじかれた水滴が次から次へと滑すべり落おちていく。

　助かった……、とかいう以前に、──なんで水着姿なの？

「……水泳の時間だった。だから、守りに来るのが遅れた。あと……、あんまりじろじろ見ないでほしいんだけど」

「わ、わりぃっ！」

「確かに見てもらうには、出るところがちゃんと出るようになってからの方が良いですわよね？　女性としては」

「……それは、どういう意味なのかな？」

　直後、市瀬さんの隣の木の幹みきが途中からすっぱり切断され、めきめきと音を立てて倒れる。

「別に。ご想像にお任まかせしますわ。……で、それで何かしら？　私の邪じや魔まをするということは、ここで私と戦う覚かく悟ごがある、と理解しても良いのかしら？」

「……当然」

「お、おい、二人ともストップ、ストップ!!」

　俺の制止なんて聞き入れる様よう子すなどみじんもなく、睨にらみ合う二人。

　と、いきなり華泉礼さんが、市瀬さんに向かって駆けだした。プラチナブランドを靡なびかせながら一気に市いちの瀬せさんと間合いをつめ、右手に出現させたサイズを袈け裟さに振り下ろす。

「ふん──っ！」

　市瀬さんが右みぎ斜ななめ前方へと宙を舞いながら前転し、着地した瞬しゆん間かんに体を反転、華か泉せん礼れいさんと相あい対たいする。

「相変わらず身軽ですのね。ですが、はっきり申し上げますと、ここであなたと遊んでいる時間は無いんですの。一気に勝負をつけさせていただきますわ！」

　サイズが空高く掲かかげられた直後、背後のプールから轟ごう音おんとともに巨大な水柱が立ち上がった。その周囲を渦うずを巻くように取り巻いた冷気によって水柱は凍こおり付ついていき、そして次第に巨大な人型へと形を変えていく。

『ンガァァァァァァァァアッッッッッッッ────!!』

「な、ななななんだぁ────っ!?」

　咆ほう哮こうが周囲に響き渡る。

　それは動く氷の彫ちよう像ぞう──ゴーレムだった。顔の造形はまるでモアイ像を思わせるもので、目の部分だけが赤く爛らん々らんと光っている。

「……う」

　市瀬さんの口からかすかに呻うめき声が漏もれ、ゴーレムの肩の上に座った華泉礼さんが声高らかに命じる。

「さあ、我が忠実なる氷のシモベよ！　常磐ときわさんを保護なさい！」

『ンガァァアッッ──!!』

　彼女の声に応こたえたゴーレムが吼ほえ、俺を捕つかまえようとグラウンドに巨大な足を踏み出し、右手を伸ばしてくる。

「……常磐くん逃げて！」

　市瀬さんが地面を蹴けって跳躍し、ゴーレムに斬きりかかるが、──「ぐぅっ!?」、横に振るわれた左腕に弾はじき飛ばされ、校舎の壁にしたたかに叩たたき付つけられる。

　そして逃げようとしていた俺は背中からゴーレムの手に捕ほ獲かくされ、肩に乗った華泉礼さんの元へと運ばれていく。

「お、おい！　放はなせよっ！」

「ダメですわ。不純異性交遊を断だん固ことして認めるわけにはいきません。このまま市瀬さんとの契約を破は棄きしていただきますわ」

「そ、それって、つまり代わりに華泉礼さんが俺と契約するってことだよな!?」

「ええ、結果的にはそうなりますわ。ですが、私は市瀬さんと違ちがい、節度を守って所しよ有ゆういたしますから一いつ切さい問題ありませんの！」

「そもそも俺に選択権は無いのかよ!?」

　俺に向けて両手を差し伸べてくる彼女の目は完全に据すわっていて、頰ほおを引きつらせた笑顔は、はっきり言って、怖い。

「……そうはさせないから！」

「へ？」

　突然背後から声がして振り向くと、まさに市いちの瀬せさんが校舎の屋上からこちらに飛び移ろうとしているところだった。直後、彼女は子猫のように宙を飛び、両手両足でゴーレムの腕にとりつく。

「くっ!?　まだ邪じや魔まをするおつもり!?　仕方ないですわ。我が氷のシモベよ、あの子を振り落としなさい！」

『ンガァァアッッ──!!』

　小さな体を上下左右に揺ゆすられながらもなんとか俺のもとまでたどり着いた彼女は、俺の右手首を摑つかむと、耳元で囁ささやいた。

「……常磐ときわくん、このゴーレムを消して」

「へ!?　そんなこと急に言われても……!?」

「……この前のカエルの人形と同じようにやればいい。できるよね？」

「それはそうかもしれないけど、でも、これ、動いているって!?」

『ンガアアアアッ！』

　腕が急降下し、体が振り落とされそうになるのを必死で耐たえる。

「……早く！」

「ああ、もうどうにでもなれえっ！」

　右手を力一杯握る一方で、左手をゴーレムの肌に掌てのひらをべったりつけ、叫さけぶ。

「消えろっ、消えろっ、消えろおっ！！！」
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「き、来た……っ！」

　あの得体の知れない感覚が体の中を通り抜けた直後、目の前のゴーレムに異変が起こる。

『ンガアアアアアアッッッッッッッ！』

　咆ほう哮こうとともに、ゴーレムの体が膨ぼう張ちようしはじめたのだ。顔も手も腕も、どんどん膨ふくれていく。あのカエルのときと全まつたく同じだ。

「その手を放はなしなさいっ！」

　華か泉せん礼れいさんがサイズを振り下ろしながら俺たちに向かって飛とび掛かかってくるのを、疾風はやてが火花を散ちらして受け止める。二人はつばぜりあいを演じながら体を宙に舞わせ、戦いの場を校舎の屋上へと移していく。

　と、そのとき、俺は唐とう突とつに、ふっ、と自分の体が浮いたことに気づいた。

「…………あれ？」

　いつの間にか俺は一人ぽつん、と空中に取り残されている。

　──なんで？

　……って、そうか、こいつの体が大きくなったということは、俺を摑つかむ手もまた大きくなったということで、そうすると俺の体はすっぽ抜けて……。

「ちょっと待てえっ──────────!?」

　万ばん有ゆう引いん力りよくに従したがい、地上に向かってぐんぐん引き寄せられていく。

　そして、下に見えるのは……み、水!?　って、さっき、全部ゴーレムに変わったんじゃ!?

　混乱しているそのうちに、

　ざぱあああ────ん!!

　プールの水面に叩たたき付つけられた際の強きよう烈れつな痛みに悲ひ鳴めいを上げる間もなく、大量の水が口から鼻から体の中に流れ込んでくる。パニックになって両手両足を滅め茶ちや苦く茶ちやにばたつかせる。

　何か、摑まるもの、摑まるものはないのかよっ!?

　指先が柔らかな何かに触れ、俺はその物体に無む我が夢む中ちゆうでしがみついた。途と端たん、ばたつく両足がプールの底を蹴ける。痛っ!?　心の中で悲鳴をあげながらも、目の前に立っているそれを支えにして、なんとか顔を水面上に出す。

「ぷはああああ────────────っ！！！！」

　太陽の光が、青空が目に飛び込んできた。

　空を仰あおぎながら、良かった、生いき延のびた、と何度も呟つぶやき、

「…………って、あれ……？」

　そのとき俺は周囲の様よう子すがおかしいことに気づいた。人の気配がする。それも沢山の。

　両目をごしごしとこすって、周まわりを見渡し、心臓が飛び出そうになる。

　水泳帽をかぶったたくさんの顔、顔、顔が、俺一人を見つめている。そのどれもがどこかで見たことのある顔で、その上しかも、全員、女の子。

　じゃあ、今、俺が両手で摑つかまっている目の前のこれって……。

　その子とばっちり目が合った。ええと、この子はたしか隣のクラスの女の子……？

「あ……と、えと……、その、すまん……」

「きゃあああああああ──────────────っっっっっっっっっ！！！」

　およそこの世のものとは思えない悲ひ鳴めいとともに平手打ちが飛んできて、俺はそのまま沈んでいったのだった。
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「隣のクラス、泣いている子がいたよ」

「うわっ、常磐ときわくんってサイテー」

「前々から危ないやつだとは思っていたが、ついに一線を越えたか」

「常磐の野や郎ろう、副会長のみならず、一般女子まで毒どく牙がに掛かけやがって！」

　周囲の視線がすごく痛い。

　一時間に渡る生徒指導室でのお説教のあとに、生活科実習時間中のクラスに戻った俺を待ち受けていたのは、クラス中（特に女子）の冷たい視線だった。

　英語の時間、廊ろう下かに立たされた俺はそのまま逃亡、ケータイ片手に隣のクラスの女子がいるプールに侵入し、隠かくし撮どりをしていた……という話がいつの間にか流る布ふされていたらしい。

「うう、なんで俺がこんな目に遭あわなきゃいけないんだ……」

　布地を裁たち鋏ばさみで切きり裂さきながら、はあ、とため息。

　顔を上げて目線を前方にやる。実習卓を挟はさんだ向かいの席で課題のランチョンマットに縫ぬい針ばりを刺さしている華か泉せん礼れいさんを、思わず恨うらみがましい目で見てしまう。元はと言えば彼女が襲おそってこなければあんなことにはならなかったのに。

　と、いきなり彼女が顔を上げた。

「あの、常磐さん？」

「なんだよ？」

「そろそろ、決心していただけたかしら？」

「いや、だからそもそも決心もなにも……」

　その言葉に、ぴくん、と右みぎ眉まゆが跳はね上あがる。

　まずっ!?　また襲おそわれるっ!?

　思わず身構えようとして、そして、布地を持つ手元が狂くるった。裁ち鋏が小指の先端部の皮ひ膚ふを切り裂き、みるみるうちに傷口から血が溢あふれ出だす。

「うおっ!?」

「ど、どうしましたの!?」

　俺のただならぬ様よう子すに驚き、大きく目を見開いた華泉礼さんが席を立つ。

「あ、ちょっと切っただけだ。気にしないでくれ」

　とは言っても結構、痛い。

「見せてください！　……って！　血が出ているじゃないですのっ！　保健室に行きますわよっ！」

　いきなり手をとられて部屋から連れ出されそうになる。

「い、いいよ、そんな大げさな！　こういうのは少ししたら止まるものだし」

「いいえ！　傷口から雑菌が入って化か膿のうでもしたらどうするつもりですのっ？　先生、常磐さんを手当して参りますわっ！」

　言いい放はなって一階の保健室まで俺を連れてきて丸まる椅い子すに座らせると、彼女は背を向けてかちゃかちゃと消毒の準備を始める。保健の先生もベッドで寝ている生徒もいなくて、どうやらこの部屋には俺たち二人だけみたいだ。

「まったく、少しは気をつけていただかないと」

「あ、ああ、ごめん……」

「謝あやまらなくてもいいんです。常磐ときわさんが私のスコルになる以上、私にはあなたを守る義務があるんですから」

　ピンセットを手に俺の真正面に座ると、左手首を持ち上げ、つまんだ脱だつ脂し綿めんで血を丁てい寧ねいにぬぐい、消毒液に浸ひたした綿で傷口をぽんぽんと叩たたいていく。

　間近に迫せまった彼女の髪から甘い香りが漂ただよってくる。保健室で、異性と二人っきり。その事実に改めて気付いて、自然と自分の鼓こ動どうが早まってくるのが分かる。なんだか、妙みような感じだ。

　と、唐とう突とつに彼女がぽつりと呟つぶやいた。

「その……、さっきはごめんなさい」

「え？」

「まさかあんなことになるなんて思わなくて」

「べ、別に、そんな」

「ただ……、私は常磐さんが心配なだけなんですの。直接守ることができない今の状況、身を切られるような思いでいるんですのよ」

「え……？」

　言葉とともに見上げてきた顔に、一いつ瞬しゆん、俺は何も考えられなくなる。

　細かく震ふるえる長い睫まつげ。濡ぬれたように光る大きな黒目がじっと俺の目を見ている。

「──なのに。なんで市いちの瀬せさんなんですの？」

「いや、それは……」

　そんなこと聞かれても、本当に困るんだが。

　ややあって、彼女の方から目を逸そらし、俺の左手を自分の手元に引き寄せると、

「あとは……この絆創膏を張ればおしまいですわ」

「う、うん……、ありがとう…………………って、え!?」

　今、まさに薬指にはめられようとしているのは、コバルトブルーに輝く契約のリング！

「ちょ、ちょっと、それはいきなりすぎるだろっ!?」

「こうでもしないといつまでたっても決まらないでしょう!?」

　逃げだそうとしてバランスを崩くずし、丸まる椅い子すとともに思いっきり転倒、床に熱い接せつ吻ぷんをかます。それでもなんとか床の上を這はいつくばって出口に向かおうとしたそのとき、入り口の扉とびらががらりと開いて誰だれかが入ってきた。

「……やっぱりここにいたんだ」

　顔を上げて視界に入ったその表情は、今まで見た中で一番怖い顔。目はいつもにもまして吊つり上あがっているし、頰ほおはぴくぴくひくついている。

「あらあら、副会長さん、ごめんなさいね。待った？」

　市いちの瀬せさんに続いて、保健の先生がほがらかに笑いながら入ってきて、手に持った書類の束をどさり、と机の上に置く。

「なかなか職員室での定例会議が終わらなくてねえ。あの会議、長いわりには脱線ばかりでいつまでたっても結論が出ないんだから。で、今日きようも抜け出せないかなあ、と思っていたところに、市瀬さんが呼びに来てくれたわけ。本当に助かったわ。……で？　怪け我が人にんはどこ？」

「……先生、既すでに処置済みみたいです」

「あらほんと。副会長さん、あなた器用なのねえ」

「い、いえ、その……処置はまだ終わっておりませんので……」

「……じゃあ、副会長さん、ありがとうございました。常磐ときわくん、行くよ？」

　腕を摑つかまれ無理矢理立ち上がらされると、そのまま保健室から連れ出される。




　階段まで来ると、市瀬さんがいきなりぴたりと立ち止まり、くるりとこちらを振り向いてきた。その目はすごく険けわしくて、俺は思わず視線を横に逸そらす。

「……常磐くんは気を緩ゆるめすぎだよ。今、一番危ない相手が華か泉せん礼れいさんだってことは分かっていることなんだから」

「あ、ああ」

「……これからは絶対に、華泉礼さんと二人きりにならないようにして」

「わ、分かった……」

「………………」

　市瀬さんは下唇に手の甲をあて、何かを考えるかのように黙り込んでしまう。

　俺もまた何も言えずに俯うつむいてしまい、気まずい沈黙がその場を支配する。

　しばらくして、

「……本当に分かってる？」

　腰に手を当て、いきなり俺の顔を覗のぞき込こんできた。さきほどまでの怖い顔とは打って変わり、柳りゆう眉びが微かすかに八の字に曲がり、どことなく不安げな表情になっている。

「……もしかして、常磐くん……」

「何？」

「……華泉礼さんとなら契約してもいい、なんてこと、考えてないよね？」

「ま、まさか。そんなことできるわけないだろ？」

　一度約束したことを、一方的に反ほ故ごにするなんて真ま似ねができるはずもないし。

「……そう。なら、いいけど……」

　今にも消え入りそうな小さな声で呟つぶやくと、彼女は少し俯き加か減げんに再びすたすたと廊ろう下かを歩き出した。
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　初夏を思わせる穏おだやかな青い空が広がっている昼休みの屋上とは裏腹に、俺の心の中はどんより厚い雲が広がっている。

「は～あ……」

「……どうしたの？」

　牛乳パックに突つき刺ささったストローから口を離し、市いちの瀬せさんが訝いぶかしげな顔をする。

「疲れた。このまま家に帰って畳たたみの上で横になりたい。そして好きなだけ眠り続けたい」

「………………」

　彼女は無言のまま牛乳パックをベンチの上に置くと、売店の袋の中に手を突っ込んでなにやらごそごそしはじめる。そして、

「……これ」

「？」

　目の前に差し出してきたのは、二本目の牛乳パック。

「……疲れた体にいいから」

「はあ」

　ストローが挿さされた状態で、有う無むを言わさず渡される。

　ちなみに、俺がさっきまで飲んでいたのはオレンジジュースなんだが。一いつ緒しよに飲んだら間ま違ちがいなく胃の中で固まる。

「……ところで、家に帰ったら昨日きのうの続きをお願いできるかな」

「なんだっけ？」

「……疾風はやてを進化させるの。昨日、約束してくれたよね？」

「そ、そうだった。でも、頑張るのはいいけど、体は平気なのか？」

「……うん。もう大丈夫」

「そっか」

　いつのまにかハムカツサンドを口元まで運んでいた彼女の手が止まっていた。顔を微かすかに俯うつむかせ、視線が地面に落ちる。

　そして、しばらくの沈黙の後、ぽつりと、

「……やっぱり、迷惑……だよね？」

「え？」

「……あたしと契約して、常磐ときわくん、迷惑しているよね？」

「いや、あの、そんなつもりじゃ……」

　確かに、争奪戦クラなるものは迷惑極きわまりないが、それじゃまるで俺が市いちの瀬せさんのことを迷惑に思っているみたいじゃないか。

　慌あわててパンと牛乳を脇わきに置き、体を市瀬さんの方に向ける。

　そのときだった。

　いきなり青空が消え失せ、見覚えのある赤しやく銅どう色いろの空が出現した。

「いっ!?」

「ふふふっ！　ようやく見つけましたわ。屋上まで行ってうまく隠かくれたつもりでしょうが、残念でしたわね！」

　給きゆう水すい塔とうの上にはいつの間にか金きん色いろの髪を靡なびかせながら腕組みをして俺たちを見下ろしている華か泉せん礼れいさんの姿。

「……別に隠れたつもりもないけど」

「そこ、うるさいですわっ！　さっきから何度も何度も私の邪じや魔まをして！　もう容よう赦しやしませんことよっ!?」

　そう言いい放はなつと、俺たちの前まで跳ちよう躍やく、右手を振って出現させた大おお鎌がま、サイズの刃先を、市瀬さんの喉のど元もとに突つき付つける。

「さあ！　今すぐ、常磐さんをこちらに引き渡しなさい！」

　けれど、彼女はハムカツサンドの最後の一切れを放ほうりこみ、華泉礼さんをじろりと睨にらんで一言。

「……食事中くらい落ち着かせてほしいんだけど」

「何悠ゆう長ちようなことをおっしゃってますの？　争奪戦クラに食事中もなにも関係ありませんわ！」

「……仕方ないな」

　右手を空に掲かかげてぱちんと指を鳴らす。その直後、空からドラム缶かんが現れ、華泉礼さん目がけて落下してくる。

　あれって──!?

「ふん、二度も同じ手にひっかかるものですかっ！」

　ドラム缶を一いつ刀とう両りよう断だんしようとサイズが構えられる。

　あれは、確か、昨日きのう、俺が『ホノルルの空気の缶かん詰づめ』と『トウガラシ』を混ぜ合わせて作ったもの。とすると、その中身は──!?

「斬きっちゃだめだっ!!」

「えっ!?」

　何も考えずに華泉礼さんの体を突つき飛とばすと、その直後、ドラム缶が派手な音を立てて俺の真横に落下。

　──そういえば、昨日きのうもこんなことがなかったか？　そう思うのと、落下の衝しよう撃げきでドラム缶かんに大きな亀き裂れつが入るのはほぼ同時だった。

　しゅうーっ、という激しい音とともに、真っ赤な色をした空気が俺の顔目がけて勢いよく噴ふん出しゆつする。

「──げふっ、ごほぉっ!!　うおおっ!?　目が、目があ──っ！」

　鼻が、目が、今まで経験したことの無い激げき烈れつな刺激にさらされる。

　涙をぼろぼろ流し、ひいひい言いながらその場にのたうち回る。

　ああ、もう本当に、勘かん弁べんしてくれ……。俺の意識は次第に遠ざかっていった。
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「やっぱり、この状況は許せませんわ……」

　俺の部屋の壁かべ掛かけ時計が十九時を告つげ、ちゃぶ台の向こう側に座った市いちの瀬せさんが空からっぽの牛乳パックを片手でぐしゃりと握にぎり潰つぶした。

　狭せまい俺の部屋は、三人も入ると身動きをとるのはほとんど不可能になる。ちょっと足を動かすだけでも本棚に当たってしまうくらいだ。それに加え、華か泉せん礼れいさんが家から持ってきた大量のお泊まりセットのせいで、部屋の中をつま先立ちで移動するのもままならない状態になっている。

「さて……」

　華泉礼さんが床の上に正せい座ざし直なおして俺に相あい対たい。

「常磐ときわさんに改めて助言いたしますわ」

「なんだよ？」

「常磐さんの身の安全のためにも、はやく市瀬さんとの契約を解除し、改めて私と契約を結ぶのが最良の選択だと思われますわ。このままだと、争奪戦クラ以前に常磐ときわさんが倒れてしまいますもの。結局今日きようも体調不良で早退することになったんでしょう？」

　市いちの瀬せさんは華か泉せん礼れいさんの方を一いつ切さい見ずに、眉まゆ尻じりを上げたまま俺の目をじっと見み据すえていつもよりやや低いトーンの声で言う。

「……常磐くん、どうして華泉礼さんを家に上げたのかな？」

「自分の命の方が大事だからに決まってるだろ」

　ようやく給きゆう湯とう器きの修理が終わってほっとしていた三十分ほど前。チャイムの音がして、作業員さんが忘れ物でもしたのかと思いつつ外に出ると、そこにはむすっ、とした顔の華泉礼さんが大きな荷物を抱かかえて立っていた。そして、啞あ然ぜんとする俺の横を無言のまますたすたと通り過ぎ、勝手に家に上がり込んでしまったのだ。止める間もなかったし、仮にもし止められていたとしても、五体満足でいられたかはわからない。

「私がここにいたら、なにか不ふ都つ合ごうなことでもありますの？　この前も申し上げましたが、そもそも年頃の男女が一つ屋根の下に二人っきりなんて危険極きわまりないですわ。ですから、生徒会副会長として私が監かん視しさせていただくだけのことです」

「そんなこと言われても……」

「……危険、ってどういうこと？　そもそも華泉礼さんが襲おそいかかってさえこなければ常磐くんが危険な目に遭あうことはないんだよ？」

「なっ!?　あなた、いきなり何を言い出すの!?　この私が常磐さんを襲うだなんて!!」

「いや、二人、会話が嚙かみ合っていないように思えるけど」

「とにかく！　今日から私もこの家に住まわせていただきますわ！」

「……それは出で来きないよ。そもそも、ここは常磐くんの家。あたしは常磐くんを守るために、常磐くんの許可を得たうえでここにいる。だから、部外者の華泉礼さんがいる権利は無い」

　素そっ気けない言葉に、華泉礼さんの額ひたいに青あお筋すじが浮かぶ。

「そこまでおっしゃるならば、ここは改めて常磐さんに伺うかがいますわ。どうですの、常磐さん!?」

「な、何が？」

「今の話、常磐さんが許可さえしてくだされば、私はここにいても良いということですよね？」

　どうしてそうなるんだろう？　許可とかそういう話以前に、二人とも単に俺の部屋に押しかけてきているだけなんだけどな……。

「どうなんですの？　常磐さん！」

「……どう答えればいいかはわかってるよね？　常磐くん」

　前方から二つの鬼き気き迫せまる表情の顔が迫ってきて、じりじりと後あと退じさる。

　ああもう。これじゃ、どうにも答えようがないじゃないか！

「当然、ご許可いただけるものと思って良いんですよね!?」

「……ここは常磐ときわくんの家なんだよ？　常磐くんが決めていいんだよ？」

　答えに窮きゆうしていると、突然、華か泉せん礼れいさんが立ち上がり、ぽん、と手を打つ。

「ああっ！　そうですわ！　こういう手がありましたわ！」

　怪あやしげな笑えみを浮かべて携帯を取り出し、どこかに電話を掛かけはじめ、

「ハロー？」

　いきなり英語で話し出したかと思うと、そのまま英語と日本語を交まじえた会話が三分ほど続き、最後にぴっ、と電話を切り、満面の笑みで高らかに宣言。

「はい、ただいまをもちまして、このアパートは華泉礼家の資産となりましたわ。ニューヨーク出張中のお祖じ父い様に取り次いでいただいて、決けつ裁さいを取りましたの」

「………………は？」

「……それがどうしたの？」

「昔からこのようなアパートにおいては、大家の娘なら勝手に居住者の部屋に入っても全まつたく問題は生しようじない、というルールがありますわ」

「…………な!?」

「ですので、今の私は大家の娘。正確に言えば、大家であるお祖父様の孫娘ですが、とにかく、ここにいるのは全く問題ない、ということになりますわ」

「……そんなの屁へ理り屈くつだよ」

「大家の娘になった以上、あなたをここから追い出すことも可能なんですのよ？　もちろん、そんな手て荒あらな真ま似ねなどしたくはありませんが」

　睨にらみ合う二人の間に火花が散ちる。

　ああ、もう収しゆう拾しゆうがつかない。険けん悪あくな空気に吞のまれまいと、俺はそろりそろりと二人から離れる。こうなった以上、我が常磐家に伝わる奥の手を出すしかない。この二人に通じるかどうかは分からないが、それでも何もしないよりはマシだ。

　ぐっ、と拳こぶしを握りしめ、

「そ、そうだ。そろそろ夕飯の支し度たくをしないと！　二人ともお腹空すいただろ？　一時間後には夕食にするから、ふははは！」

　聞こえているかは分からないが、とにかく言うだけ言ってキッチンへ退避。後ろ手で静かに扉とびらを閉めて、ふう、と大きくため息をつく。

　さて、ここからが本番だ。

「今日きようはハンバーグ、今日はハンバーグ……」

　エプロンをかけながら、隣の部屋から聞こえてくる二人の声をなるべく耳に入れないようにしつつ、冷蔵庫からタマネギと人参、挽ひき肉にくを取り出し、下ごしらえにとりかかる。

　と、いきなりがらりとキッチンの扉が開き、市いちの瀬せさんが顔を出した。

「……あたしも、手伝う」

「え？」

　続けて市いちの瀬せさんの頭の上に、華か泉せん礼れいさんも顔を出す。

「私も、手伝いますわ」

「え、え、え……と……」

　ただでさえ狭せまいキッチンに三人が集まってきたのだ。狭せま苦くるしくて仕方がない。

　とは言っても、このまま二人を追い出すのも難しそうだ。

　どうしたものか。

「はあ……。それじゃあ、うーんと、市瀬さんはつけあわせを用意してくれる？　で、華泉礼さんは下ごしらえを手伝って」

「……うん」

「分かりましたわ」

　で、数分後、サヤインゲンを茹ゆでていると、突然、背後からキャアーッという悲ひ鳴めいが聞こえた。

　振り返ると華泉礼さんが包丁を取り落とし、尻しり餅もちをついている。

　目に涙をいっぱい溜ためながら震ふるえる指でまな板の上を指さす。そこには呆あきれるほど不ふ揃ぞろいに切られたタマネギの山。しかも皮を剝むいていない。

「……どうした？」

「あ、あのタマネギ、く、腐くさってますわ！」

「え、そんなはずは」

「じゃあ、なんで涙が出るんですのっ!?　有害物質が出ている証しよう拠こですわっ！」

「………………え、えーと、タマネギには、断だん末まつ魔まに毒どくを噴ふん霧しゆつする習性があるんだ。だから、完かん璧ぺきに切り刻んで毒抜きをする必要がある」

「そ、そうなんですの。私、てっきり腐っているものかと勘かん違ちがいしてしまいましたわ」

　彼女は頰ほおに両手を当てながら恥はずかしそうに顔を赤らめる。

「ああ、だから頑張ってみじん切りにしてほしい」

「わ、分かりましたわっ。……けれどそんな危険なものに対たい峙じする以上、周しゆう到とうな準備が必要ですわ」

「え？」

「常磐ときわさん、身を護まもるための防具一式をご用意いただけませんこと？」

　そして華泉礼さんは、俺が持ってきた水中ゴーグルに鼻まで覆おおう花粉対策用マスクという完全装備でタマネギに立ち向かう。

「さあ、覚かく悟ごなさいっ！」

　あまりの光景に二の句が継つげないでいると、

　──ビュッッ!!

　目の前をいきなり何かが通過した。

　その拍ひよう子しに前髪が何本か切断され、宙をはらはらと舞う。

　恐る恐る目線を横に水平に動かす。壁に突つき刺ささったその物体を見て、思わず顎あごが外はずれそうになる。

「なんで、ここに疾風はやてが……？」

　汗をだらだら流しながら恐る恐る後ろを振り返ると、そこには乱切りにした人参の入ったボウルを抱かかえた市いちの瀬せさん。

「なあ……、それ、どうやって切ったんだよ？」

　頰ほおを引きつらせながら訊たずねた瞬しゆん間かん、市瀬さんが左手で数本の人参をぽおんと宙に放ほうり投なげる。続いて、疾風を手しゆ裏り剣けんのように回転させながら放はなつと、丁ちよう度ど落ちてきた人参が上う手まい具ぐ合あいに乱切りにされ、ボウルの中にぼとぼとと落下。

「……こっちの方が綺き麗れいに切れる」

　少し得意そうにボウルの中身を見せてくる。

「頼むからっ！　普通に！　包丁で切ってくれ！」

　結局、二人には丁てい重ちようにお引き取りいただいた後、俺は挽ひき肉にくだねをボウルに移し、万感の思いを込めて勢いよく練り込み始めた。







「まあ……」

「……すごい」

　きっかり一時間後、さっきまでお互いに言い争っていた二人も、テーブルの上に載のったハンバーグに目が釘くぎ付づけになっている。とりあえず一時休戦に持ち込めただけでも良しとしよう。

「味の方はあまり自信がないんだけど」

「……ううん、美お味いしそうだよ。いただきます」

　小さな口ではむはむと齧かじり、

「私もいただきますわ」

　肉をおしとやかに口くち元もとへと運ぶ。

「……美味しい…………」

「美味ですわ……」

　その言葉に少しほっとする。お世せ辞じだとしても、他人から美味しいと言ってもらえるのはやはりうれしいものだ。

「華か泉せん礼れい家け専属のシェフと比べても勝まさるとも劣おとらない味ですわ！」

「え……？　いや。いくらなんでもそれは言い過ぎじゃないのか？　華泉礼さん家ちのシェフに申し訳が立たない」

　彼女は口元をナプキンで拭ぬぐい、体を前のめりにして真剣な眼まな差ざしを俺に向ける。

「いえ、そんなことはありませんわ。たしかに素晴らしいお料理には、良い素材と確かな腕が欠かせません。ですが、私はそれら以上に大切なものがあると考えています。それはすなわち心。料理には心が必要であり、そしてこのお料理には真ま心ごころがこめられていますわ！」

「あ、ありがとう……」

　テーブルの上に載のせた両りよう拳こぶしを握って力説する華か泉せん礼れいさんに俺はこくこくと頷うなずくほかない。

　その傍かたわらで、市いちの瀬せさんが口を少し尖とがらせ、

「……そういえば、常磐ときわくん、さっきから見てるだけで全然食べてない。冷める前に食べたら？」

「あ、ああ」

　二人のお客さんにこんなにも褒ほめちぎられるとは思っていなかった俺は、恥はずかしさに顔が火ほ照てるのを感じながら、肉の一切れを口に運び、ゆっくり咀そ嚼しやくする。

　確かに、うまい。今までで一番の出で来きかもしれない。

　でも、たぶん美お味いしいと思うのは料理そのものだけが理由じゃないような気がする。考えてみれば、テーブルを三人以上で囲んで食事をするなんて俺にとっては数年ぶりのことで、その懐なつかしい思い出も手伝っているに違ちがいない。なんだか楽しい気分になってきた。

「ふふ……ふふふふ……」

「ど、どうかしましたの？」

「……常磐くん、なにか嬉うれしいことでもあったの？」

　手を止めてぎょっ、とした表情を見せる二人。

「ふふふ。この調子ならそろそろこの晩ばん餐さんの真の目的を発表してもいいかな、と思ってだな」

「はい？」

「……目的？」

「ああ」

　箸はしをお皿の上に置き、こほん、と咳せき払ばらい。

「いやね、突とつ然ぜんだけど、ここで『常磐家の掟おきて』について話をしたいと思う」

「……それって、なに？」

「なんですの？」

　目の前にきょとん、とした顔が並ぶ。

「とても大事な話だからよく聞いてほしい。この掟は我が常磐家の先代が定めたもので、この家の中にいる以上は必ず守らなければならない、というそれはそれは恐ろしい掟なんだ。二人が守れるかどうかはわからないんだが」

「……守るか守らないかは聞いてから判断する」

「言ってみてくださる？」

「ああ。それはな、『喧けん嘩かする者、食うべからず』っていう掟」

「……え？」

「は？」

「先代、つまり、俺の父とうさんはこう言ったんだ。本来、食事とはこの世に万ばん物ぶつを恵めぐみ給たもう神に感謝しながら美お味いしくいただくべきもの。怒っていたり、悲しんでいたりするときに、食事をとってはならない。なぜならば、そんな状態で美味しくいただけるはずがないからだ。それゆえ、食事の前に喧けん嘩かをしてはならない。万一、その決まりを破やぶった者は、罰ばつとして一食抜き。これを『常磐ときわ家けの掟おきて』とする、と」

「……ふうん……」

「まあ」

「昔、俺と妹がしょっちゅう喧嘩をするのに業ごうを煮にやした父さんが作った家庭内ルールに過ぎないんだけどな。でも、この掟は実に厳げん格かくに運用されてきて、事実、俺と妹は喧嘩の度たびに一いつ切さいの例外も認められずに何度もこの食事抜きの罰を食らう羽は目めになった。そういうわけだから、二人も我が家に来た以上、例外なくこの掟に従したがってもらう必要があるってことになる」

「……それって」

「つまり……？」

「今後、二人が争奪戦クラと称して戦うのは禁止。……それでいいよな？」

　途と端たん、肩をいからせた二人が同時に立ち上がり、テーブル越しに身を乗り出し、

「いいわけありませんわ！」

「……常磐くん家ちの事情はあたしたちには関係ないよっ！」

「そうですわ！　そんな理由で私たちの神聖な争奪戦クラを阻はばむことなど出で来きませんことよ!?」

　眼前に迫せまる二人の迫力に両足がすくみ、今の冗じよう談だんだから、という言葉が喉のど元もとまで出かかったのをぐっと堪こらえ、その代わりにとどめの一言を絞しぼり出だす。

「じゃあ、二人はこの家にいる限り、ずっと食事抜きってことになる。ああ、もちろん、それはあくまで俺がご飯を作らないっていう意味で、もしあれだったら勝手に台所を使ってくれてもいい」

「……………………う」

「そんな、非ひ道どいですわ……」

　料理の「り」の字も知らなさそうな二人はがっくりとうなだれ、しおれた花みたいに椅い子すにへたり込む。

　心がちくり、と痛いたんだが、身の安全を守るためには仕方が無い。

「さて、俺は洗いものするから、風呂にでも入ってきなよ？」

　恨うらめしそうな視線を背中に浴びながらシンクに立ち、水道の蛇じや口ぐちを捻ひねる。そして「これで当分は大人おとなしくなるといいんだがなあ」という小さな独ひとり言ごとをそっと水の流れる音の中に紛まぎれ込こませた。







　食器を洗い終え、次にフライパンの焦こげ付つきと格闘を始める。年ねん季きが入っていることもあり相手はなかなかの強敵で、重じゆう曹そうと水を入れて焦げ目を浮かす作戦に出る。そろそろテフロン加工の新しいものに買い換えた方がいいんだろうか。これから毎回三人分の食事を作るとなると、フライパンの出番も格段に増えるだろうし。

　……って。

　俺は頭を振った。三人分、だなんて、いつの間に俺は現状を受け入れようとしているんだ？　駄だ目めだ駄目だ。ただ流されるだけじゃなくてなんとかこの状況から脱だつする術すべを考えないと。

　ふう、と大きくため息をつき、なんとは無しに窓の外を見ると、硝子ガラス越ごしの空にぽっかりと浮かんでいる真まん丸まるなお月様が目に入った。あ、今日きようは──

「今日は満月なんですのね？」

　背後から声がしたのと同時に、硝子の中の月影に人の姿が映うつり込こんだ。振り向くと、そこには不安げな表情で、自分の体を搔かき抱いだいている華か泉せん礼れいさんがいた。長いプラチナブロンドが月の光を反射しきらきらと輝いている。

「あれ、さっき風呂に入るって言ってなかったっけ？」

「市いちの瀬せさんが先にいただいてますわ」

「あ、そうなんだ」

　やや俯うつむき加か減げんの顔に影かげが落ち、長い睫まつげが微かすかに震ふるえている。

「どうしたの……？」

　いつもと違ちがう様よう子すに違い和わ感かんを覚え、片付けの手を休める。と、彼女は意いを決したように顔を上げた。

　さっきまでとは打って変わった寂さびしげな、そして何かにすがるかのような表情に、思わずどきりとする。

「ねえ、常磐ときわさん、今日きようはいきなり押しかけてしまって、その……申し訳なかったと思っていますわ。でも……」

　すうっ、と息を吸い込み、

「改めて私との契約を考えてはいただけませんこと？　やはり市瀬さんでは常磐さんを守るにはあまりに力不足なのです」

「…………え」

「時間がありませんの。常磐さんを手に入れたいソールは続々と押し寄せてきています。市瀬さんの力では絶対に常磐さんを守ることは出で来きませんわ。なんらかの拍ひよう子しに常磐さんが傷つくようなことだって十分に考えられることです。でも、私なら、私の力なら、常磐さんを絶対にお守りすることが出来ますわ」

「…………」

「ねえ、考かんがえ直なおしてくださいませんこと？」

　切せつ実じつな声に、潤うるんだ瞳。まともに目を合わせることが出で来きなくて、今度は俺が俯うつむく番になる。

「で、でもさ、華か泉せん礼れいさんと契約を結ぶということは、やっぱり、市いちの瀬せさんとの契約を破は棄きする、ということになるんだよな？」

「そう、ですわ」

「そしたら、華泉礼さんの気持ちはうれしいけど……、今のところは出来ない」

「どうしてですか？」

「市瀬さんは……たぶん、いろんなことを考えた上でこの争奪戦クラに参加したんだと思う。だから、俺の方から一方的に契約を破やぶるのは気が引けるというか……」

「なら……、そうなら！　私の思いは、どうなるんですの……!?」

「え？」

　唐とう突とつな、悲ひ痛つうな叫さけびにも似た声。

　驚きに顔を上げると、そこには、胸に手を当てながら目め尻じりにわずかに涙を溜ためて俺をじっと見つめる華泉礼さんの姿があった。

「私にも覚かく悟ごがありますわ！　決意がありますわ！　この争奪戦クラにかける思いは人一倍強いと自負していますわ！　ですが……ですけど！　常磐ときわさんは私のその思いをすべて無になさるとおっしゃるの？」

「それは……、そんなことは……」

　続けて言うべき言葉は見つからず、ただ惚ほうけたみたいに彼女の顔を見つめるほかない。何を言えばいいのか、どうすれば良いのか分からない。

「…………あ」

　と、華泉礼さんはハッとしてよろめくように二、三歩後あと退じさった。そして床へと視線を落とし、消え入りそうな声でぽつりと呟つぶやく。

「ごめんなさい……。私としたことが取り乱しましたわ」

　搔かき上あげた髪が指の間からはらはらとゆっくり零こぼれ落おちていく。

「とにかく……。私が申し上げたいことは、もう一度よくお考えいただきたい、ということだけですわ。どちらが常磐さんにとって安全な選択かということを。……それでは失礼いたします」

　ゆっくりお辞じ儀ぎをすると、薄うす闇やみの中に溶け込むように、キッチンから出て行く。

「はああ──」

　俺は今日きよう、何度目かになる大きなため息をつき、もやもやした気持ちで作業を再開。

　フライパンに張った重じゆう曹そう水すいを沸ふつ騰とうさせ、焦こげ付つきをあらかた浮かせてしまうと、あとはスポンジで一気に洗い落とし、壁に立たて掛かける。続いて濡ぬれ布ぶ巾きんを作り、テーブルを拭ふこうと後ろを振り向いて──

「い、いたの……？」

　市いちの瀬せさんがキッチンの椅い子すに座っていた。

　月明かりが差し込む部屋の中、洗いたての髪をバスタオルで丁てい寧ねいに拭ふき取とる姿は、どことなく艶つやっぽくてどきりとする。

　上下は緑みどり色いろのオーソドックスなパジャマだけど、サイズがちょっと合わないのか、手が途中まで袖そでの中に隠かくれてしまっている。

「湯ゆ加か減げんはどうだった？」

「……悪くなかったと思う」

「そ、そうか……」

　俺はつい無意識のうちに水道の蛇じや口ぐちを捻ひねって、手元の布ふ巾きんを意味もなく再び水に濡ぬらしてしまう。

「……手伝う……？」

「いや、いいよ」

　だけど、市瀬さんは椅子から立ち上がり、シンクまで歩いてくると自分で別の濡れ布巾を作り、コンロ周辺に飛とび散ちった油をごしごしと拭ぬぐい始はじめる。

「あのさ、ここはいいからさ。もう寝たらどう？」

「……ううん。いいの」

　やがて、

「…………くちゅん！」

　小さなくしゃみが飛び出した。

「ほら、言わんこっちゃない。湯ゆ冷ざめするぞ」

「……平気」

「昨日きのうだって倒れたじゃないか。それにこのままだと風か邪ぜひくぞ」

　小さな手から布巾を取り上げると、細い背中を押してキッチンから出るように促うながすが、彼女はどことなく不安そうな表情でじっと床の一点を見つめたまま、そこからびくとも動こうとしない。

「市瀬、さん……？」

「……常磐ときわくん」

　ぽつりと呟つぶやいたかと思うと、突とつ然ぜん、彼女は俺に顔を向け、ふふっ、と口元に笑えみを浮かべた。初めて見る笑顔かもしれない。

「……さっきの話、ちょっと面おも白しろかったな」

「へ？」

「……喧けん嘩かする者、食うべからず、っていうの」

「ああ、あれ」

「……常磐ときわくんにも妹さん、いたんだ」

「ああ。今は、親おや父じと一いつ緒しよに外国に住んでいるけどな」

「……そっか……」

　どうしたんだろう。今晩の市いちの瀬せさんは、少しヘンだ。自分から話題を出してくることなんて滅めつ多たに無いのに。

　でも、次の瞬しゆん間かんにはその笑えみはすっ、と搔かき消きえ、小さな口から吐と息いきのように呟つぶやきが漏もれる。

「……あたし、自分勝手だよね……」

「え……？」

「……普通に考えたら、常磐くんが怒って当然のことを、あたしはしてる」

「何が？」

「……あたしが契約したことで、常磐くんにはすごい迷惑をかけている。所しよ有ゆう者しやが落おち零こぼれのあたしで、常磐くんは納得できないと思う」

　自分の耳を疑った。どうして突とつ然ぜんこんなことを言い出すんだろう。

　なぜか彼女が今にも泣き出してしまいそうな気がして、どうすればいいか分からなくなり、くるり、と背中を向けて金だらいの中でじゃぶじゃぶと布ふ巾きんを洗い始める。

「あの……さ、正しよう直じきに言うと争奪戦クラそのものは迷惑極きわまりないんだけど、でも、俺は市瀬さん個人を迷惑だとは思っていない。それに、なんていうか、頑張っている人の役に立てることって、そんなに悪いもんじゃないと思うし、さ」

　じゃあじゃあと、水の流れる音だけがキッチンの中でやけに大きく響く中、やがて、彼女はぽつりと、けれども少し嬉うれしそうな声で、

「……ありがとう……」

　それだけを言うと、まるで猫のように音を立てずにするりとキッチンから出て行った。

　市瀬さん、もうちょっと肩の力を抜いてもいいと思うんだけどな。

　俺は蛇じや口ぐちを閉め、ふう、と、今日きよう、十何回目かのため息をついた。
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　薄うす闇やみの中、哀かなしげな顔をした華か泉せん礼れいさんがじっと俺を見つめている。彼女の手がゆっくりと伸びてくる。なんでこんなところに彼女がいるんだろう。ぼんやりとした頭で考える。……あ、そうか。これは夢か。




　──ドスッッッッッッッ！




　目の前に短剣が突つき刺ささった。

「って、ううわああああ────っ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような叫さけび声をあげてしまう。

　ゆ、夢じゃないっ!?

　そのとき、トタタタタッという別の足音がして、誰だれかが部屋に飛び込んできたかと思うと、続いて、キンッ、ガンッという金属音同士がぶつかりあう音が響きはじめる。

「ちょ……、ちょっと、なんなんだよ!?」

　転ころげ落おちるようにベッドから降り、天てん井じようからぶら下がった蛍けい光こう灯とうのスイッチを引くと、目の前では、疾風はやてを構えた市いちの瀬せさんとサイズを振り上げた華か泉せん礼れいさんが互いに睨にらみ合あっていた。

「どうして二人がここにいるのんだ!?」

「……常磐ときわくんを守るため」

「常磐さんを守るためですわ」

「守るって……。いったい、何がどうなって──!?」

「……華泉礼さんが部屋を出て行くのに気づいたから、後ろからついて行った。そしたらこの部屋に入って、常磐くんの上に覆おおい被かぶさり、強ごう引いんに契約を行おうとした。卑ひ怯きようだよ。寝込みを襲おそうなんて」

　顔を真っ赤にした華泉礼さんが黄金こがね色いろの髪を振り乱しながら、サイズをびゅん、と振り下ろす。

「寝込みを襲うなんて人聞きの悪い言い方をしないでくださる!?　確かに私らしくないやり方なのは確かですわ！　ですが、事態が一いつ刻こくを争う以上、仕方がなかったんですの！」

　直後、横に薙ながれた疾風はやての刃が華泉礼さんの喉のど元もとに突つき付つけられる。

「ぐっ……」

「……一刻を争う事態って何？　そんなことはじめて聞いた。あなたたち水のリネージは一体何を企くわだてているの？」

「二人とも、落ち着けよっ！　戦うのは駄だ目めだってさっきも言ったじゃないかっ！　でないと、朝飯抜きにするぞっ!!」

　その言葉に市いちの瀬せさんは一いつ瞬しゆん「うっ」と声を詰つまらせるものの、すぐさま首を横にぷるぷる振り、エメラルドグリーンに輝く指ゆび輪わを俺に向けてかざす。

「……常磐くんはあたしの所しよ有ゆう物ぶつ。奪うばわれそうになったら守るのは当然のこと。そして、奪おうとする華泉礼さんと戦うのも当然。それが争奪戦クラに参加するソールの務つとめ」

　キンッ！

　疾風が大おお鎌がまによって跳はね上あげられ、二人はそれぞれ部屋の隅すみに降り立ち、対角線上で睨にらみ合あう。

「……それと華か泉せん礼れいさんに、聞きたいことがある」

「なんですの？」

「……争奪戦クラは、当事者同士の戦いで争われるべきもののはず。直接的にリネージ内の他の者の援助を受けるのはルール違反」

「それがどうかいたしました？　現に今、私とあなたは一対一で正々堂々勝負しているではありませんか？」

　解げせないとばかりに華泉礼さんの眉まゆがひそめられる。

「……そう。なら、これはどう説明するの？」

　疾風はやてが宙を飛び、ベッドの脇わき、カーテンのかかった窓を粉こな々ごなに砕くだく。

「ちょっと市いちの瀬せさん、何するんだよ!?」

「……外を、見て」

　砕かれた窓の外に視線を移して、ハッと息を吞のむ。

　そこには再び、今まで何度か見た光景──赤い雲が低く垂たれ込こめた空が広がっていた。

「これって華泉礼さんが……？」

　けれど、華泉礼さんの瞳は動どう揺ように揺ゆれ、唇を震ふるわせながら首を横に振る。

「違ちがう……。私ではありませんわ」

「えっ？」

「他のソールがやってきたんですわ！」

　次の瞬しゆん間かんだった。

　大音響とともに壁全体が吹ふき飛とび、大きな破片のいくつかが俺の脇わきをかすめていく。そして、その突つき抜ぬけた壁の向こう側に、硝子ガラス製せいの巨大な拳こぶしが覗のぞいている。あれが壁を破は壊かいしたのだ。

　俺はその場にぺたんと尻しり餅もちをつく。

　家の外に硝子製の巨大なゴーレムが立っている。その肩には、この前デパートで見かけたあの黒いゴスロリ服を纏まとった少女が冷たい微笑ほほえみを浮かべてちょこんと座っていた。ただし、この前と違うのはその手に先端が凶きよう悪あくなほど鋭く尖とがった三本の槍やりになった、彼女の背せ丈たけほどもある武器が握られているということ。

　生なま暖あたたかい風が吹き、ツインテールにまとめた彼女の赤い髪がふわりと靡なびく。

　ふと俺と目が合うと、彼女は口の端はしを吊つり上あげてにいい、と笑った。

「ユウリ、あなたっ！」

「お嬢様、残念ですけど時間切れとなりました。誠せい一いち郎ろう様が昨日きのうおっしゃった通り、水のリネージは、ユウリをこの争奪戦クラのソールとして新たに派は遣けんしました。つまりこの時刻をもって、お嬢様は今回の争奪戦クラからは外はずれていただくということです」

「くっ！　そんなこと……」

　華か泉せん礼れいさんと市いちの瀬せさんがそれぞれの得え物ものを手に俺を庇かばうように前に出る。

「あれ？　お嬢様、まさかユウリと戦うおつもりですか？　とすると、それは誠せい一いち郎ろう様への、ひいては水のリネージに対する敵対行為と見なされることになりますよ？　権ごん之の助すけ様への処分も避けられないと思われますが」

　ユウリが手袋をはめた左手で口くち元もとを押さえ、くすくす、笑う。

「それに、万が一にもお嬢様が抵抗された場合、ユウリはそのスコルの身の安全を保証することが出で来きなくなります。それでもいいんですか？」

「うっ……」

　華泉礼さんが小さく呻うめいてサイズの切きっ先さきを床に降ろす。

　直後、

「なっ!?」

　なんの前触れも無くゴーレムの手が振り下ろされ、市瀬さんの小さな体が木の葉のように吹ふっ飛とんだ。

「……がっ……はっ!!」

　背中から壁に叩たたき付つけられ、そのまま床へぐしゃりと崩くずれ落おちる。

「んふふ。他た愛あいもないですね。どうしてお嬢様はこんなソール相手に苦戦されていたんですかね？」

「市瀬さんっ!?」

　駆け寄ろうとし、

『ンガァァァァ──!!』

　背後に感じた風圧に振り向くと、目前にゴーレムの右手が迫せまっていた。あっという間に俺の体は鷲わし摑づかみにされてしまう。

「うわっ、わっ!?　ちょっ、何すんだっ!?」

　無む駄だな努力とは分かりながらも、両足をばたつかせて、硝子ガラス製せいの手を殴なぐりつけるが、俺の体はそのまま高く持ち上げられてしまう。

「常磐ときわくんっ!?」

　地面に降り立った市瀬さんが疾風はやてでゴーレムの脚部に斬きりかかるが、逆に巨大な脚に蹴けり上あげられ、壁に体を打ち付けて、そのまま地面に落下する。

「市瀬さん───っ!?」

「くすくすくす。お兄にいちゃん、安心してよ。争奪戦クラでは原則、殺しは禁止。すぐには追ってこれないように適度に痛めつけるだけだよ」

　冷れい酷こくな言葉とともに、ゴーレムの足が転ころがっている市瀬さんを踏みつける。

「……うぅっ！」

　みしみしと音がして、硝子越しに市瀬さんの小さな体が地面にめり込んでいく。

　端たん正せいな顔が苦痛に歪ゆがみ、額ひたいに一筋の汗が流れた。

「やめろっ！　やめてくれっ！」

　冷酷な笑えみを浮かべているユウリに向かって無む我が夢む中ちゆうで叫ぶ。

「わかったよ。これくらいにしておくよ、スコルのお兄にいちゃん」

　すぐにゴーレムの足が退どけられるが、市いちの瀬せさんはぴくりとも動かない。

「その代わりにお兄ちゃんにはユウリと契約をしてもらうから」

「契約……、って、うお!?」

　俺の体がユウリの目の前に運ばれていく。

「お兄ちゃん、左手を出してくれますか？」

「えっ……!?」

　左手……って？　まさか……。

　彼女がしようとしていることに気づいた俺は、ゴーレムの手から逃のがれようと必死でもがくが、──「ぐえっ」──握にぎり締しめる力はますます強くなる。

　そうこうしているうちに、すっと伸びてきたユウリの手が俺の左腕を摑つかんで捻ひねりあげる。

「いでででででっ!?」

　そして、彼女は己おのれの掌てのひらにダークパープルのリングを出現させると、それをゆっくりと俺の左薬指にはめ込んでいく。紫色のリングが、市瀬さんとの契約の証あかしとして皮ひ膚ふの中で輝いている緑色のリングの上に重なったその瞬しゆん間かん、

「つっ!?」

　皮膚に焼けるような痛みが走り、俺の指から市瀬さんのリングが弾はじけ飛とんだ。草原の色をしたリングはそのまま放ほう物ぶつ線せんを描きながら地面に落下し、未いまだ倒たおれ伏ふしたままの市瀬さんのそばへところころ転ころがっていく。

　一方、薬指の皮膚の下では、ダークパープルの指ゆび輪わが新たに妖あやしく光り輝きはじめる。

「これで、お兄ちゃんは晴れてユウリの所しよ有ゆう物ぶつとなったわけですよ」

「……なっ!?」

「ふふふ。さて、お嬢様、お屋や敷しきに戻りましょう。早さつ速そく、誠せい一いち郎ろう様にご報告しなくてはいけませんからね」

「………………」

　けれど、華か泉せん礼れいさんはサイズの先端を床につけて、じっと俯うつむいたまま。

「お嬢様？」

「わかりました、わ……」

　サイズを消失させると、無言でゴーレムが差し出した巨大な左手に乗る。
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　そのとき、一いつ瞬しゆん、俺と目が合った。彼女は何かを言おうとして、けれど、口はつぐまれ、目が逸そらされる。

「それじゃあ風のお姉ねえちゃん、さようなら！」

　ユウリの声に、市いちの瀬せさんが力なく上半身を起こし俺たちを見る。大きく見開かれた瞳に、きつく嚙かみ締しめられた唇。

　一生忘れられないと思う。

　と…………わ………く………っ！

　市瀬さんの声が聞こえたかのように思えた次の瞬しゆん間かんには俺たちを乗せたゴーレムの体が風に乗り赤い空目指して上昇しはじめた。

　びゅうびゅうびゅう。

　ゴーレムは風を切りながら、空を高く、高く飛んでいく。

　眼下の俺の家が、町並みが小さく小さくなっていく。

　そして、本当に情け無いのだけれど。

　目のくらむような高さに俺はそのまま意識を失った。













第六章　指輪で繫がる絆りんぐ＆りんく！







　これは夢だ、悪夢だ。そう考えてもう一度目を瞑つむる。

　起きなきゃ学校に遅ち刻こくするぞ、と強く心で念じながら目を開けさえすればいい。そうすれば、今さっき俺が目にした悪夢のような光景は跡あと形かたもなく消え失せ、そこにはいつもの自分の部屋があるに違ちがいない。自分の首に巻かれたごっつい首くび輪わも、首輪と柱をつなぐ鎖くさりも、跡あと形かたもなく消え失せているはずだ。

　──と、突とつ然ぜん、キィ、と扉とびらが開く音とともに、誰だれかが部屋に入ってくる気配がした。

「あれ、お兄にいちゃん、もう目が覚めたんですか？　もう少し寝ていても良かったんですよ？」

　目を開くと、そこには袖そで口ぐちやスカートの端はしにたくさんのフリルがついた黒いゴスロリ衣装を身に纏まとった少女。絶望感に襲おそわれる。夢じゃない。

「き、きみは……」

「お兄ちゃんの新しい所しよ有ゆう者しやですよ」

　ユウリは左薬指で鈍にぶく光っているダークパープルのリングを俺に見せ、くすくすと笑う。

「俺をどうする気だ？」

「すいません、それはユウリには分からないんです。なぜなら、ユウリは上の人の命令に従したがって動くだけ。ユウリが現時点で受けている命令は、スコルであるお兄ちゃんと契約を結びなさい、というところまで。今は新しい指示が来るのを待っている状態なのです」

　そう言いながら唇を歪ゆがませ、意い地じ悪わるそうな笑えみを俺に向ける。

「上の人？」

「ええ。水のリネージの上の人です。普段はそんなに争奪戦クラに口を挟はさむような人じゃないんですけどね。今回は特別です」

「特別……って、どういうことだよ？」

『それは、私の方から説明しようか』

　突然、部屋中に若い男の声が響き渡ったかと思うと、部屋の片かた隅すみにあった姿すがた見みがまるで鮮明なディスプレイのように、ソファに座った一人の細身の日本人男性の姿を映うつし出だした。

　年の頃は三十代前半くらいだろうか。チャコールグレーのスーツを着こなし、組んだ足の先ではブラックの革靴が光こう沢たくを放はなっている。

　縁ふちなし眼鏡めがねの奥に覗のぞく冷たい目に睨にらまれ、俺の背中に冷や汗が伝った。

『はじめまして。常磐ときわ祐ゆう樹き君。いつも妹が世話になっているね』

「い、妹……？」

「この方は華か泉せん礼れい誠せい一いち郎ろう様。お嬢様の実のお兄様に当たられます。現在はカセンレイ・フィナンシャル・ヨーロッパのＣＥＯを務つとめられており、来年度の株主総会においては、カセンレイ・ホールディングスの総そう帥すいに選出されるご予定です」

　なるほど言われてみれば、確かに映像の中の人物と華か泉せん礼れいさんはどことなく雰ふん囲い気きが似ている。特に目の辺あたりなんかはそっくりだ。

『さて、常磐ときわ君』

　男性は足を組くみ直なおし、

『私はあまり回りくどい言い方が好きではない。だから、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。──どうか我が水のリネージ、そしてカセンレイグループに君の力を貸して欲しいんだ。もちろん、君の貢こう献けんに対してはそれなりの報ほう酬しゆうを支払うことをお約束する。どうだね？　協力してくれるかね』

　眼鏡めがねの奥に覗のぞく鋭い眼まな差ざしは、言外に、拒こばむという選せん択たく肢しは無いのだよ、ということを伝えている。

「いきなりそんなことを言われても。それに、何をすればいいのか全然分からないし」

『何、そんなにむずかしいことじゃあない。君はユウリの指示に従したがって、我がリネージの持つ武器を進化させる手伝いをしてくれさえすればいい』

　進化させる？

　数日前、俺は市いちの瀬せさんとともに、彼女が持つ武器・疾風はやてを鉱物と掛かけ合あわせて進化させようとして上う手まくいかなかったことを思い出す。

『君も知っての通り、進化の作業においてはソールとスコルの双方に多大な負ふ荷かが掛かかる。けれども、安心してほしい。水のリネージ直属のソールであるユウリの実力は、我がリネージにおいても三本指に入るくらいだ。もちろん、我が愚ぐ妹まいなど足あし下もとにも及ばない。君にはほとんど負担を掛けることはないだろう』

「でも、俺の方にそんな力が無いと思うけど……」

　クククッ、と彼が笑った。

『常磐君、人は自分のことほどよく分からないというが、君はまさにそれだね。君は特別で、かつ強力なスコルなんだよ。我々水のリネージの上層部が喉のどから手が出るくらいほしがるほどのね』

「特別……？」

『今回の争奪戦クラが開始されたとき、我がリネージの古こ老ろうがこんな託たく宣せんをしたんだ。今度のスコルは近年まれに見る強大な力の持ち主だ、ゆえに彼を獲かく得とくすれば、ソール個人はもちろんのこと、我がリネージにおいても、他を凌りよう駕がする力を手に入れることができるだろう、とね。事実、君は我々に驚くべき能力を見せつけてくれている。たとえば、君が美み奈なの作ったゴーレムを消してしまったこととかね』

　そういえば、確かに昼間、プールから現れた華泉礼さんのゴーレムを消したような記憶がある。とはいえ、あのことをすごいことだと言われてもいまいちピンと来ない。

『もっとも、美み奈なが君と接触したことは想定外の出で来き事ごとだったことは言っておかねばならないな。元々、我がリネージとしては、最初からユウリに君を所しよ有ゆうさせるつもりだったんだよ。それが、恥はずかしい話だが、妹が要いらぬことをしてくれたおかげで、ここまで来るのに余よ計けいな時間を費ついやす羽は目めになってしまった。リネージの幹部連中もこれにはたいそうご立りつ腹ぷくだよ』

　不ふ意いに、華か泉せん礼れいさんがときおり見せる思おもい詰つめたような表情を思い出した。彼女はこの争奪戦クラに人一倍思い入れがある、と言っていた。そして、実際、兄であるこの男性の言うことに逆さからってまで、争奪戦クラに参加していたというわけだ。一体、どうしてなんだろう。

　けれど、それよりも何よりも今の話には一つ大きな疑問がある。

「あの、変な聞き方かも知れないですけど、さっきからお兄にいさんは、自分の所属組織のためなら実の妹を切り捨てることくらいなんとも思っていない、っていうふうに聞こえるんですけど、それは俺の思い過ごしですか？」

『ふふ、君はずいぶん直接的なものの言い方をするね。さすがに今回の美奈の行動について私が何も思っていないといったら噓うそになる。ビジネスにおいて公こう私し混こん同どうは避けなければならないからね。ただそれ以上に、リネージが君を獲かく得とくするという意志決定をした以上、私はそれを自分のミッションとして完かん遂すいしなければならない、という思いの方が強いかな』

　鏡の向こうに冷たい笑えみが浮かぶ。

　俺は直感的に確信した。この人の言うことだけは、聞いてはいけない。

「折せつ角かくのお話ですけれど、お断ことわりします。俺はユウリさんの指示に従したがうことはできません」

『そうか。でも、君は争奪戦クラのルールをあまりよく分かっていないと見える。スコルがなぜソールの所しよ有ゆう物ぶつと言われるのか。それは、スコルがソールの命令に反することはできないからなのだよ』

　そう言って、誠せい一いち郎ろうさんがユウリの方を向きコクリと頷うなずくと、ユウリの指が俺の左手の指ゆび輪わに伸びる。

「……………っ！！？？」

　刹せつ那な、左薬指に激痛が走った。指を見ると、指輪の部分の皮ひ膚ふがぱっくりと割れて、中からどす黒い血がだらだらと流れている。続いて、心臓が一いつ瞬しゆんどくん、と跳はねたような気がした。体内の血液が勢いよく全身を駆かけ巡めぐり始め、顔から、背中から、手から、足から、一気に汗が噴ふき出だした。まるで体中の汗かん腺せんがすべて開いてしまったかのようだ。

　早はや鐘がねのような鼓こ動どうに加えて頭の中がまるで煮にえ立たつかのような感覚を覚え、俺はその場にへなへなと座り込む。

「お兄ちゃん、ソールは、契約のリングを与えたスコルを殺すこともできるんですよ？　自分の意いに添そわない行動をとるスコルをこらしめるためにね。まるで西さい遊ゆう記きみたいですよね」

　くすくすくす、と笑いながらユウリが顔を俺のそばに近づけてきて囁ささやく。

「もし、お兄にいちゃんが死んでもユウリの、いえ、誠せい一いち郎ろう様の命令には従わない、というのなら、このまま制裁を続けることにします。でも、そこまでの覚かく悟ごはお持ちではないでしょうね？」

　その途と端たん、ウソみたいに今までの苦痛から解放され、心臓の鼓こ動どうは再び落ち着きを取り戻し始めた。

「……はぁ、はぁ、はぁ……」

　その場にごろんと仰あお向むけになり、大きく息を吸い込む。まだ少し頭が揺ゆれている。

『手て荒あらな手段を使ってしまってすまないね。でも、君が我々の言うことさえ聞いてくれれば、今後、こんなことはしないと約束するよ。……さてとユウリ、武器とマテリアルはすでにそちらに送っているから、常磐ときわくんの回復を待った上で、自分のペースで作業をはじめてくれて良い』

「了解いたしました」

　ユウリが恭うやうやしく頭を下げる。

『さて、私はこれから大事な来客があるのでね。失礼するよ』

　姿すがた見みがブラックアウトするとともに誠一郎さんの姿が消え、直後、そこには憔しよう悴すいしきった俺と涼すずしげな顔のユウリが映うつし出だされる。

　ユウリは目を細めて意い地じ悪わるそうに笑い、

「お兄ちゃんも疲れましたよね？　もう夜も遅いですし、ゆっくり休んでくださいね」

　そう言い残し、スカートを翻ひるがえしながら部屋から出て行った。







　犬の遠とお吠ぼえが聞こえ、思わず体をぶるりと震ふるわせた。

　鎖くさりにつながれたままの俺は不安のあまり寝付くことができないでいる。窓の外は血の滴したたるような空がひろがっており、相変わらずここがユウリの作ったシアターの中であることが分かる。薄暗い部屋の中、不ぶ気き味みに浮かび上がる部屋の調度品を見つめながらじっとしているしかない。

　市いちの瀬せさんは無事なのだろうか。

「はくしょん！」

　くしゃみをしてはじめて、あたりがだいぶ冷え込んできているのに気づく。

　と、そのとき、きぃ、と背後の扉とびらが開く音が聞こえ、全身が凍こおり付ついた。誰だれかが入ってきた。そして、ベッドへゆっくり近付いて来る。

　誰だろう。危害を加えられるかもしれないという恐怖に身を縮ませ、息を吞のむ。逃げ出したいが、両手両足を縛しばられている状態では何もできない。どうすればいいんだ？　全身から冷たい汗が吹き出る。

　そうこうしているうちに足音が背後で止まり、直後、体に何かが触れた。

「わあああああああ───────────────っ!?」

「きゃああああああっ!?」

　俺の悲ひ鳴めいに驚いた侵入者もまた悲鳴を上げて、その場にひっくり返る。

「お……、驚かさないでいただけませんこと!?」

「か、華か泉せん礼れいさん!?」

　床の上では胸元をレースで覆おおったナイトウェア姿の華泉礼さんが、手に毛布を持ったまま尻しり餅もちをついていて、真まっ赤かに染めた顔を俺に向けている。

「ど、どうしてこんなところに？」

「い、いえ、その……」

　気まずい沈黙。華泉礼さんが恥はずかしそうに俯うつむく。

　……かと思ったらいきなり顔をがばっ、と上げ、

「今夜は冷えましたので、さ、寒くないかと思って様よう子すを見に来て差し上げたのに、驚かすなんてひどいですわっ！」

「え。い、いや、そんなつもりは……って、うおっ!?」

　飛んできた毛布を顔面でキャッチし、そのまま後ろにひっくり返る。

「常磐ときわさんにはデリカシーというものがないんですの？」

　彼女は腕組みをし、つん、と顔を背そむける。

「わ、悪い」

「まあいいですわ。……私もあなたには謝あやまらなくてはいけないことがありますから」

　そう言って華泉礼さんは、窓のそばに置かれていたスツールに腰こし掛かけ、ふう、とため息をつく。その横顔は窓から差し込む月明かりに照らされ、気のせいかどことなく寂さびしそうに見える。

「今回の件は、色々と申し訳ないことをしてしまいましたわ。契約者は一時的にユウリになってしまいましたが、私……いえ、華泉礼家として常磐さんを守るという約束に変わりはございません。住む場所こそこの家になりますが、なるべく今まで通りの生活を保障いたします。学校にも行っていただけますし、ある程度は自由に行動していただくこともできますわ。もちろん、そのときは私たちの監かん視しが付くことになりますが」

「それで、何か仕事をしなくちゃいけないんだろ？」

「そのとおりですわ。お兄にい様から説明があったかと思いますが、常磐さんにはスコルとして水のリネージの仕事を手伝っていただくことになります」

「そんなこと、俺なんかに出で来きるわけが……」

「常磐さんの力であれば大したことはないと思いますわ」

　彼女はぎこちなく微笑ほほえむと「ああ、そうですわ」と言いながらやおら椅い子すから立ち上がり、ポケットから取り出した何かを俺の手の上にそっと置いた。

　コバルトブルーのリング──華泉礼さんの契約のリング。

「これは……」

「当面、使うことはなくなったわけですから、常磐ときわさんに預けておきますわ。何かのお守り程度にはなると思います」

「でも」

「いいですから、そのままお持ちになって」

「あ、ああ」

　つまり、これは、華か泉せん礼れいさんは争奪戦クラから降りる、ということなのだろうか。よく分からないままとりあえずリングをポケットの中にしまう。

　と、突然、華泉礼さんが身み震ぶるいし、両手で自分の体を搔かき抱いだいた。

「それにしてもこの部屋、寒いですわね」

　俺は急いで自分の毛布を差し出す。

「風か邪ぜひくよ」

「い、いいですわ！　それは私が常磐ときわさんにお持ちしたもの。返されては意味がありませんわ」

「それもそうか」

「では、私は部屋に戻りますので」

「あ……」

　俯うつむき加か減げんにやや急ぎ足で部屋を出て行こうとする華泉礼さんを見て、一つ、気になっていたことを思い出した。

「できれば、一つ教えて欲しいことがあるんだ……争奪戦クラのことなんだけど」

「……え？」

　ぴたり、と足を止めて、改めてこちらを向く。

「争奪戦クラに負けて、スコルを奪うばわれたソールはどうなるんだ？」

「それって、市いちの瀬せさんのことを聞いてらっしゃるの？」

「ああ」

　途と端たん、ちょっと困こん惑わくしたように細ほそ眉まゆを寄せる。

「別にどうもなりませんわ。単にスコルを所しよ有ゆうしていないソールに戻るだけです」

「じゃあ、もう一度、争奪戦クラに挑いどむことは？」

「もちろん、可能ですわ」

「良かった。じゃあ、市瀬さんにもまだチャンスは残っているわけだ。……って、華泉礼さん……？」

　気づくと彼女は俯いて肩を震ふるわせ、両の拳こぶしをぎゅっ、と握りしめている。

「ど、どうしたんだ？　気分でも悪いの？」

「…………」

「だ、大丈夫？」

「何が……良かった……ですって……？」

　小さく、消え入りそうな声。

「え？」

「常磐ときわさんは、市いちの瀬せさんと契約することが、……そんなに大事だっていうんですの……？」

「か、華か泉せん礼れいさん？」

　顔を覗のぞき込こもうとした瞬しゆん間かん、ばっ、と彼女が横を向き、俺と目が合う。その明めい眸ぼうはなぜか涙に濡ぬれていて、

「もうっ……、知りません……わっ！　人が折せつ角かく心配して様よう子すを見に来たというのにっ！　もう勝手にしてくださいっ！」

　涙を飛とび散ちらせ、足早に部屋を出て行こうとする。

「ちょっと待てよっ！　何を怒っているんだよっ!?」

「別に……怒ってなんかいませんわっ！」

　そのときだった。

『ンガアアアアァァァァァァァッッッッ────ッ』

　咆ほう哮こうが部屋の中に轟とどろいた。そして、姿すがた見みがぐにゃりと歪ゆがみ、みるみるうちに硝子ガラス製せいのゴーレムへと姿を変えていく。

「うわわっ!?」

「え、何!?」

　ゴーレムの腕が伸びてきて俺の両足を摑つかみ、そのまま奴の右肩に乱暴に担かつぎ上あげた。

「な、何するんだよっ!?」

　部屋の外を目指して歩き出したゴーレムの背中を拳こぶしで叩たたくものの、もちろん止まるわけがない。そのまま廊ろう下かに出ると、体を右に向けずんずん進み続ける。

「華泉礼さん、こいつを止めてくれっ！」

「そ……、そんなこと、私に言われましてもっ！」

　と、そのとき、どこからかユウリの楽しげな声が聞こえてきた。

『お嬢様、緊急事態ですよ。風のソールがお屋や敷しきに侵入いたしました』

「えっ……!?」

「なっ!!」

『風のソールは、警備システムを突とつ破ぱ、今、そちらの方に向かっています。これからユウリが迎むかえ撃うつので、お嬢様はその子ゴーレムと、ユウリのスコルを安全な場所に隠かくしておいてくださいね』

「迎え撃つって、どういう意味だよ!?　って、うわっ!?」

　その直後、いきなりゴーレムがどかどか走りはじめ、激しく体を上下に揺ゆさぶられる。

「うわ、うわわわわわっ!?　と、止ま、止まれ、このっ!?」

　背の高いゴーレムは頭部で天てん井じようの照明器具を次々に破は壊かいしながら廊ろう下かを突つき進すすんでいく。

　階段まで行き着くと今度は躊ちゆう躇ちよなく昇り階段の途中にある踊り場に向けて跳ちよう躍やく。バランスを取りながら着地すると、即座にそこからさらに次の踊り場へ跳躍するという芸当を披ひ露ろうしながら、どんどん上の階へと登っていく。

「いったいどこに連れて行く気だよっ！」

　そして、最上階のフロアに到達すると、首を左右にめぐらせた。目指すべき場所が見つかったのか、再び廊下をどかどか走り始める。

　と、そのとき、前方の空間がぐにゃり、と歪ゆがんだ。そしてその中から、漏ろう斗と状じようの黒い雲──小さな竜たつ巻まきが出現する。

　竜巻は獣けものが唸うなるような轟ごう音おんを立てながら俺を載のせたゴーレムを目指し真っ直ぐに迫せまってくる。

『ンガガガガガァァァァァ────!!』

「うわ────!?」

　竜巻に飲み込まれたゴーレムの巨体が浮き上がったかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはそのままゆっくりと横倒しになり、それと同時に俺の体も空中に放ほうり出だされる。

　質量のあるものが倒れた振動で、壁やら天てん井じようの欠片かけらが土つち煙けむりとともに舞い上がった。

「と、常磐ときわさんっ！　何が起こったんですのっ!?」

　ようやく追いついた華か泉せん礼れいさんが、廊下の惨さん状じように狼狽うろたえる。

「俺もよく分からないんだが……」

　と、突とつ然ぜん、彼女の双そう眸ぼうが大きく見開かれた。

　その目線の先を追う。

「あなた……」

　倒れたゴーレムの向こうに、市いちの瀬せさんが立っていた。

「────市瀬さんっ!?」

　肩で息をしながら、怒りで目を吊つり上あげている。泥だらけの体のあちこちには赤あか黒ぐろい血が滲にじみ、身につけた制服の上下はあちこちが破やぶれていて、ここに来るまでの戦いの激しさを物語っている。

　そしていつもの淡々とした口調で、けれど、確かに怒りのこもった声で言う。

「……助けに来たよ」

　俺は彼女の元に駆け寄ろうとして、ずべん、と顔面からすっ転ころぶ。足を鎖くさりにつながれていることをすっかり忘れていた。

「……常磐くんを返して」

「と、常磐さんは、すでに水のリネージの所しよ有ゆう物ぶつですわ！　風のリネージの一員であるあなたにお渡しするわけにはいきませんの！」

「……じゃあ、奪うばい返かえすだけ。あの黒い服の子はいないの？」

「ユウリはいませんわ。ここは私が相手になります！」

「……華か泉せん礼れいさんに用は無いよ」

「な……」

「……今のあたしの相手はあの子。あの子が来ないなら、そのまま常磐ときわくんを連れて帰るだけ」

　華泉礼さんは言葉を失う。そして、一呼吸置くと、次の瞬しゆん間かんには怒りに全身をわななかせながら、手元に大おお鎌がま──サイズを出現させた。

「く……、屈くつ辱じよくですわっ！　私には用が無いですって……っ!?」

「……うん。だって、華泉礼さんは常磐くんをあの子に譲ゆずって、争奪戦クラから降りたんだよね？　常磐くんを守る気は無いんだよね？　なのに華泉礼さんはどうしてあたしの相手をするの？　もう関係ないよね？」

「い、……言わせておけばっ！」

　逆上した華泉礼さんが市いちの瀬せさんの頭とう頂ちよう部ぶ目がけて大鎌を振りかざす。

　ガギンッ！

　という激しい打だ撃げき音おんとともに火花が散ちり、疾風はやてがサイズの刃と重なる。ギギ、ギギギ、という刃と刃が擦こすれる耳みみ障ざわりな音が響く。

「私だって、好きでユウリに譲ったわけではありませんわっ！　あなたには分からない複雑な事情があるのです！」

　二人の体が一いつ瞬しゆん離れたかと思うと、再び正面から衝しよう突とつし、刃と刃が激しくぶつかり合う。

「私は由ゆい緒しよ正ただしき家系である華泉礼家の一員として、一族の発展にとって常に何が一番大切かを大局的に判断し、行動する必要があるのですわ！　あなたのように自分一人のことを考えていれば良いわけではないのです！」

　半なかば自分に言い聞かせるような、悲ひ痛つうな色を帯おびた叫さけび。

　振るわれた大鎌を、市瀬さんが目の前で受け止める。

「……つまり、それは結局、華泉礼さんが一番欲しかったのは常磐くんじゃ無かった、ということだよね。家の発展の方が大事で、それを手に入れるためには、常磐くんがどうなっても仕方ない、っていうことだよね？」

　強い光を宿す瞳が揺ゆれている。

　市瀬さんのその瞳は、自分はリネージの落おち零こぼれだと言っていた時の瞳に似ていた。

「……っ!?　そ、それは……」

　疾風が徐じよ々じよにサイズを押し込んでいき、華泉礼さんの顔が焦あせりに歪ゆがんでいく。

「……そんなの……、そんなのって、ないよ！　それだけは、あたし、絶対に許さないから！」

　市瀬さんが一歩前に大きく踏み込むと同時にサイズが弾はじき飛とばされる。ひゅんひゅんという風切り音とともに回転しながら飛んでいき、ガキッ、と刃先が壁に突つき刺ささる音が聞こえてくる。

「あ……」

　華か泉せん礼れいさんが信じられないとばかりに双そう眸ぼうを大きく見開き、その場に立ち尽くす。

「常磐ときわくんっ！」

　その隙すきに市いちの瀬せさんは俺の元へと駆け寄ってきた。

「…………って、後ろっ!!」

　そのとき、俺は彼女の背後に迫る影に気づいた。

　彼女が上半身を捻ひねりながら横に構えた疾風はやてで、間かん一いつ髪ぱつ、背後から襲おそいかかってきた銀ぎん色いろに鈍にぶく光る三みツ叉またの槍やりを受け止める。

「くっ！」

「ふふふっ！　お姉ねえちゃんもそんな傷だらけで、良くここまで来れましたよね？」

　黒い服を纏まとったユウリがくつくつと笑う。

「……常磐くんは返してもらうよ」

　市瀬さんは後方に飛んでユウリと距離を取って疾風を構かまえ直なおすと、そのまま相手目がけ斬きり込こんでいくが、上半身をわずかに動かされただけで躱かわされてしまう。

「落おち零こぼれ風ふ情ぜいが、笑わせてくれますね！」

　市瀬さんが左右から振り下ろす刃は次々に躱され、ついには、三本の刃によってがっちりと封ふうじられる。

「……うっ！」

「あははははっ！　そんな力でユウリのトライデントに勝てると思っているんですか？　今度はこちらから行きますよ！」

　直後、ユウリはトライデントを横に薙ないで市瀬さんを後退させると、三本の刃先をスクリューのように回転させながら、突進を開始する。

「……っ！」

　市瀬さんは回転する刃から逃のがれるべくとっさにバク転するものの、先端が彼女の制服のスカートの一部を切きり裂さく。着地したところに三本の刃がせまり、今度は横に転ころがって避ける。

「あはははっ、さっきまでの勢いはどうしました？」

　執しつ拗ようなまでの攻こう撃げきは、彼女に一いつ切さいの反撃の隙すきを与えない。

「……しまっ……！」

　気づくと市瀬さんは壁かべ際ぎわに追い詰められていた。

　そこへ凶きよう悪あくな鋭さを持つ三みツ叉また槍やりが振り下ろされ、咄とつ嗟さに体をよじって横に跳ちよう躍やくするが、

「ぐぅうっっ!!」

　つい数秒前までいた空間を貫つらぬいた槍によって生まれた風圧が、轟ごう音おんとともに背後のコンクリートの壁を大きくえぐり、市瀬さんの体を床の上にぐしゃりと叩たたき付つける。

　手から離れた疾風はやてが宙を飛んで遠くの床に突つき刺ささった。

「市いちの瀬せさんっ！」

　ユウリは艶えん然ぜんと上唇を嘗なめながら、余裕の表情でトライデントを構かまえ直なおしゆっくり歩いて来る。市瀬さんは立ち上がろうとするが、体に力が入らないらしく激痛に顔を歪ゆがめながら、ただ、顔だけを起こしてユウリを見つめるほかない。

「ああ、そうですね」

　不ふ意いにユウリが立ち止まり、顔だけ華か泉せん礼れいさんの方に向け、

「お嬢様、今のうちにスコルを連れて屋上ヘリポートに向かってください。ユウリはこのソールを倒してから行きますから」

「え……？」

　俺と華か泉せん礼れいさんの目が合った。

　彼女の瞳には明らかに狼ろう狽ばいの色が浮かび、動くことができずにその場に凍こおり付ついている。

「さあ、お嬢様、どうなさったのです？　ユウリの言葉はすなわち誠せい一いち郎ろう様の、そしてリネージ上層部のお言葉です。このスコルを使用すれば、我がリネージにおける武器製造能力は飛躍的に向上し、他のリネージを圧倒する戦力を持つことができるようになるわけです」

「…………」

「このスコルの獲かく得とくは我がリネージ上層部の絶対の命令。お嬢様が従したがわなければ、権ごん之の助すけ様のお立場はますます悪くなるばかり、と前に申し上げたはずですよ？」

「…………くっ」

　その言葉に華泉礼さんが意いを決したかのように俺の左腕を摑つかむ。

　そして。

「お断ことわりしますわ！　私は、自分が本当に望むものを見失うほど愚おろかではありませんっ！」

　そう言いい放はなつと、俺の左手からダークパープルの指ゆび輪わを引き抜き、割れた窓から外へと放ほうり投なげた。

「な、何をなさるのです、お嬢様っ!?」

　さっぱりとした表情で市瀬さんの方を向く。

「市瀬さん、こんなことを言うのは悔くやしいのですが、お礼を申し上げますわ」

「……え？」

「今、自分が一番望むことが何かを考えれば、私が取るべき行動は自おのずと決まります。私が今、一番欲するのは私自身が常磐ときわさんと契約を結ぶこと。確かに家のことも大事です。ですが、お祖じ父い様はおっしゃってくださいました。後々、後悔しないためにも、私は自分が信じた道を進むべきだ、と。ですから、争奪戦クラは昨日きのうの段階にまで戻させていただきます。そして、改めてあなたから常磐さんを奪うばいますわ！　さあ、市瀬さん、常磐さんを連れてお逃げになって！」

　華泉礼さんは壁に突つき刺ささったサイズを引き抜くと、ユウリに向かって突き進んでいく。

「くくっ……。あはははははっ！　やはりお嬢様は裏切りの道を選ばれますか！　水のリネージへ反はん旗きを翻ひるがえした代だい償しようは大きいですよ！」

　ユウリは口の端はしをにいっ、と凶きよう悪あくなまでに歪ゆがませると、体を反転させトライデントの先端部を裏切り者の体に向ける。

　直後、銀ぎんの三さん本ぼん槍やりと銀の大おお鎌がまの刃が交こう叉さ、剣けん戟げきの音が響く。

「……常磐ときわくん！」

　その隙すきに市いちの瀬せさんがよろけながらやってきて、疾風はやてで俺の四し肢しを拘こう束そくしている鎖くさりを切断する。

「……さあ、行くよ……！」

「でも、華か泉せん礼れいさんがっ……。置いていくことなんて出で来きるかっ！」

　その言葉に反応して、ユウリと刃を交まじえながら華泉礼さんが叫さけぶ。

「私は大丈夫ですわっ！　それよりも、常磐さん、今は市瀬さんの体力の回復を図はかる方が先です！」

　俺は改めて市瀬さんの全身を見る。

「………………」

　泥と血があちこちにこびりつき、服もあちこち破やぶれている。呼吸はひどく荒あらく、辛かろうじて立っているという状態だ。

　迷っている暇はない。

「華泉礼さん、絶対、あとで助けに来るからっ！」

　俺は市瀬さんと一いつ緒しよに廊ろう下かを元来た方向に走り出す。

　階段の手前で大きくよろけた体を支え、俺が引っ張るような形で階段を駆け下りていく。

　三階ほど降りたとき、突とつ然ぜん、市瀬さんが膝ひざから崩くずれ落おちるようにしてその場に倒れてしまった。

「い、市瀬さんっ!?」

　俺は息をするのも忘れ、転ころげるように彼女の側にかけよる。

「……市瀬さんっ!?」

「……う……うぅん…………」

　細い肩を摑つかんで、乱暴に仰あお向むけにひっくり返す。

　小さな顔からはすっかり血の気が失われていた。







「ここまで来れば当面は大丈夫かな」

　そこは屋や敷しきの中でも外はずれの今は物置として使われている部屋で、値が張りそうな調度品が多数置かれていた。

　部屋の奥にある大きな戸棚の裏に回り、背中に負おぶった市いちの瀬せさんを下ろし、絨じゆう毯たんの上に寝かせる。

「…………ん…………はぁ…………」

　傷口が痛むのか、ぴくんと体を痙けい攣れんさせ、顔を歪ゆがませて呻うめく。

　俺は唇を嚙かんだ。とにかく少しでも早く痛みを軽減させなければ。

　とはいえ傷口についた泥を落とすのに必要な水を確保しようにも、不幸にもこのあたりには水場が見あたらない。仕方なくポケットの中からハンカチを取り出し、顔から足にかけて、一通り目に付いた血と泥を丁てい寧ねいに拭ぬぐう。

「本当はちゃんと消毒しておいた方がいいんだけど」

　しばらくして、彼女がうっすらと目を開けた。

「……と……きわ……くん……？」

「あ。まだしゃべらないほうがいい。じっとしてて」

「……うん、……って、……えっ？」

　唐とう突とつに、がばっ、と起き上がり「……痛っ！」と顔をしかめた彼女を辛かろうじて支える。

「い、市瀬さん？」

　彼女の瞳は驚きに大きく見開かれ、ある一点を凝ぎよう視ししたまま動かない。

「常磐ときわくん……、そこ……、なんで怪け我がしてるの……？」

　目線の先はさきほどまでユウリの指ゆび輪わがはめられていた左薬指。昨晩、ユウリが俺の指に触れたときに出で来きた傷だ。

「ちょっと脅おどされただけ。たいしたことはないよ」

「……そう、なんだ……」

　呟つぶやき、後悔と寂さびしさが入いり交まじじったような、今まで見たことの無い表情を見せて俯うつむく。

　ハンカチの汚れていない部分を嚙かみ切きって包帯代わりに傷口に巻き付け、一通りの処置が終わると、あとは沈黙が場を支配した。

　庭の水すい銀ぎん灯とうの明かりが届くのは窓まど辺べだけで、部屋の奥では闇やみが澱おりのように溜たまっている。その中から今にも何かが飛び出してくるような気がして、思わず身み震ぶるいをする。

　当面は大丈夫だとは思うが、長なが居いをするのは得策ではない。そろそろ移動を考えなければ。……と、その前に。

「あのさ、あの子の指輪も取れたわけだし、今のうちにもう一度市瀬さんと契約した方がいいと思うんだが──」

　そう言いながら　市瀬さんに顔を向け、そして……驚き、狼狽うろたえた。




　──市瀬さんが、泣いていた。




　静かに。声を殺して。

　膝ひざを抱え、顔を伏ふせ、小さな肩を震ふるわせて。

　彼女の押し殺した嗚お咽えつだけが、部屋の中に静かに響く。

　やがて。

「……ごめん……なさい……。……ときわ……くん……、ごめんなさ……い……」

　弱々しい言葉が口から漏もれた。

「え…………？」

「……全部……、あたしが悪い……、こうなること、最初っから分かっていたのに……。落おち零こぼれのあたしなんかが常磐ときわくんと無理矢理、契約したりしたら……、常磐くんがひどい目に遭あうかもしれない……って、最初っから分かっていたことなのに……。あたしが自分のことだけしか考えていなかったから……」

　細い顎あごから雫しずくがぽたりと膝ひざ頭がしらの上に落ちる。そして、鼻をすする音。

「……ぐすっ……、せめて……、華か泉せん礼れいさんが手を出してきたとき、あたしが変に抵抗しないで……、素直に身を引いていれば、こんなひどいことにはならなかった……。……全部、あたしが出過ぎた真ま似ねをしたせい……。あたしなんかが常磐くんをほしがってしまったせい……。ぐすっ……、だから、罰ばちがあたった……、怖い目に遭わせて、そして怪け我がをさせた……。だから、もう契約は出で来きない、したくないの……。ぐすっ、……ごめ……んなさい……、ぐすっ……」

　あとは言葉にならなかった。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔を両手で覆おおい、ただひたすら、ごめんなさい、を繰くり返かえす。

　俺は彼女に触れることも出来ず、ただそこに突つっ立たっていることしか出来なかった。

　思い込みすぎだ。俺のことなんて、そんなに気にする必要はないのに。

　確かに俺だって争奪戦クラに巻き込まれたのは迷惑に思っている。でも、それは市いちの瀬せさんが気にすることじゃない。俺はたまたまスコルで、そして、市瀬さんはたまたまソールだった。だから、俺たちは契約することになった。ただ、それだけの話じゃないか。

　次第に苦にがいものが喉のど元もとにこみあげてくるのを感じる。市瀬さんは今まで何度も尋たずねてきた。自分みたいな落ち零れが所しよ有ゆう者しやで迷惑していないか、って。そして、そのたびに俺は迷惑じゃない、とは答えていた。でも、それだけじゃ、駄だ目めだったんだ。なぜなら市瀬さんはすごく真ま面じ目めで、頑張り屋で、他の人に頼るのが苦にが手てで、だからこそ、なんでも一人で抱かかえて解決しようとしてしまうわけで。

　とすると、ここで俺がやるべきことは──

「くくっ……、ははっ、あははははははっ！」

　手を叩たたき、次に床をどんどん叩き、我ながら馬ば鹿かじゃなかろーか、と思うほどのリアクションで思いっきり笑ってやった。

「あはっ、あははははははははっ！」

　いつの間にか彼女は泣き止み、きょとんとした顔で俺を見ている。

「……どうし、て……？」

「はは……、だってさ、市いちの瀬せさんが根本的なところで勘かん違ちがいしているからさ」

「…………え？」

「別に市瀬さんが俺と契約しようがしまいが、俺がスコルであるっていう事実は変わらなくて、そして争奪戦クラの対象であるっていう事実も変わらないわけだ？」

「……うん、まあ、そうだけど……」

「じゃあ、別にたとえ市瀬さんが俺と契約しなくとも、結局のところ、俺が怪け我がをさせられたり、誘ゆう拐かいされたりする可能性は無くならないんじゃないか？」

「でも。……でも！」

「市瀬さんは、こう言いたいんだろ？　もし、市瀬さんが最初から参戦していなければ、一番最初の契約者はそのまま華か泉せん礼れいさんになった。ユウリとかが出てくることもなかっただろうから、そっちの方がまだ安全だったかもしれない、って」

　瞳を揺ゆらしながら、市瀬さんはこくり、と頷うなずく。

「俺は市瀬さんと契約を結べて良かったと思っているよ」

「…………」

　ぽかんとしている市瀬さんの目をはっきりと見て言う。

「……そりゃ、最初は戸と惑まどったけどさ、でも、昼は市瀬さんとお弁当が食べられるし、夜も一いつ緒しよに食べられるし、……って、これじゃあご飯の話ばっかだな……、まぁ、なんていうか、やっぱり、……えーと、なんだ、んーと、……一応、男として、……か、可愛かわいい子といつも一いつ緒しよにいられるっていうのは、す、すごく楽しいことだし……」

　やば。

　話すうちに、段々自分の顔が赤くなっていくのがわかる。

「だから、なんていうか……、市瀬さんはもっと自分に自信を持ってもいいと、俺は思うんだ」

　市瀬さんが俯うつむき、そして腕で涙のあとをごしごしと拭ふき、消え入りそうな、けれど、はっきりとした声で言う。

「……常磐ときわくん……。ありがとう……」

「いんや、こっちこそ、ありがとう、な。助けに来てくれて」

「……うん！」

　泣なき腫はらした顔を上げ、鼻をちょっとすすり、満面の笑えみを浮かべる。

　そして、俺が差し出した左手をそっと手にとると、再び、今度はゆっくりと、エメラルドグリーンのリングを薬指にはめていく。







　それから三十分ほどして、俺たちは外に降り立った。初夏のひんやりとした空気が肌はだに触れ、草の露つゆが足を濡ぬらす。空に浮かぶ赤あか黒ぐろい月がやたらと不ぶ気き味みに俺たちを見下ろしていた。俺は市いちの瀬せさんの手を引き、頭を低くしながら林へと走り込んだ。ここを抜ければ道路に出るはずだ。

　下草を踏む音がやけに大きく響いているような気がして、それを聞きつけたユウリが今にも木々の切れ間から襲おそいかかってくるのではないかと冷ひや冷やする。後ろを振り返り、自分の右手を弱々しく握り返しながら懸けん命めいについてくる市いちの瀬せさんに声を掛かける。

「大丈夫か？」

「……うん」

　小さな声が返ってくる。その直後、急に彼女の手がすっぽ抜けた。俺はバランスを崩くずし、危あやうく前に転ころびそうになる。

「……おかしい」

　市瀬さんが呟つぶやく。

「何が？」

「……もうとっくに森を抜けていてもいいはず。来るときはこんなにかからなかった」

「ということは……」

　すごく嫌いやな予感がする。

「迷ったってこと？」

「……迷ったというよりは、迷わされたと言ったほうがいいかもしれない」

　俺はごくりと唾つばを飲む。

「……水のソールは、水の属性を持つ術を得意とする。だから、水そのものを用もちいた術のほかに、水と共通性がある属性の物質を扱あつかうこともできる。たとえば、透き通る特性が共通するガラスや、反射する特性が共通する鏡といったもの」

　過去の事例を思い出しながら、彼女が言わんとしていることに気づき、身み震ぶるいをした。

「……もしかすると、あたしたちは『巨大な鏡の檻おり』の中に閉じ込められたのかもしれない。林の中の巨大な『鏡』は、その中に多数の木々を映うつし出だす。さらに向かい合った別の『鏡』は、多数の木々の他に別の鏡面に映った木々を映し出す。そうして『森』が完成する」

「でも、それならこのまま歩き続けさえすれば、いずれ『鏡』そのものに突つき当あたるんじゃないのか？」

「……理り屈くつとしては。でも、あたしたちはさっきから同じ場所をぐるぐる回っている。『鏡』には近づけないような術が施ほどこされている、ということなのかもしれない」

「じゃあ、ここからは出られない、ってこと？」

「……それはないよ。出口は一つだけある。でも、それは意い図と的てきに用意された出口。そこを使えば必ず、彼女と戦うことになる」

「その出口って？」

　彼女は無言で頭上を指さした。




　──空。




　赤い月が不ぶ気き味みに俺たちを見下ろしている。

「……空に鏡を置いたら、当然、地面が映うつる。そうなっていない以上、空は開いている、ということ」

「そして、そこにユウリが待ち構えている……、と」

　こくりと市いちの瀬せさんが頷うなずいた。

「……上に登って彼女と戦い、隙すきを見て『風の矢』を放はなち上空から四方の『鏡』を割る。そうすれば外に出られる」

「でも」

　市瀬さんの体力はまだ回復していない。それなのに、今、ここでユウリと戦うのは自殺行為としか思えない。

　彼女は、首を横に振り、

「……上に行くしか、ないの。他の選せん択たく肢しはない」

「え……」

　地面を指さす。さっきまで普通の地面だったはずのその場所に、小さな水たまりが出で来きていて、そのちょうど真まん中なかあたりには、ちょろちょろという音とともに水がわき出ているのが見て取れる。

　そこだけではなかった。周まわりを見渡すと、いつの間にか同じような水たまりがいくつも生まれている。

「……今、あたしたちは大きな桶おけの底にいるようなもの。桶の一番底にいる物体を強制的に上に持ってくるにはどうすればいいか」

「桶を水で満たして浮かび上がらせばいい……？」

「……そう。だから、ここはあっという間に水みず浸びたしになる」

　どうやら事態は想定していた以上の、最も悪いシナリオに向かって動いているようだった。




　俺はここらで一番太くて高さのある広こう葉よう樹じゆを見つけ、その幹みきを伝って上に登ることにした。日の当たりにくい森の中にあっては比較的枝えだ振ぶりが良かったため、それほど苦もなく登ることが出来そうだ。

　昔から木登りはあんまり得意な方じゃなかったんだが、そうも言ってられない。

　幹みきに手を掛かけたとき、くいくい、と服を引っ張られた。

「どうしたの？」

「……あたしが先に行く。危ない」

「いや、そういうわけにはいかないだろ」

「……彼女が待ち構えていたら、常磐ときわくんじゃ太た刀ち打うちできない。だからあたしが先に登る」

「気持ちはうれしいけど……。やっぱり駄だ目めだ」

　市いちの瀬せさんは訝いぶかしげな顔をして首を傾かしげる。

「その……市瀬さん、スカートだし……見える」

　目をしばたたかせた後、「……常磐くんが上を絶対に見なければいいだけの話だと思うな」と言い、幹に手を掛けた。

　そんな無む茶ちやな。




　仕方なく市瀬さんの後をよじ登ることにした。

　十分に体力の回復していない彼女にとっては、木を登るだけでも一苦労のようで、時とき折おり手を休めては、すうはあ、と深呼吸を繰くり返かえしている。

　顔は見えないけれど相当辛つらそうだ。

「大丈夫？」

「……平気だよ」

　その声は消え入りそうなくらい小さい。

　上に行くにつれ、枝はだんだん細くなっていき、そのまま足あし下もとからぽきりといってしまわないか冷ひや冷やする。

　そうして、ついに俺たちは天てつ辺ぺんにたどり着いた。

　市瀬さんは広こう葉よう樹じゆの頂いただきから顔を突つき出だし、敵がいないことを素す早ばやく確認した後、俺にこくんと頷うなずき、そのまま上に上がってくるように促うながす。

「うおっ、これは……」

　三百六十度どこを見回しても延々と森が続いている。市瀬さんの予想通りだ。

「……やっぱり『鏡』に取り囲まれている。水位がここまで上がってくるのも時間の問題」

　視線を下に移すと、森の中はすでに水みず浸びたしになっていた。最も早はや『湖』と言って良いかも知れない。小さな波が木々の間を伝っていくのが見て取れる。

　呆あつ気けにとられていると、ちょんちょん、と腕をつつかれた。

「……常磐くん、あたしの後ろに立ってほしい」

「どうするんだ？」

「……これから『鏡』を壊こわす。その間、あたしを支えていて欲しいの」

「え、と？　こうか？」

　少しためらったものの、そんな余裕はないと思おもい直なおし、背後から両手で彼女の腰をしっかりと押さえる。
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　市いちの瀬せさんが右手を宙にかざし、空間に二本の線を引く。ぱちんと指が鳴らされると同時に、小さな竜たつ巻まきが巻き起こり、光とともに銀ぎん色いろの矢と弓へと変化を遂とげる。

　そして、弓に矢をつがえると森の向こうに向かって弓を引ひき絞しぼる。

　直後、ビュウウウンッ、という音を響かせて矢が解とき放はなたれた。『風の矢』は空気を切きり裂さきながら突つき進すすみ、そして、同じ『風の矢』が対向して飛来してきた直後、二つの矢は激しくぶつかり合い、刹せつ那な、森の上空全体に雷が落ちたかのような、どぉん、という音が響き渡る。

　矢の衝しよう突とつした空間にぴしり、と蜘く蛛もの巣す状の亀き裂れつが走る。

『鏡』に生しようじた亀裂は次第に速度を増して大きくなっていき、ついには、『鏡』のうちの一枚が大音響とともに崩ほう壊かいした。

「やったっ!?」

　森が途と切ぎれた向こう側に、街の灯りが見えた。

「あそこまで行けばこの森から出られるわけだよな」

　それに対する市瀬さんの答えは、しかし──

「……来た」

　直後、俺たちのいる大たい樹じゆの下に広がる湖こ面めんに大きな波は紋もんが広がり、ざぱぁ、という音とともに大きな水柱が立ち上がり、その中からゴーレムが姿を現した。

　その肩の上ではツインテールと黒服を靡なびかせたユウリが冷たい微笑ほほえみを浮かべている。

　いや、ユウリだけではない。

　もう一人。

「は、離しなさいっ！　ユウリっ！　私をこんな目に遭あわせて、後でどうなるかわかっているのっ!?」

　紐ひもらしきものでゴーレムの首にぐるぐる巻きに縛しばり付つけられた華か泉せん礼れいさんが、怒ど気きを全身から発散させながらもがいている。

「ユウリは誠せい一いち郎ろう様から全権を委い任にんされています。特に問題はありません。すべて片付くまでそこで大人おとなしく見ていてください」

「ううっ、今に後悔させてあげますわ！」

「そういうことは、ユウリに勝ってから言ってくださいね」

　ユウリはくすす、と笑いながら、俺たちに顔を向ける。

「さて、お姉ねえちゃんはこれからどうするつもりですか？　大人しくそのスコルをこちらに渡してくれるなら、命だけは助けてあげてもいいですよ？」

　答えの代わりに、市いちの瀬せさんは疾風はやてを体の前で構える。

「……常磐ときわくんは、あなたには絶対に渡さない」

「ふうん、ここまで意い固こ地じになれるとはねえ。落おち零こぼれソールのくせに本当に感心しますよ。それじゃあ仕方ないですよね？」

　妖あやしくにたあ、と微笑ほほえんだその直後、ユウリがゴーレムの上から搔かき消きえる。そして、次の瞬しゆん間かんにはトライデントを突つき込こもうと俺たちの目前に迫せまっていた。

「何っ!?」

「……っ!!」

　想像を遥はるかに超えるスピード。市瀬さんが俺を庇かばうように前へ出る。

　だが、ユウリは予想外の行動に出た。

　空中を急降下したかと思うと、槍やりを横に薙なぎ払はらい、俺たちが立っている大樹の幹みきを切断したのだ。

　木が湖こ面めんに向かってゆっくりと倒れていく中、俺は両腕と両足で必死に幹にしがみつく。着水の瞬間全身に水をかぶったものの、水中に落ちるのだけはなんとか免まぬかれる。

「市瀬さんっ!?」

　顔を上げると、彼女がユウリのトライデントと格闘している光景が目に飛び込んできた。

「……ぐっ！」

　ガキンッという音とともに疾風が宙にはじき飛ばされ、湖みずうみの中に没ぼつする。

　俺は何かを叫びながら、体育の時間の平均台の練習のときよりも遥はるかに上う手まくバランスをとりつつ市いちの瀬せさんに向かって幹みきの上を疾しつ走そう。そして、今まさに彼女を貫つらぬこうとしていたユウリの前に両手を広げて立ちふさがり、

「やめろっ！」

「スコル、そこを退どきなさい」

　首にトライデントの刃が押し当てられる。氷のような感触に全身が総そう毛け立だつ。

「それとも、このままユウリと一いつ緒しよに行きますか？」

「い、市瀬さんに手出しをしないと約束するなら！」

　ユウリがにやりと笑う。

「交換条件というわけですか。でもそれはユウリにはなんの得も無い条件ですね。なぜなら、今、ユウリはお兄にいちゃんたちに対して圧倒的に優位なんですから」

　彼女はそう言うと同時に片手で無む造ぞう作さにひゅん、と槍やりを振りおろした。

「ぐ……はっ？」

　苦く悶もんの声は後ろから聞こえた。

　市瀬さんがぐらりと体を傾かたむけ、盛大な水みず飛沫しぶきを上げながら水の中に落ちた。

「市瀬さんっ!?」

「さあ、お兄ちゃん、行きますよ？」

　差し出されたユウリの手を無理矢理振り切り、俺は市瀬さんのあとを追って無む我が夢む中ちゆうで湖みずうみの中に飛び込む。

　水の底に沈しずんでいく市瀬さんの体は、やがて上う手まい具合に張り出した木の枝に引ひっ掛かかって止まる。息苦しさに耐えながら必死で彼女の手首を摑つかむと、両足で幹を蹴けり、水面に向け上昇を開始する。

　あと少しで水面に到達すると思ったそのとき、突とつ如じよとして水中に激しい衝しよう撃げき音おんが響き渡り、目の前が沢たく山さんの気き泡ほうで埋うめ尽つくされた。

「……っ!?」

　目の前が何も見えなくなり、続いて起こった激しい水流の変化に体が翻ほん弄ろうされ、その拍ひよう子しに大量の水を飲んでしまう。

「むががっ!?」

　パニックに陥おちいりそうになりながらも、市瀬さんの手だけは離すまいと両手で必死に握にぎりしめた直後、巨大な何かが俺たちの体を拘こう束そくして一気に水中から引きあげた。

　その正体は、ゴーレム。俺たちを追って水中に巨大な手を突つっ込こんできたのだ。

「市瀬さんっ！」

　意識を失ってぐったりした市瀬さんの体はびっくりするほど冷たい。顔からは血の気がひいて、唇は真っ青だ。

　名前を呼んでも、反応は無い。

「お兄にいちゃんも手こずらせてくれますね。でも、まあ、無事に捕つかまえられたことだし、このまま、リネージにお連れします」

　ゴーレムの肩の上からユウリの冷たい声が聞こえる。

　そのとき、

「常磐ときわさんっ！」

　華か泉せん礼れいさんの声が聞こえた。

「お守りを……、私の『契約のリング』をお使いになって！」

「え……!?」

「先ほどお渡ししたあのリングですわっ!!」

　俺は自由に動かせない手をなんとかポケットに突つっ込こむと、華泉礼さんから手渡されたリングを取り出す。

「こ、これを、どう使うって!?」

「薬指にはめるんですの！　市いちの瀬せさんのリングと重ねづけすることで、一時的に二重契約にするんですわ！　私は仮契約扱あつかいとなり、本契約の市瀬さんを補助する働きをいたします！　ですが、二重契約は絶対に十分以内にとどめること！　それ以上は……って、ユウリ……っ！　何するのっ!?」

「お嬢様、お黙りください！」

　ユウリが慌あわてて華泉礼さんの口を塞ふさぐ。

「に、二重契約!?」

「むぐっ……、はや……くっ！」

「ええいっ！　もう知るかぁーっ！」

　やぶれかぶれで華泉礼さんのリングをはめたその直後──、

「うわわっ!?」

　薬指が高熱を発し、燃え上がるかのような錯さつ覚かくを覚える。

　けれどそれは一いつ瞬しゆんのことで、そのすぐあとには全身に熱が行き渡り、得え体たいの知れない力がわき上がってくる。

　俺の体からまるで何かの信号を発するかのようにエメラルドグリーンとコバルトブルーの光が交互に放はなたれはじめる。

「共鳴……している？」

　咄とつ嗟さに意識を失ったままの市瀬さんの右手をぎゅっ、と握った。

　その瞬しゆん間かん、轟ごう音おんとともに、突とつ如じよとして大きな風の渦うずが生み出され、

『ンガアアアアアアアアアア──────ッ！』

　渦に吞のまれたゴーレムは体の重心を失い、前方につんのめりながら俺たちの体を手て放ばなしてしまう。

「……くっ──！」

「ひぃやああああっ────!?」

　俺は市いちの瀬せさんの手を放すまいと両手で必死で握り続ける。

　そのとき、彼女の目がうっすらと開いた。

　何回か瞬まばたきした後、目の前にいるのが俺であることに気づいたのか、驚いたように大きく目を見開く。

「常磐ときわ……くん……どう……して……？」

　そして、俺たちが握り合っている手と手の間に急速に力が集まってくるのを感じた。

　何かが起こっている。何かが生まれかけている。

　市瀬さんの制服のポケットの中から、鉱石の欠片かけらが飛び出し、繫つながれた手の隙すき間まへ吸い込まれていく。

　直後、光の粒子が爆はぜ、そこには銀ぎん色いろに輝く新たな武器が生まれていた。それは、小振りな疾風はやてとは形状が全まつたく異ことなる、双刃の剣ダブルブレード。中央に位置したグリップの両りよう端たんでは、巨大な両もろ刃ばが鋭い光を放っている。

「これは……」

「……疾風が、進化した……」

　俺たちは市瀬さんが生み出した風に包まれ、湖みずうみの上に浮かぶ樹じゆ木もくの上にゆっくりと降り立つ。

『ゴアアアアアアアッッッッッッ────！』

　天を切きり裂さくような叫さけび声に頭上を見上げると、すぐ目の前にゴーレムが迫せまっていた。

「よくも……ふざけた真ま似ねをしてくれたものですね……っ！」

　ユウリが今まで見せたことのない憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで睨にらんでくる。

「許さない……。ユウリをここまでコケにした以上、無事に帰れるとは思わないでくださいっ……！」

　くわっ、と大きく目が見開かれると同時にゴーレムがドオンッ、という振動とともに両手を地面に突つき、四よつん這ばいになった。

「きゃああ────っ!?」

　はずみで縛いましめを解かれた華か泉せん礼れいさんが水の中に落下する。

　ゴーレムは口を開けると、足あし下もとの水を勢いよく体内に取り込み始め、みるみるうちに大きく膨ふくらんでいく。それと同時に、まるで熱に溶とかしたガラスのようにぐにゃぐにゃと己おのれの体の形状を変化させていく。

　顎あごは前方へ突き出し、上下に肉にく食しよく獣じゆうのような牙きばが生はえる。両手両足の先には猛獣の如ごとき爪つめが形成され、体表に数あま多たの鱗うろこが浮き上がる。最後に先端の鋭く尖とがった尻尾しつぽが体内から生み出され、その一振りで周囲の数多の樹木が瞬しゆん時じに切断される。

『グアァァァァァァァッッッッッッッッッ────!!』

　空気を震ふるわすような咆ほう哮こうとともに、巨大な顎あごが俺たちを飲み込まんと迫る。

　市いちの瀬せさんが鋭い光を放はなつ双そう眸ぼうでキッと猛もう獣じゆうを睨にらみつけながら、足を大きく開き、進化した疾風はやてを回転させながらゴーレムに向かって跳ちよう躍やく。ギュルギュルと回転する二枚のブレードから生み出された衝しよう撃げき波はが空気の壁を突つきやぶりながら突き進んでいく。

　ドォーンッ、と耳をつんざくような轟ごう音おんが周囲に響き渡り、閃せん光こうが走る。

『ガアァァァァァッッッッ───!!』

　ゴーレムの叫び声と共にもうもうと水みず煙けむりが立ち、やがて、雨となってあたり一帯に降ふり注そそぐ。

　市瀬さんの攻撃で右腕を失った獣けものはバランスを崩くずしながら半身を水没させつつも、残った左腕でなんとか体勢を立たて直なおそうとする。

「てやぁぁぁぁぁぁぁ────────!!」

　そこへ雄お叫たけびとともに第二撃が打ち込まれ、轟音とともに左腕が粉こな々ごなに砕くだけ散ちる。ゴーレムは頭から水中に没ぼつした。

　激しい水みず飛沫しぶきの中、獣けものの上で黒こく衣いを纏まとった少女が狂くるったように哄こう笑しようしている。

「ふふっ、ふふふふっ！　あはっ、あははははっ！　あーはっはっはっはっはっ！　なるほど、すごい！　これはすごい！　すごいですよっ！　たかが一回の進化で、所ソ有ー者ルにこれほどまでの力を与えることができるとはっ！　これでますます欲しくなりましたよ、常磐ときわ祐ゆう樹きっ！」

　少女の瞳が俺の目を射い貫ぬき、本能的な恐怖のせいか一いつ瞬しゆんにして膝ひざから力が抜け、身動きがとれなくなる。そこへゴーレムがまだ残っている両足を使い、俺を目指し迫せまってくる。

「くぉのぉおおおっっっっ！」

　回転する疾風はやてがゴーレムの体を切きり刻きざみ、削けずり落おとしていくが、しかし、その巨体ゆえにすべてを破は壊かいするのは容よう易いではない。

　ゴーレムは己おのれの身を削られながらも、一歩、また一歩と着実に俺に向けて突き進んでくる。

　そのとき。

「常磐さんっ！　私のゴーレムをお使いになってっ!!」

「か、華か泉せん礼れいさんっ!?」

　長いプラチナブロンドから水をぽたぽた滴したたらせながら、華泉礼さんが水の中から這はい上あがってきた。

「で、でも、ゴーレムを使うって、どうやって!?」

「あなた、以前に私のゴーレムをお消しになったでしょうっ!?」

「あっ！」

　思い出した。

　昨日きのう、授業中に彼女がプールから呼び出したやつだ。

「二重契約をしている今なら、私が代わりに呼び出せますわ！」

　華か泉せん礼れいさんの白い手が俺の手をぎゅっ、と握りしめる。水の中にいたせいだろう、びっくりするほど冷たい。

　頭の中にあのときのゴーレムのイメージを思い浮かべる。
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　俺の体内にあるエメラルドグリーンとコバルトブルーのリングが再び共鳴を始める。

　直後、湖みずうみから水の渦うずが巻き上がったかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはユウリのゴーレムの二倍以上はあろうかという超巨大ゴーレムが出現し、

『んがああああああっっっっ！』

　雄お叫たけびをあげた。

　そういえば、あのとき俺はゴーレムをさらに巨大化させた上で消したんだった。

「な……、なんなのっ、これはっ!?」

　驚きよう愕がくするユウリの真上から華泉礼さんのゴーレムの腕が振り下ろされ、両手でがっちりと押さえつけられた猛もう獣じゆうは動きを完全に封ふうじられる。

「市いちの瀬せさんっ！　今だっ!!」

「────うんっ！」

　疾風はやてを両手でグリップし、再びブレードの回転を開始させ、小さな体を跳ちよう躍やくさせる。疾風の回転速度が加速度的に増加していき、やがて、バリリッ！　という音と共に衝しよう撃げき波はが放はなたれる。

「こわれろおおぉぉぉぉぉぉ──────っ!!」

　直後、光が巨きよ獣じゆうの腹部を貫つらぬき、断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうが上がる。

『グアアアアアアアアアァァァァァァァァッッッッッッッ──────!!』

　閃せん光こうは赤あか色いろの空にまで達し、シアターを破は壊かいする。それと同時に森の水がざざざ、と音をたてて一いつ斉せいにひきはじめる。

「市瀬さんっ!!」

　そのとき市瀬さんがユウリの体を抱だきながら地面へと墜つい落らくしていくのが見えた。

　慌あわてふためいて木から滑すべるようにして降り、落下地点と思おぼしきところへ向かう。







　市瀬さんはすぐに見つかった。

　樹じゆ木もくの根っこに背中を預けるように座っていて、俺を見つけるとほっとしたような表情を見せる。

「大丈夫？　怪け我がとかしてない？」

「……あたしは大丈夫。でも……」

　目線の先には、目を回したまま地面に転ころがっているユウリ。

「まったく、この子にはあとできついおしおきが必要ですわね」

　華か泉せん礼れいさんが額ひたいに青あお筋すじを浮かべ、どこからか調達してきた縄なわでユウリの体をぐるぐる巻きに縛しばり上あげてしまう。

　そして、ふう、と大きなため息をつくと、きっ、と顔を上げ、いきなり市いちの瀬せさんを睨にらみ付つけた。

「市瀬凜りんさん！」

「……なに？」

　人差し指を、びしっ、と突つき付つけ言いい放はなつ。

「今日きようのところは邪じや魔まが入りましたから、このくらいで許して差し上げますわ。近いうちに常磐ときわさんは必ず、私だけの所しよ有ゆう物ぶつにしてみせます！」

「……たぶん、無理だと思う」

　市瀬さんがむうっ、と眉まゆをひそめ、言い返す。

「なっ、どういう根こん拠きよがあってそんなことをおっしゃるのですか？」

「……あたしは──」

　そこでなぜか市瀬さんは、ちらりと俺を見て、

「──今の自分に、自信があるから」

「自信……？　ふんっ、なんの自信かはわかりませんけれど、でしたら、その自信を粉こな々ごなに打うち砕くだくまでですわ」

　その様よう子すを半なかばげんなりしながら眺ながめているうちに、ふとめまいを覚える。気のせいだろうか。

　ふと落ちた視線に薬指の二つのリングが映うつる。

「あのさ、一つ聞きたいことがあるんだけど」

「なんですの？」

「……何？」

　同時にくるっ、と俺を向いた二つの顔の前に、薬指で光り輝く二本のリングをかざす。

「二重契約をしているってことは、今、俺は二人の所しよ有ゆう物ぶつになっているって考えればいいのか？」

　その途と端たん、華か泉せん礼れいさんの顔がなぜか真まっ青さおになる。

「わ、忘れていましたわっ!!　それは十分以内に外はずさないといけないんですの！」

「……って言われても。もう余裕で十分以上経たっているけど？」

「に、二重契約って……！　華泉礼さん、そんなことをしたのっ!?」

　珍しく市瀬さんも狼狽うろたえる。

「し、仕方ないじゃないですの！　それしか方法が無かったんですもの！　あなたもそれで助かったようなものでしょ!?」

「それならそうと、早く教えてよっ！　リングはあたしたちソールにしか外はずせないんだよっ!?　早く外さなきゃっ！」

「なら、市いちの瀬せさんのを外すべきですわっ！」

「やだよっ！　外すのはそっちの方でしょ!?」

　おい？　なんだよ、どういうことだよ？　ちゃんと説明してくれよ!?

　そうこうしているうちに、二人の顔がぐにゃり、と歪ゆがみはじめ、聞こえてくる声の高低がまるでコンピュータの合成音声のようにたわむ。

　……そうか。そういうことか。

　愚おろかにも俺はようやく気づいたのだ。

　二重契約をするということは、通常の契約と比べ、スコルとして二倍の力を使ってしまうということで──。

「常磐ときわくんっっっ!?」

「常磐さんっっっ!?」

　そして、俺はそのまま意識を失った。
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　結局、あのあと俺は救急ヘリによって華か泉せん礼れい家けの運営する病院に搬はん送そうされ、そのまま緊急入院することになった。医者の診断によれば、各臓器の生命機能が著いちじるしく低下しており、生命に別状はないものの、回復するまでは安静にする必要があるということだった。

　その間、登校できない旨むねは華泉礼さんを通じて学校に伝えてもらったのだけれど、なぜかその理由は「華泉礼家の庭園で、突然倒れてきた彫ちよう像ぞうから華泉礼さんを身を挺ていして守ったことによる名誉の負傷」というものになっていたらしい。そのことを教えてくれた市瀬さんの眉み間けんには皺しわが寄っていて、俺はその顔をまともに見ることが出で来きなかった。

　一方、ユウリはと言えば、華泉礼さんの手によって、強制的にロンドンの誠せい一いち郎ろうさんの元へ送り返されたらしい。そんなことをして誠一郎さんが怒ったり、あるいは華泉礼さんがリネージから処分を受けたりしないかちょっと心配に思ったが、華泉礼さんはいつもの彼女らしく「この争奪戦クラは私自身のものです。リネージやお兄にい様がたの思おも惑わくなんて関係ありませんわ。もし、常磐さんが私のことを心配してくださるのなら、早く私と契約をしてくださらないかしら？」と言って笑ったので、ちょっと安心した。

　そういうわけで、俺もしばらくは誠せい一いち郎ろうさんに狙ねらわれることもなく、平へい穏おんな日々が送れるものと安あん堵どしていたのだが、すぐにそれは甘い考えであることを思い知ることになった。







　午後四時を回ったころ、病室の扉とびらがそっと開かれ、市いちの瀬せさんがひょっこりと顔を覗のぞかせた。ベッドの上の俺と目が合うと、制服のプリーツスカートを翻ひるがえしながら中に静かに入ってくる。

「……ただいま」

「あ、お……おかえり」

　この挨あい拶さつはどうかと思うんだが、泊まり込みの看護で、半なかばここに仮かり住ずまいをしてもらっていることを考えると、逆にこれ以外の挨拶が思い浮かばない。

「……気分はどう？」

「うん、まあ、悪くはないな」

「……そう」

　市瀬さんはいつものように淡々と受け答えしながら、手にしていた白い箱を掲かかげてみせる。

「それは？」

「……先週オープンしたエクレア専門店で買ってきたの」

「おお！　その店、さっきテレビで取り上げられてたぞ。じゃあ、早さつ速そく、なにか飲み物でも買ってきてだな、と」

　味あじ気けない病院食に飽き飽きしていた身としては、甘い洋菓子は何よりのご馳ち走そうだ。

「……って、なんでいきなり冷蔵庫にしまうんだよっ!?」

　冷蔵庫の扉とびらをぱたんとしめると、市瀬さんがじとっ、とした目で睨にらんでくる。そして、鞄かばんの中から大量のプリントを取り出し、どさっ、と布ふ団とんの上に積み上げた。

「……これを片付けてからだよ」

「そんなことしてたら夜になるってば！」

「……常磐ときわくん、今の成績だと、進級が危あやういっていう自覚はあるのかな。おまけにこんなに休んでいるんだから、置いてけぼりにされるよ」

「あー、……分かった、分かりましたよ！　やればいいんだろ？」

　のろのろと起き上がり、机の中から筆記用具と、『サイコロ消しゴム』なる名前の消しゴムを取り出す。これを転ころがせばとりあえず答案は作れる。

　すかさず、横から手が伸びてきてサイコロが奪うばわれた。

「……ちゃんとやってくれなきゃ、怒るよ？」

「いや、やるって、やるって!!」

「……本当？」

　ぐっ、と間近に迫せまってきた顔は本気で怒っている。

　そのとき、俺は、あれ？　と違い和わ感かんを覚える。それは、いつもの石けんの匂においがしないということ。代わりにしたのは、ほんのり甘い香水の匂い。

　と、突とつ然ぜん、ガラガラガラッと派手な音とともに、病室の扉とびらが開かれた。

「あ、あなた方！　こんなところで、何をやっているんですのっ!?」

　怒りに全身をわななかせ、華か泉せん礼れいさんが病室の入り口に立っていた。

「許ゆるし難がたいですわっ！　個室であることをいいことに、そんな行為に及ぶなどとはっ！」

「……勉強してただけだよ」

「そ、そうそうっ！」

「私にはそうは見えませんでしたわっ！　今、確かに市いちの瀬せさんは、常磐ときわさんに、そ、その……き、き、きすを……」

「……もし本当にそうだったとして、何か問題でもあるのかな」

　市瀬さんがぼそりと呟つぶやき、

「へ？」

「な、なん……」

　俺も、華泉礼さんも言葉を失う。

「な、ななななななっ！　今、なんて言いましたのっ!?」

「……別に。華泉礼さん、反応が大げさだよ」

「ゆ、許せませんっ！　不法侵入者にそんなことは言われたくありませんわっ！　今すぐこの病院から出て行きなさいっ！」

「……不法侵入者？　あたしは単に常磐くんの付つき添そい看護をしているだけだよ」

「付き添い看護ですって!?　危き篤とく状態でもないのに、毎日泊まり込みで看護する必要などどこにあって!?　あなたは実質的に私の所しよ有ゆうするこの病院に住みついているじゃないの！　それが不法侵入者でなかったら、なんというんですの!?」

「……常磐くんは、あたしの所有物。華泉礼さんの支配下にあるこの病院にやむなく収しゆう容ようされている持ち物をあなたの魔まの手から守るために、あたしがここにいるのは至し極ごく当然のことだよ」

「なっ！　私どもは常磐さんに治療に専念していただくために、善意で病室を提供しているというのに、それを魔の手呼ばわりするとは、失礼にもほどがあるんじゃなくて!?」

「……でも、元はといえば、あなたたち水のリネージが仲間割れなんかしなければ、こんなややこしいことにはならなかったと思う」

「ぬあっ！　それをおっしゃいますの!?　私はカセンレイグループの一員としてですね……」

　俺は、はああ、と大きなため息をつく。ここのところ、毎日こんな調子なのだ。正しよう直じき、気き疲づかれしてしまう。

「あのさ、二人とも、怒りっぽいのは糖分の過か剰じよう摂せつ取しゆが原因だって言うよ。だから、これは全部俺がもらうことにするから。……おお、なるほどこれが今話題の、皮をパイ生き地じで作ったというエクレアか。実にうまそうだ」

「……って、あっ！　常磐ときわくん、まだ、勉強終わってないよっ！」

「そ、それ、二個しか入っていないじゃないですのっ!?　まさか、私をさしおいて、お二人だけで召し上がる予定だったんですのっ!?」

「……そうだけど。そんなに食べたかったら今から買ってくれば？　もう売り切れてるとは思うけど」

「べ……、別に食べたいわけじゃありませんわ！　それにだいたい、常磐ときわさんはまだ病院食しか許されていませんのよ!?　それなのに市いちの瀬せさん、あなた……！」

「……ふーん、常磐くんの分を取り上げるつもりなんだ。食い意地が張りすぎだよ」

「きいいーっ!?」

　そんな不毛な言い争いは、かんかんになった看護師さんが怒ど鳴なり込こんでくるまで延々と続き、そしてそれは俺が退院するまでの間、毎日繰くり返かえされたのだ。
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　梅つ雨ゆがあけるころ無事に退院し、学校に復帰した俺を迎むかえたのは、いきなりの期末テストだった。

　あれだけ病室で市瀬さんに勉強させられたのに、出で来きがいつもと変わらなかった気がするのはなぜだろう。

「我らの副会長を守るため、倒れてきた彫像をそのポンコツ頭で受け止めたんだ。さらに頭が悪くならないわけがないじゃないか。いや、しかし、おまえの頭もたまには役に立つもんだなあ」

　などと抜かしやがったゲンパクの額ひたいの生はえ際ぎわを、俺は思いっきり引っ張っておいた。




　期末テストの答案が返された日は、丁ちよう度ど気の早い一匹のアブラゼミが盛大に鳴き始めた日だった。俺と市瀬さんは昼下がりの商店街をいつも通り二人で歩いて下校していた。

　七月上旬だというのに気温はすでに三十度を超えており、少し歩くだけでも汗ばんでくる。

　一方で、隣を歩く市瀬さんは、学校を出てからずっと涼すずしげな顔をしたままで汗一つかいていない。

　結局、争奪戦クラが始まって以来、今に至るまで市瀬さんはずっと俺の家に住みついたままだ。正しよう直じきに言えば、華か泉せん礼れいさんの言うとおり、いつか何かの拍ひよう子しで間ま違ちがいが起こったりでもしたらまずいよなと不安に思い続けているのだが、それを言う度たびに彼女はいつもの調子で「……間違い、ってなんのこと？」と小首を傾かしげるだけで、それ以上話が進むことはなかった。




　やがて、家まであとわずかというところまで来て、どどどどど、かんかんかん、ばりばりばり、ばきばきばきという、建物を取とり壊こわしているのだろう、派手な工事の音が聞こえてきた。

　この暑い中、ご苦労なことだ。

　新しくマンションか何かでも建てるのだろうか。

　近くに建てられて日当たりが悪くなったりしたらやだな、などと考えながら角を曲がったときだった。

「は!?」

「……わ……」

　目の前の光景に絶ぜつ句くする。

　大型の重機によって跡あと形かたもなく取り壊されていたのは、なんと俺のおんぼろアパートだったからだ。

「こ、これは一体……」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ俺の目の前に、どこからか現れた黒くろ塗ぬりのリムジンがすーっ、と止まった。

　そして、窓から顔を出したのは、華か泉せん礼れいさん。

「工事の進しん捗ちよく具ぐ合あいは順調ですね。今日きよう中じゆうにはすべての作業が終わりますわ」

「華泉礼さんっ!?　これは一体!?」

　面めん喰くらって車の中の彼女に詰つめ寄よる。

「この度たび、この建物は建て替えさせていただくことになりましたの。大きな地震が来たら耐えられそうにありませんでしたからね。……ああ、そうそう、こちらを」

　華泉礼さんはにっこり微笑ほほえみながら、制服のポケットから折りたたまれた一枚の紙を取り出し、俺に渡してくる。

「……？」

　俺たちは一いつ緒しよにその紙を覗のぞき込こむ。

　それはこの街の地図。中心に配置された華泉礼邸ていに大きく矢印が描かれており、そこに丁てい寧ねいな字で『新居は二階南角部屋』と記しるされている。

「これって？」

「見ての通り常磐ときわさんの新しいお住まいですわ。お祖じ父い様のお取りはからいもあり、華泉礼家の邸宅の中に特別にご用意させていただきましたの。常磐さんには来きたるべき私の所しよ有ゆう物ぶつとしての生活の準備のために、本日からそこに移り住んでいただきます。すでに家財道具一式もお部屋の方に移しておりますのよ」

「ななななな…………？」

「それに、生徒会副会長としては、男女二人きりでの生活なんて認めるわけにはいきませんでしたし」

「……むっ」

　すっ、と細められた目が市いちの瀬せさんに向けられる。

「それでは私は先にお待ちしていますわね」

　──わんっ！

　ひょこんと柴しば犬いぬのキナコもうれしそうに尻尾しつぽを振りながら顔を覗のぞかせる。

　華か泉せん礼れいさんが俺に片目をつむってみせると同時に、リムジンがクラクションを一つ鳴らし、俺たちの前から走り去っていく。




　その場に取り残される、俺と市いちの瀬せさん。

　アブラゼミがもう一匹鳴き始めた。

「……常磐ときわくん、行くよ」

「……は？」

　そう言うと、一人でずんずんと歩きはじめる。

「ちょ、ちょっと待った！　どこに行くんだよ!?」

「……決まってる。新しい家」

　市瀬さんは、頰ほおをぷうっ、と膨ふくらませる。

「新しい家って、華泉礼さんの家の中だぞ!?　病院とは違ちがって、市瀬さんにとっては完全に敵の本ほん拠きよ地ちの中ってことだ！　そこに住むって言うのか？」

「そう」

　突然、立ち止まる。そしてぐっ、と俺に顔を近づけてきた。

「……いい？　常磐くんは、あたしの所しよ有ゆう物ぶつなの。だから、所有者であるあたしは、常磐くんと一いつ緒しよに住む権利があるの。たとえそこが華泉礼さんの家だったとしてもね」

　それだけ言うと、彼女は再び歩き出した。

　同じ屋根の下に、これからずっと、あの二人と一緒に住むっていうこと……？

　以前、華泉礼さんが俺の家に転ころがり込こんできたことがあった。そして、つい最近までは三人同じ病室で夜を過ごすこともあった。それがこれから毎日ずっと続くというのだ。

　俺は今後起こるであろう惨さん劇げきを想像し、思わず身み震ぶるいする。

「……常磐くん、遅いよ！」

　気づくと、市瀬さんははるか向こうに立っていた。両手を腰に当て、俺が来るのを待っている。

　俺は大きくため息をつき、そして、この自分の不幸な運命を変える方法はないものだろうか、と真剣に考えながら、夏の日差しがじりじりと照りつける中、彼女を追って走り出した。










あとがき




　はじめまして。水みず沢さわあきとです。本作品をお手にとっていただきありがとうございます。──あ、大丈夫ですよ？　逃げなくても。怖い人ではないですから。……危ない人かもしれませんけど。




　本作『りんぐ＆りんく！』は、主人公である常磐ときわ祐ゆう樹きくんの所しよ有ゆう権けんを巡めぐって「争奪戦クラ」なるものを繰り広げる、凜りんと美み奈なという二人の女の子の物語です。彼女たちは常磐くんを自分のものにするためならなんでもやります。剣や大おお鎌がまといった物ぶつ騒そうな得え物ものを手に戦ったりする一方で、あるモノを使って彼をキョーハクし、無理矢理自分のモノにしたりもします。果たして常磐くんの運命やいかに？　そして軍配は凜と美奈のどちらに？

　──ということで中身が気になった店頭のそこの貴方あなた！　一旦、思考を停止していただいて、そのままずずいとレジまでお持ちいただけるとうれしいです。なお、保存用として二冊目、布教用として三冊目もお忘れ無く。……冗談です。ごめんなさい。一冊で十分です。本当に。そんなもったいないことしちゃ、だめです。もったいないお化ばけこそ出てきませんが、とりあえずは水沢のビール代になって、最終的にはお腹のお肉に化けちゃうだけですから。




　ここで、水沢がこの本を出すことになった経けい緯いについて簡単にご説明します。

『電撃文庫MAGAZINE』誌の前身である『電撃ｈｐ』誌上では毎年「電撃ｈｐ短編小説賞」という新人賞が開かい催さいされておりまして、その第六回において水沢の作品『風の砂さ漠ばく、風の塔とう』が大変名誉ある〈銀賞〉をいただきました。それをきっかけに編集部様から一冊書いてみる？　というこれまた大変ありがたいお声がけをいただき、執筆に取りかかったわけです。

　けれど、そんなにすんなり本が出せるほど世の中甘くはありません。七なな転ころび八や起おきという言葉よりは七しち転てん八ばつ倒とう……（以下、二百五十頁ほど省略）……というわけでここにようやく一冊の本が出る運びとなりました。うわーん（号泣）




　この本を出すにあたっては、本当に沢たく山さんの方にお世話になりました。

　担当編集の川かわ本もと様。とにかく飲み込みの悪い水沢に根気よくおつきあいいただき、心から感謝しています。一回の打ち合わせだけで平均○時間。そんな川本様に同情を禁じ得ないという方は、是非、保存用として二冊目を、布教用として三冊目をお買い上げいただくと、水沢の罪悪感もいくばくかは薄れることでしょう。……冗談ですよ？

　お忙しい中、素す敵てきなイラストを描いてくださった木き場ば智さと士し様。凜と美奈を描いていただけると知ったときには天にも昇る心地でした。ありがとうございました。木場様のファンの方は是非、保存用として二冊目、布教用として三冊目を……。

　さらには「電撃リトルリーグ」の原型である「電撃Short3」時代から水沢の作品を読んでくださった編集部の皆様。短編賞に推おしてくださった先生方。校閲、デザインの方々。短編賞の同期「小こ粒つぶ会かい」のみなさま。励はげましてくださる周囲の方々。色々な人に支えられてここまで来たんだなあ、としみじみ思います。改めて感謝の意を。




　そして。

　これは自分が本を出させていただく立場になって、改めて心の底から実感したことです。

　書き手にとって、読んでくださる方がいるということがどれほど幸せなことか。

　ですから、最後のこの言葉は、もう一度、心をこめて。




　この本を読んでくださったみなさまに、心からのお礼を申し上げます。

　またお会い出で来きることを願って。





二〇〇九年七月　水沢あきと









[image: ]







水みず沢さわあきと

第６回電撃ｈｐ短編小説賞〈銀賞〉受賞を機に、昼はさえない文系ＳＥとして働きつつ、夜はビジネス街のコーヒー店で萌え小説を書くという二重生活を送るようになった男。そろそろ人格まで二つに分裂しそうで悩んでいる。
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イラスト／木き場ば智さと士し

広島県出身の絵描き。変身ヒーロー物が三度の飯より大好き。最近多発する偏頭痛に悩まされがちですが、そこそこ元気に生きてます。

HP：http://www.din.or.jp/~kiba/
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